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岡山県営山陽新住宅市街地開発事業にともなう,埋蔵文化財発掘調査報告書第
3集が発刊の運びとなった。

昭和44年ll月 に発掘調査に着手して以来すでに 3か年半,一方においては発掘

調査を継続しながら,ま た整理・研究を積み重ね,それをまとめた記録である。

本書では,昭和46年度に発掘調査を行なった,17LI辻古墳群 7基,四辻弥生墳墓

遺跡 2遺跡を中心に報告した。 しかし,そ の後の調査において検出された,便木

山方形台状墓,宮山方形台状墓,さ くら山方簾台状藤の3遺跡は,四辻弥生墳墓

群ときわめて 関連が深いので, 調査年次にこだわらず, 本書にあわせて 集録し

た。

これらの遺跡は,弥 Ji式時 fヽ中期から古墳時代に螢る墳基遺跡を主とするもめ

で,特にlJLl辻弥空L式‖む代土職慕群等は,そ い後の時 fヽに築造された,用木古墳群

等初期の古績との関係において,わ が国め基制度遷を解明す為上で,多 くの問題

をもつ貴重なもので ctDる。

また便木山方形台状墓は工事中に発見された遺跡であるが,確認調査の段階で

現況保存の処置がとられ,文化財保護行政ぬ見地から喜こばしいことであった。
この調査にあたり,終始ご理解とご協力をいただいた県当局,関係各機関の方
々, ご指導を賜った研究者各位,な らびに直1養 この汎l電査を担当せられた,調査団
の惜様に厚 く御礼をFllし あげます。

‖樹‖148113月

山陽町撤育盤員会教育撻

湯  本  盤 彙
ψ自ヽ
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1, 本書は,ユ1陽町教育委員会が岡山県の委託を受けて実施した,岡 山県営山陽新住宅FF街地開発

事業に伴なう住宅 |・ ll地造成地内の理蔵文化財発掘調査報告第 o集であるo

2.今 回調査し報告する遺跡は,第 4次および第 5次発掘調査委託契約にもとずく,四辻古墳群 7

基と,それと複合して発見された土墳基遺跡 2遺跡である。しかし,そ の後の契約によって調査

した遺跡のうち,こ れらと類似する台状墓3基が確認されたので,契約年次にこだわらず,本書

に力‖えて集録することとした。

3。 第 405次発掘調査委託契約による調査は,昭和46年 1月 1日 に開始し,昭和46年 10月 31日 に

終了した。 他の3遺跡の調査は, llll和 46年度下半期および昭和47年度委託契約によるものであ

る。個々の遺跡の調査年月日は,序説・調査の経過で表に示したとおりである。

4.発掘調査に要する諸経費は,すべて岡山県の負担による。

5。 調査の組織は,山陽町,山 陽町教育委員会,山 陽町文化財保護委員会等を中心に調査委員会を

また発掘調査は,山陽町教育委員会を中心に,山陽団地埋蔵文化財発掘調査団を構成した。

6.調査委員会の諮問機関として,当初,山陽団地埋蔵文化財保護専「]委員会を,山陽町教育委員

会が委嘱して設置した。しかし昭和47年 ,岡 山県教育委員会が,t山 陽団地埋蔵文化財保護対策委

員会を設置発足された。したがって, 山陽町教育委員会設置の専F5委員会は発展的に解消し,以

後は対策委員会を諮問機関とした。

7.本書の執筆および編集は,調査員である則武忠直,神原英朗の討議をもとに神原が行なった。

8.出土遺物の整理,実測およびその浄書では,岡 山大学学生 安川豊史君,石橋正樹君,近藤耕
一粛の助力を得た。

9.各 遺構の実測は,神原英朗,則武忠直,Fli本豊が分担してあたり,その整班[・ 浄書は神原の指

導のもとに,大田耕一,国安敏樹が中心となって行なった。

10,写真の撮影および編集は,神原英朗が行なった。
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調 査 の 経 過 と 環 境

第 1章 調 査 の 経 過

1.序 説

山陽団地埋蔵文化財発掘調査団,それは山陽町教育委員会で組織さズl.た 調査目1である。新住宅市

街地開発法にもとづく,岡 山県営山陽新住宅市街地開発11業 と呼ばれる,住宅剛地造成予定1也内に

所在する埋蔵文化財のうち,記録保存と決定された遺跡を,岡 山県の委証を受け,岡 山県教育委員

会の指導のもとに発掘調査を実施する調査団である。

住宅団地造成予定地は,岡 山市の北東に隣接する岡山県赤磐郡山陽 lll‐ にある。東西 ,南北とも約

looO m,造成面積約 104ヘ クタールの丘陵群である。 この丘陵二熟帯は,当初は数基の古墳の存在が

知られていたのみであったが,立本の開伐された時点,造成二11lJが開始された時点 と分 lj調査のた

びに,そ の遺跡数は増大して,現准:では弥生時代集落址等の集落遺跡 9,弥 lL時代土壌墓群ぃ台状

墓等 6,Fli墳 671と 総計79遺跡にもおよぶ密集地帯となったのである。

発掘調査団は昭和44年 10月 に結成され.た。造成奇'定
地内の理蔵文化 lld・の分布調査と,発掘調査に

かかわる諸準備期間をおいて, F11莉 144年 12月 1日 , 用木古墳群第 3号墳から発 Jlil調査は開始され

た。 爾来すでに 3か年平を経過しようとしている。 その間に発 lllllし た遺朧は, 弥4t式時代集落なL

15,000η f,上壌菓群および方Л杉台状基等 6,古墳32基 におよぶ。 llll和 45年秋か らは,造 成工 lliと 併

行しての調査である。

町村教育委員会で構成され,た弱体の調査Hl組織にカロえて,造成工事の工期との関連 もあって,発

掘,発 Jlllに叩Jけ暮れる毎日である。暑かろうが寒かろうが,雨 さえ降 らなければ現 1場 にでて発掘作

業を行ない,雨天の日には屋内で出土土器片の洗浄記名を繰 り返す毎 日である。

記録保存の発掘調査は,本来発Jlll調査一整理検討作業一報告書作成が 1セ ットとなるべ きものの

はずである。しかし現実は,11々 の遺F71ヽの抑lり あげるのを待ちかねるようにして,す く゛次の発掘調

査契約が待ち構えているというきびしい ものである。いわ 1ゆ る整理

“

1業 とか,報告書執筆などの時

間的余裕は,なかなか生みだせない。雨の日や休日,農繁期の作業の少ない時期を利∫I」 したり,夜

少しづつの原稿を書きためていくなどして,や っと調査を追いかける現況である。そ L・ てここに避

れ馳せなが ら,や っと第 3集を刊行する運びとなったものである。

本書では,第 4・ 5次契約にもとづく四辻古墳群および同土旗基遺跡を中心としてとりあげたが

契約年次にこだわらず,こ オ1́と獅i似する,富山方形台状墓,便本山方形台状墓, さくら山方形台状

基の3遺跡を加えて集録した。

調査にあたっては,岡 山県教育委員会文イじ課ならびに関係各機関から,終始指導と協力をいただ

いた。また直接遣成■1業 を担当する岡山県土本部付i宅課から,理解と協力をいただいた。多くのりl

究者の方々からも,折 りにふれて教示と口七叱激励を賜わらたoなかでも恩師岡山大学教授近藤義郎

…… 13 -―



先生には多大の助言と鞭撻をいただいた。はじめに記して厚く感謝の意を表したい。  ′

遺物の整理および実測にあたっては, 岡山大学学生安川豊史君, 石橋正樹君, 近藤耕一君の 3

名,さ らに遺構および遺物の評価と検討については,学友正岡睦夫君の真摯な助力と協力を得た。

共に謝意を表する。

しかしそれにも増して,私が今日あるのは山陽町教育委員会の同僚と,作業員一同の一体となっ

た暖かい支援と励ましにおうところが大きい。なかで も生業を犠牲にしてまで も,献身的な協力を

いただいた調査員則武忠直氏,作業長阿部政信氏には筆舌に尽せない支えとなっていただいた。こ

うした仲間達に守られて,は じめて調査は成 り立つのである。ほんとうに私は幸せだと思う。深く

感謝の意を捧げたい。

2。 調 査 の 契 機

昭和42年 ,岡 山県では岡山県南地区新産業都市建設地内の,旺盛な宅地需要に対処して,低廉で

しか も住環境の良好な宅地を大量に供給する目的をもっ:て ,県営の大規模住宅団地建設の計画が立

案された。

当初都窪郡早島町や総社市福井llL区等が,候補地としてあげられていたが,用地買収の難航や文

化財の包蔵地であったりして流産した。候補地は二転三転して,当 山陽町の東高月丘陵群に決まっ

たのである。

昭和38年制定の新住宅市街地開発法にもとづいて,岡 山県営山陽新住宅市街地開発事業として,

昭和44年 6月 ll日 ,建設省告示第3072号 によって都市計画決定を受け,開発計画は発足したのであ

る。

住宅団地開発予定地となった,岡 山県赤磐郡山陽町は,岡 山市の北東に隣接する農村である。砂

川流域に開けた約30た′の埋積平地を中心に,ま わりを低い山々で囲こまれた,の どかな田園地帯で

ある。住宅団地はその山々の一角,東高月丘陵群に自羽の矢がたてられた。下市,岩田,和 田,河

本,熊崎, 鴨前の 6部落にまたが り,方約 1輸 ,面積 104ヘ クタールにおよぶ 丘陵群である。 そ

こは,国指定史跡両宮山古墳をはじめとする高月遺跡群の後背地にあたり,多 くの研究者からは埋

蔵文化財の包蔵地として注目されていた地域であったのである。

しかし,住宅団地開発計画が立案された時点では,1965年岡山県教育委員会発行の「岡山県遣跡

地図」には計 9基の古墳の記載であった。 “この程度なら緑地帯等に取 り入れて現況保存 も可能"

と,土地買収が先行したのである。

住宅団地のマスタープランは,昭和43年一応まとめられ,同年秋から試案にもとづき,岡 山県教

育委員会と,山陽町教育委員会による事前の埋蔵文化財分布調査が行なわれた。その結果,当該地

内に古墳37基 ,弥生式時代集落遺跡 2か所が発見されたのであるo

事業当局である岡山県土木部と岡山県教育委員会を中心とする関係機関で この資料をもとに,

“開発と文化財保護の調和"を求めて協議が繰 り返された。熊崎古墳群 4基のように造成予定地か

らはずしたり,団地内自然公園に取 り入れて,現状保存に努めた。しかし住宅団地造成上,技術的

に保存の困難な遺跡については,止むなく発掘調査による記録保存の処置を行なうこととなった。



上記39遺跡は,現状保存21遺跡,記録保存18遺跡に振り分けられたのである。

ところが,山林が伐採され丘陵群が裸となった段階での分布調査によって,弥生式時代を中心 と

する集落址 7か所,古墳 8支群65基 とその数は増大したのである。その都度協議は繰り返され,土

本部は大小 6回 にわたる設計変更と,一部地区の除外を決めたのである。保存のための努力はこう

して尽されたが,用地買収をはじめ,諸設計が決定した後では,資本投資の関係もあり,大 きな設

計変更は,実際問題として不 ll」 能に近い。なににもまして,事前の精密な分布調査の重要性を痛感

させられた次第であるo

後日談となるが,現在では造成工事中発見を含めて,当該地内の遺跡数は,集落址 9遺跡,墳墓

遺跡70基 と計79遺跡におよび,そ のうち保存決定遺跡29,保存協議中遺跡 5遺跡となり,現況保存

率は低下の一途をたどる。

当該地内の埋蔵文化財の取り扱いおよび発掘調査に関しては,岡 山県教育委員会教育長と岡山県

土本部長との間に取り交わされた,昭和44年 5月 24日 付,山 陽団地の文化財取扱いに関する確認事

項,お よび,昭和45年 5月 1日 付,山 陽団地の文化財取扱いに関する確認事項細目協議書にもとづ

いて実施されることとなった。

発掘調査は,原貝」として集落遺跡を岡山県教育委員会文化課が,古墳等墳墓遺跡を,岡 山県の委

託を受けて,山陽町教育委員会が担当することとなった。                ‐

山陽町教育委員会では,調査予定の古墳が30基を越え,調査期間が長期にわたるため,数眈に1分

けて契約をすることとし,1召 和44年 12月 1日 ,用本古墳群第 3号墳の発掘調査を皮切 りに,今 日に

いたるのである
`

山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項

岡山県教育委員会教育長 (以下「甲Jと いう。)お よび岡山県土本部長 (以下「乙」という。)は ,

乙の計画するユ1陽新住宅市街地開発事業 (以下「事業」という。)施行に伴なう埋蔵文化財包蔵地の

取扱いについて,次のとおり取り決めるo

(総則)

第 1条 乙は事業施行にあたり文化財保護の趣旨を尊重し,甲 はlli業施行が円滑に行なえるよう協
力するものとする。

(事業施行前の協議)

第 2条 甲および乙は事業施行前において次の各号に掲げる項目について別添図示を目安として ,
可及的すみやかに協議を終了するものとするo

l, 事業区域から除外するもの

2.事業区域に含めるが,公園,緑地に取り込むなどにより保存を図るもの
3.発掘調査を行なって記録を保存するもの

(事業施行中に埋蔵文イヒ財包蔵地を発見した場合の協議)

第 3条  乙は事業施行中に埋蔵文化財包蔵地を発見したその取扱いについては,甲 と協議のうえま普
蹴するものとする。

一 lБ ―



(発掘調査)                                 ′ |  :

第 4条 1.前 2条の協議の結果,埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は甲または甲が指定するものに委

託して実施する。

2.前項の発掘調査に要する経費については,甲 ,乙協議のうえ負担区分に応じて負担するもの

とする。

(協議の決定)

第 5条  この確認事項に定めのない事項または疑義の生じた事項については,甲 ,乙協議のうえ決

定するものとする。

昭和44年 5月 24日

甲 岡山県教育委員会教育長 篠井 孝夫 E印〕

乙 岡山県土本部長     高橋  光 〔印〕

山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項細目協議書

岡山県教育委員会教育長 (以下「 甲」という。)と 岡山県土本部長 (以下「乙」という。)は ,昭和

44年 5月 24日 付けで 甲と乙との間で取 り決めた 山陽団地の文化財取扱いに関する確認事項 (以下

「確認事項」という。)の実施細目について次のとおり決める。                |

第 1 発掘調査の実施者 (確認事項第 4条第 1項 )

山陽団地内の埋蔵文化財発掘調査については,原則として古墳の発掘調査は山陽町に委託して実

施することとし門前池附近弥生遺跡の発掘調査は,甲が直接実施するものとするo

第 2 発掘調査に要する経費の負担区分 (確認事項第 4条第 2項 )

山陽団地内の埋蔵文化財発掘調査費は,乙 において負担するも́のとする。ただし山陽町に委託し

て実施する発掘調査の一般指導旅費は,甲 において負担する。

第 3 発掘調査実施計画書の作成

山陽団地内の埋蔵文化財発掘調査を行なう場合,発掘調査実施計画書を作成し,甲 ,乙協議して

発掘調査に必要な事項を定めるものとする。

昭和45年 5月 1日

甲 岡山県教育委員会教育長 篠井 孝夫 〔印〕

乙 岡山県土本部長     佐藤  昇 〔印〕

3。 調 査 組  織

住宅団地造成予定地内の古墳発掘調査を担当することとなった山陽町では,町教委,町文化財保

護委員会を中心に,関係機関代表をもって,山陽団地埋蔵文化財調査委員会を組織して,調査を推

進することとした。直接発掘調査を担当する調査団は,県教委から町教委へ派遣された専従調査員

を中心に,町内在住者で山陽団地埋蔵文化財発掘調査団を構成した。

用地内埋蔵文化財の発掘調査委託契約, 造成工事工期と調査遺跡の選定および 調査期間等の調

整,県教委直営の発掘調査団との調整等,発掘調査にかかわる事務的折衝および連絡機関として ,



県土本部住宅課,県教委文化課,山陽町教委の担当職員で三者協議会を設置した。

埋蔵文化財の調査に関する考古学上の専門的な諮問機関として,当初山陽町教委は独自の立場か

ら,山 陽町教委教育長名で県内研究者の方々のなかから, 9名 の諸先生を山陽団地埋蔵文化財調査

委員会参与として委嘱し,そ の指導と助言をあおぐこととした。昭和47年度になって,県教育長よ

り岡山県遺跡保護調査団から推選いただいた,諸先生方に委嘱した,山 陽団地埋蔵文化財保護対策

委員会が発足したので,町教委委嘱の参与の会は解散し,対策委員会に統一して諮 F「FJをお願いする
こととした。参与の会は昭和45年 1月 発足以来昭和47年 5月 解散までの間に4回 ,ま た対策委員会

は現在までに2回開催されたにすぎない。実質的な審議 とはほど遠 く且つ問題点も多い。このこと

については次の報告書において,言及 し明らかにしたい。結果として各委員の諸先生方には,多大
の迷惑をおかけしたこととな り,心苦 しく思 うものである。

各組織の構成員は下記のとお りである。調査が長期にわたるため,調査委員会,調査団ではその

間に若干のメンバーの交替があった。今回は,本報告書に集録した四辻占墳群等の調査当時,すな

わち,llE和 46年度の構成員を中心に記名した。

山陽団地埋蔵文化財調査委員会参与

山陽町教育長委嘱

昭和45年 1月 5日～ llll和 47年 5月 20日

今 井

岡 本

鎌 本

角 田

長 光
/1i 川

春 成

問 壁
三 杉

山陽団地埋蔵文化財保護対策委員

岡山県教育長委嘱

llE和 47年 5月 設置

鎌 本 義 昌 (岡 山理科大学教授 )
近 藤 義 郎 (岡 山大学教授 )
角 田   茂 (瀬戸中学校教諭 )
土 井 秋 夫 (瀬戸町文化財専門委員 )
西 川   宏 (山 陽学囲教諭 )
春 成 秀 爾 (岡 山大学講師 )

徳

明
　
義

秀

忠

兼

尭 (津山市教育委員会主事)

郎 (岡 山県立西大寺高校教諭 )

昌 (岡 山理科大学教授 )

茂 (瀬戸中学校教諭 )

和 (岡 山県文化センター主任 )

宏 (山 陽学園教諭 )

爾 (岡 山大学助手 )

彦 (倉敷考古館苗」館長 )

行 (甲浦郵便属l長 )

(ア イウエオ順 ,職名はllg和 45年 1月 委嘱当時)
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間
　
一二

壁 忠 彦 (倉敷考古館長 )

杉 兼 行 (甲浦郵便局長)

(ア ィゥェォリ順)

山陽団地埋蔵文化財調査委員会

'日

和44年 10月 1日設置

″

ク

ク

ク

坂

井

石

本

武

部

房

郷

本

永

坂

日

本

甦

藤

原

野

坂

飼

本

田

内

小

青

明

生

則

阿

花

本

湯

中

小

横

山

社

川

藤

岡

小

犬

岩

河

坂

寿 徳

武

巌

正 義

忠 直

政 信

長 男

連

堅 志

五 一

伝

民 治

寛

二 郎

一二生

和 太

猛

豊

正 利

軍

弘

紀 八

S44。 10。 1

//

″

//

//

//

//

//

S45。  1。 1

S46.4。 1

//

//

S46.10.1

S47.4.1

S47.10。 1

S48. 4.1

S48.4.l

S48. 3。 15

S47. 9。 30

S44.12.27

S48。  3.31

S47. 3.31

S48. 3.31

就任   退任

S44.10.l S 46. 9,30

役職

教育委員長

町議会議長

町議会文教委員長

町助役

町文化財保護委員長

町文化財保護冨」委員長

町文化財保護委員

町文化財保護委員

町教育委員→教育長

町教育長

和田区長

岩田区長

河本区長

和田区長

鴨前区長

下市区長

熊崎区長

町教育委員長

熊崎区長

町文化財保護委員

町教育委員長…

鴨前区長

山陽団地埋蔵文化財発掘調査団

昭和44年110月 20日結成

昭和47年 4月 1日 現在構成員

調 査 主 体 者  山陽町教育委員会

発 JIJ調査団長  中 永 五 一 (山 陽町教育長昭和4ウ年 9月 退任)
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ク

調 査 主 任

調  査  員

調査 補 助 員

//

//

作  業  長

同 上 補 佐

作  業  員

湯 本

神 原

則 武

太 田

国 安

岡 本

阿 部

植 田

井 上

山 吹

阿 部

井 上

小 坂

社

花 房

堅

英

忠

耕

敏

政

政
　
一二
　
春

光

芳

清

志 (山 陽町教育長昭和47年 9月 就任)

朗 (山 陽町教育委員会指導主事)

直 (山 陽町文化財保護委員長 )

一 (山 陽町教育委員会主事補 )

樹 (     ク     )

豊 (赤坂町文化財保護委員)

信 (山 陽町文化財保護副委員長 )

臣  山 本   寛

男  岩 本 竹 志  入 江 忠 一

一  山 本 高 男  阿 部 茂 子

恵  lfrl」 部 芳 恵  石 原 竹 子

初  遠 藤   操  鎌 田 八重子

子  中 務 佐登江  社   寿 子

江  横 田 司奈子  横 田 正 子

志 (山 陽町教育委員会主査 )

尾

阿

井

/Jヽ

社

上 弘 治

部 美枝子

上 節 美

坂 弘 江

百 枝

事 務 局 長

4。 調 査 の 経 過

今回の発掘調査は,岡 山県営山陽新住宅市街地開発事業に伴なう,山陽団地埋蔵文化財発掘調査

第 4・ 5次委託契約にもとづいて,岡山県の委託を受けて,山 陽町教育委員会が実施した,四辻古

墳群 7基 ,四辻土壊墓群 2遺跡を中心としたものである。しかし,その後の契約によって発掘調査

した遺跡のうち,本土壌墓群等と関連の深い,宮山方形台状墓,便木山方形台状墓,さ くら山方形

台状墓の 3遺跡については,契約年次にこだわらず,本報告書に集録した。第405次契約による

調査期間は,ll14莉146年 1月 1日～昭和46年 10月 31日であるが,他遺跡個々の契約年次および実質調

査期日は,一覧表に示したとおりである。

各々の契約については, 一応発掘調査終了後の, 遺物の整理および調査概報作成等の期間もみ

て,か なりの余裕をもっているかのようであるが,現実には,住宅団地の造成工事と併行しての発

掘調査であるために,掘 りあげが終るのを待ち構えるようにして,すぐ次の契約を重複して結ぶと

いうようにきびしいものである。

O第 1・ 2次契約

調査l切間  llll和44年 11月 1日 ～昭和146年 3月 31日

調査遺跡  用本 lLi墳群16基のうち12基
0第 3次契約

調査期間  llB和 45年 10月 1日 ～昭和46年 7月 31日

調査遺跡  lti木山遺跡,岩田第 3・ 5‐場・墳,惣図遺跡第 1地点

0第 4・ 5次契約       ‐
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調査期間  昭和46年 1月 1日～昭和46年 10月 31日

調査遺跡  四辻古Iri群 7基 ,四辻土鍍墓群 2遺跡

○第 6次契約

調査期間  llE和 46年 7月 1日～昭和47年 3月 31日

調査遺跡  惣図遺跡第 2地点,便木山方形台状墓,大久保遺跡
O第 7次契約

調査期間  lr4J和 46年 10月 1日 ～昭和47年 3月 31日

調査遺跡  宮山古墳群第 4号墳,用木山遺跡第 1地点
0第 8次契約

調査期間  lla和 47年 4月 1日 ～ 1召和48年 3月 31日

調査遺跡  用木山遺跡第203地 点

さくら山遺Fai第 1地点,中池遺跡

0第 9次契約

調査期間  llrl和 48年 4月 1日 ～昭和149年 3月 31日

調査遺跡  さくら山遺跡第 2地点,愛宕山遺跡
発掘調査の委託期間は重複し合い,現実には,整理および報告書作成の時間が犠牲となった。ま
た個々の遺跡の発掘調査 も,住宅団地造成工事と併行するため,そ の工llJlの都合等によって,こ ま
切れの調査となり,そ のたびに個々の遺跡の完掘を終らないままに,他 の遺跡の発掘を行なうとい
つたことの繰 り返しで,時間的にも精神的にも,ま た身体的にも大きな負担を余儀なくされた。
また,県教育長と,県土本部長との間に取りかわされた,細 目協議書によって,集落山L調査を行
なっていた,県文化課直営の調査団は,山陽新幹線,中国縦貫自動車道建設に伴う,埋蔵文化財発
掘調査のために,当 山陽町から引き上げた。したがって,本住宅団地内の埋蔵文化財発掘脚査が 2
パーティで併行した期間は,昭和45年 6月 1日 から,1召和47年 3月 31日 の,19か月間にすぎない。
そして,現在は山陽町教委調査団のみで, この膨大な遺跡群の調査を背負わされ ,IIlilり 続けている
のである。

個々の遺跡の発掘調査の経過については,本書のスペースの関係もあり省略する。各遺跡の調査
を行なった期日を一覧表によって示すこととする。なo今次契約と事実上重複した,前後崚)調査に
ついても併記した。

① 便木山遺跡       昭和45年 9月 7日～171和 45年 10月 12日
昭和45年 11月 ll日 ～lr4和 45年 11月 26日

昭和46年 3月 27日 ～IIE和 46年 4月 16日

② 岩田第 3号墳      lla和 45年 10月 13日～llE和 45年 11月 10日
③ 岩田第 5号墳      昭和45年 11月 27日 ～lfl和 45年12月 17日
① 惣図遺跡第 1地点    Fll和 45年 12月 20日 ～昭和46年 1月 2日

昭和46年 4月 21日～ lll和 46年 5月 25日
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1昭和46年 1月 19日 ～昭和46年 兌月26日

l13和 46年 2月 1日 ～昭和46年 3月 26日

昭和46年 4月 17日～ lrJ和 46年 4月 20日

1召和46年 5月 26日 ～昭和46年 6月 16日

「rl和 46年 6月 17日～昭和46年 7月 10日

昭和46年 7月 10日 ～ 1召和46年 10月 10日

昭和46年 10月 10日 ～昭和46年 ll月 12日

昭和46年 ll月 13日 ～昭和46年 12月 12日

昭和46年 12月 13日 ～ llF4和 47年 2月 14日

昭和47年 1月 6日 ～昭和47年 3月 25日

昭和47年 4月 12日 ～ 171和 47年 4月 19日

1召下1147F「 3月 27日 ―「田不日47年14月 13日

昭和47年 5月 1日 ～‖召和47年 6月 30日

llll和 47年 7月 25日 ～ lll和 47年 11月 3日

昭和471F4月 20日 ～ Ir4和 47年 4月 30日

1昭和147年 6月 9日 ～ llFJ和 47年 7月 25日

ll14和 47年 10月 18日 ～功在進行中

以上のように,毎 日が発掘調査に明け暮れる連続である。調査現場のすぐ近 くを,ブル ドーザや

スクレーパー等の重機が行 き交い,平板測量の際のメーター続みの声 も聞きとれないほどの響音と

写真撮影にも支障をきたすほどの土はこりの中での作業であるo朝通って登った道が ,午後にはな

くなって面喰 らった り,発破作業のたびに作業員を避難させなくてはならない等の,時間的,精神

的な負担 も大きいのであるo

第 2章 地理・歴史的環境

1.地 理 的 環 境

山陽町は,liFji山 市のゴL東に隣接する農村であるoま わりを 100m級の低い山々で囲まれ′,その中

央を北から南へ貫流する砂川の流域に発達した,約30Mの埋積平l也 を中心として成立しているoこ

こは吉備高原の南縁から,岡山平野への漸移地帯にあたる地域でもあるo

砂川下流の瀬戸町からさかのぼると,船廻りで狭俗な谷をつくっているoそ こから北は急にひら

けて, 広々とした低地がよこたわるo しかも周囲を山地にかこまれて盆1也 を形成しているのであ

るもそのため,こ の盆地に入るには,狭随ミな谷か,峠道をたどって山越えを余儀なくされる,一つ

のまとまりをもった単位地域を構成しているのである。盆地の中央をJしから南に流ブ■る砂川は,イヽ

⑤

　
⑥

四辻第 2・ 3号墳

四辻第 5号墳

同土壊墓群

⑦ 四辻第 607号 墳

③ 四辻第 1号墳同台状墓

③ 惣図遺跡第 2地点

⑩ 便本山方形台状墓

⑪ 大久保遺跡

⑫ 宮山第 4号墳

⑬ 用木山遺跡第 1地点

⑭ 中池遺跡

⑮ さくら山遺跡第 1地点

さくら山方形台状基

⑩ 用本山遺跡第 3地点

⑫ 用木山遺跡第 2地点
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規模な小川であるoしたがって,川の大きさの割合にしては,こ の平地はあまりにも大きく,盆地

床の沈下に伴なう埋積谷を想定する説が有力である。風化しやすい花岡岩山地を流下する砂川は,

勾配比の小さい谷を埋積して谷底平地を形成したのであるo

まわ りをとりかこむ丘陵群は,複雑に開析されて巾狭な馬背尾根となっているが, その稜線はな

だ らかで,山頂付近まで開畑されて桃,ぶ どうを中心とした果樹園や,放牧場が営なまれている。

しかしその谷に向う斜面は山麓まで概して急斜面で,松林が多い。少ない雨量と地形的な制約から

侵食谷の入 り口をメ、さいだ溜池の分布が目立つ。両宮山古墳の周湊なども溜池に利用されている。

竜王山等雨乞儀ネしに関係ある山もあるo

当地は気候も温暖で,風水害による被害 も少なく,盆地内には 4か所にのぼる条里制が敷かれて

いることが物語るように,肥沃な耕地に恵まれ,古 くより緑豊かな農村であったのである。

しかし最近の土地開発の波は, この静かな山合いの,の どかな田園地帯にもなだれのように押し

寄せてきているのである。当山陽住宅団地 もさることながら,東の熊山町にまたがる丘陵地 500ヘ

クタールにおよぶ,東 岡山ネオポリス (住宅団地),西 山地区のゴルフ場計画,山陽高速自動車道
等々枚挙のぃとまもない程である。そのたびに山の本は切られ,丘陵は削りならされ,自 然環境は

大 きく改変されるのである。文化財はもとより,植生,生物なども大きな影響はまぬがれないであ

ろうし,村そのものの経済構造も大きく変えられようとしているのである。

2.歴 史 的 環 境

砂川流域に開けた理積平地を中心として成立する当山陽町には,1数多くの埋蔵文化財が集中的に

所在する。末だ十分な分布調査が完了しておらず,現在岡山県埋蔵文化財分布調査 5か年計画の一

環 として,分布調査を進行中である。次期においては集計して報告で きると思われ.る が,今次はそ
の大要を記して,そ の責を果したい。

当山陽町における最吉の遺跡は,縄文式時代晩期に逆のぼる。理積平地南縁の南方部落の山裾に
ある南方前池遺跡 (図 1-1)が それであるo前池と呼ばれる農業灌漑池底から発見さオlた縄文式
時代晩期から弥生式時代前期にかけての遺跡である。なかで も縄文式時代終末期の食物貯蔵穴が多

数検出され著名となっているo

埋積平地のほぼ中央部砂川自然提防の東にあたる,現山陽小学校敷地に,遠賀川式上器を伴なう
弥生式時代前期の集落址 (図 1-2)が 存在する。
また平地を取 り囲む丘陵の斜面から山麓台地一帯にかけて,広 い範囲にわたって,弥生式時代中
期か ら奈良・平安期にかけての土器片の散布,集落址が発見されている。これらの遺跡は概して ,
弥生式時代中期中業から後期初頭にかけてのものが,谷頭に面した丘陵尾根および斜面の高所に集
中し,弥生式時代後期以降は,山麓部の平地との接点に集中する。こうした谷口や山麓微高地の集
落は,広い範囲にわたるものが多く,大 きいものでは遺跡範囲が 60000ィ におょぶものもある:な
かで も,岩田大池遺跡,門前池遺跡,鴨前遺跡 (図 1-304・ 5)において顕著である。
古墳をはじめ墳墓の分布も密度が高い。平地の一角と,ま わ りを取 り阻Hむ [ll々 の麓や,そ こから
のびる小丘陵の上に大小多数の吉墳が分布する。平地の南西部には,1国指定史跡で水をたたえた周
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湊をめぐらす全長 192mの前方後円墳 , 両宮山古墳を中心に, 森山古墳, 廻 り山古墳, 茶自山古

墳,朱千駄古墳,小山古墳等の大型古墳を特色とする高月古墳群 (図 1■ 6)が ,水田中や山麓に
群在するo

両宮山古墳の後背地で もあ り,今次住宅団地の造成が行なわれている東高月遺跡群には,四辻土
壊墓群 (弥生式時代中期)宮 山台状墓 (弥生式時代後期)便本山遺跡 (酒津式併行期)等土旗墓を
中心とした墳墓遺跡 6基 と, それに引き続 く用木古墳群をはじめ,前半期古墳を中心とした64基の
古墳 (図 1-7)が 所在する。

町内北西部西山地区を中心 とした地域は,一 部隣町の赤坂町鳥取上にまたがるが,前方後円墳 4

基を含む,方墳・ 円墳約40基からなる西山古墳群 (図 1-8)が 構成されている。内部主体も,土
墳,粘土椰,土器棺,箱式石棺,横穴式石室。また陶棺 も土師質,須恵質 とバラエティーに富む。
中でも吉原古墳群第 6号墳は昨秋盗掘被害を受け,青銅鏡 2面を出土した。また鳥取上高塚は前方
後円墳で巨大な横穴式石室を有し,両宮山古墳の西方約 3hの岡山市牟佐に所在する牟佐大塚の横
穴式石室 (全長18m)と対比の上で興味深いものである。

中東部高陽地区には,丘陵頂および山麓部に群在する約20基 の小形円墳からなる高陽古墳群 (図
1二 9)があるo

この地域は,旧 山陽道の通過地にもあた り,埋積平地の西端部岡山市に通じる狭除な谷あいに,
高月馬屋の地名が残るo西の総社市周辺とともに,古代吉備の国の中心のずつで もあった地域であ
るo両富山古墳の西に接して,方 2丁四方の備前国分寺址 (図 1-10)が所在する。現在は水田と
なっているが ,田 の畦の石垣に礎石の一部 と,布目瓦が散見される。また国分寺址の南約 200mの
仁堂池底には,かつて国分尼寺 (図 1-ll)が建立されていたと伝えられ,池底に瓦片が散見され
る。近年国分寺址内に,宅地造成が行なわれたり,仁堂池が道路予定路線に含まれる等,文化財の
保護行政のあ り方が問われる時である。埋積平地の水田地帯には,高月,西山,高陽と条里制の跡
も明瞭に残 り,鳥取の庄の庄園の跡 もある。

したがって,一単位地域内において,縄文式時代から,歴史時代にいたるまで,各時代を通じて
の資料を見間できる村である。

3.造 成地内の埋蔵文化財

当該地における埋蔵文化財の所在については,両宮山古墳をはじめとする高月古墳群の後背丘陵
地でもあり,かなりの数の遺跡の分布は,以前から予想はされていた。しかし,金山立本が繁り,
精密な分布調査が困難なこともあって,充分な踏査が行なわれていない地域でもあった:造成のた
めの土地買収が行なわォl,,立本が切り開かれ,また工事の進行に伴なって,当初の予想をはるかに
上まわる数の遺跡が発見確認された。

住宅団地造成予定地内の遺跡は,現在では分布図 (図 2)
とく,弥生式時代集落址 9か所,土墳墓群および台状墓 6,

および遺跡一覧表 (表 1)に示したご

古墳7支群64基の計79遺跡が確認され
ている。

集落址は , 当初開畑されて地肌が露出している地点や道路等によって崖状に断面が露出している

―… 23 ニー



第 1図 山 陽 町 遺 跡 分 布 図

南方前池遺跡
~ド

市遺跡

束高月遺跡群

熊崎遺跡

鴨前遺跡

両宮山古墳群

7 東高月古墳群
8 西 111古墳群
9 高陽古墳群
10 備前国分寺址

11 備前国分尼寺班L(伝 )
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第 2図 住宅団地造成地内遺跡分布図

部分について,散見される土器片や遺構をもとに,その地点ごとに遺跡としてチエックしたため,
9か所と遺跡数を多く登録したが,調査が進むにつれて,お互に関連を持ち本来広範囲にわたる同
一遺跡となるものもあるように思われる。

用木山遺跡 (Y3)惣図遺跡 (Y7)の ように,標高90mか ら60mの高所の丘陵尾根および斜面
に所在する集落址は,弥生式時代中期中業から後期初頭までと,一時期を限っての遺跡であるo中

でも用本山遺跡は常識では考えられない程の急傾斜面に,階段状に地形を削平整‐地して,竪穴式住
居址群を構成する特異な形態を示す。現在調査進行中であるが,目 下 7段 に造成されているo岩田

大池遺跡 (Yl),門 前池遺跡 (Y2),ヤ ケ池遺跡 (Y3)等 の丘陵麓,谷口等埋積平地との接
点にあたる地域の集落址は,遺跡範囲も広大となり,弥生式時代後期,古墳時代,奈良 。平安時代
と各時代の遺跡が複合するようであるo岡山県教育委員会文化課が直営で行なった第 2地点 (Y3
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付表 1 山陽住宅団地内埋蔵文化財一覧
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弥生集落力L(竪穴:住計力LttlIPl)

集藩址

のうち,門前池と縄文寺池の間の谷水田部)では,弥生式時代後期の竪穴式住居力Lと ともに,平安

時代の建物群が検出されて注目さズl.た :

土壌墓を中心とする墳墓遺跡は,四辻土壌墓群 (F8)は 標高89mの丘陵頂に71■峨, 3土器棺
で構成される弥生式時代中期中業から後半にかけてのものであり,宮山台状墓 (B4)は弥生式時
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代後期初頭,便本山方形台状墓 (G12)は ,同後期終未,便木山遺跡 (G10)は 41土墳 6土器棺で

構成され酒津式併行期と,各時期にわたる墳墓遺跡であり,用木古墳の定形化する古墳への橋渡し

となるものである。

古墳は門前池, 中池を含む谷水田を抱きかかえるようにのびる丘陵尾根稜線に集中する。この谷

水田の谷頭正面にあたる, 四辻峠と呼ばれる丘陵尾根を中心に四辻古墳群 7基 ,そ こから北東に下

降する薔状丘陵尾根に,便木山古墳群10基 ,それに対応して谷水田を渡って西丘陵尾根およびその

支脈尾根に,用 本古墳群16基 ,野山古墳群12基 ,愛宕山古墳群 3基 ,宮 山古墳群 4基が群在する。

用木山から西面する斜面には横穴式石室を中心とした,古墳群 8基および尾根支脈突端部に点在す

る岩田苗墳群 4基があって,古墳総数は計64基 となるo

古墳は,用木古墳群に代表されるように,前期古墳の特徴をもつものが圧倒的に多く,かつ盗掘

被害等 も少なく,保存度の良好なことが特筆されるo

集落址の調査等,丘陵全面広範囲にわたっての表土層をま」土して調査が進むにつれて,土師器甕

を合せ口にした土器棺,須恵質蔵骨器,鎌倉時代灯明皿を伴出する土壊墓等 も検出されたり,鍛冶

炉址が発見されて注目されている。

・離

(1)昭和46年度岡山県教育委員会文化課itl13査 ,報告書近刊の予定
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四辻古墳群第 1号墳 爾四辻峠台状墓

第 1章 序 説

四辻古墳群第 1号墳 (略記号 Fl)は ,岡 山県赤磐郡山陽町大字和田小字別所 522-1番地に所

在する円墳である。岡山県営山陽新住宅市街地開発事業に伴なう住宅団地造成工事のため,発掘調

査の対象となった。 発掘調査は, 岡山県の委託を受けて, 山陽町教育委員会が 実施することとな

り,昭和46年 6月 17日 に開始し,昭和46年 7月 10日 に終了した。

調査の結果,本古墳の墳丘直下が ,さ らに台状の高まりをもち,地山を掘 り込んでつくられた ,

土城墓群が発見された。これらは,遺構の特徴から推察して,弥生式時代の所産と考えられるoす

なわち,弥生式時代の台状墓の立地をそのまま利用して,その直上にさらに古墳を築造した二時代

にわたる複合遺跡であるo

住宅団地造成予定地内には,本古墳と同様弥生式時代と複合するものとして,別稿の四辻古墳群

第 5号墳,宮山古墳群第 4号墳があ り,ま た土壊墓群 としては便本山遺跡が知られているoしかし

便木山遺跡 ,四辻第 5‐ FJ‐墳は,発掘調査終了後造成工事の進行に伴なってすでに肖」平され,今は も

う存在しない。本古墳および宮山第 4号墳 もやがて同様の運命をたどるのであるo

こうした遺跡は,当地方において も,いまだ発見例が少なく,貴重なものであるo山 陽llr教育委

員会では,そ の重要性にかんがみ,せめて一か所のみで も,現状保存をすべ きであるということと

なり,発掘調査終了後ただちに,岡 山県教育委員会文化課と協議して,施工主体者である岡山県土

本部に その旨を要請した。 岡山県土本部は, 本古墳周辺部を含めて, 造成工事をT時 中断して凍
結し,保存を前提としての検討が重ねられた。協議は,県土本部:県教育委員会文化課,および山

陽町教育委員会の三者で数次にわたっておこなわれたが,住宅団地造成工事施行上:技術的にも現

状保存は困難であるとの結論となり,1召和47年 5月 24日 ,工事は再び開始され,本古墳も他遺跡と

同様,そ の姿を永久に消した。発掘調査終了後,わずか10カ月の延命となったのみである。保存協

議の対象となって,現場は一時凍結されたとはいえ,そ の他の地区は当初のマスタープランのとお

りに工事は進められる。千数百年の風雪にたえてきた遺跡にとっては:10カ 月はきわめて短かい期

間であり,最新の重機械による開発工事は,そ の間に目を見張る程の作業実績をあげるo凍結場所

境界線ざりざりまで工事は進行し,既成事実として厳存するのである。こうなっては遺跡の現状保

存は望めないのも道理である:

多くの支脈をもって広がる緑豊かな丘陵のいただきに君臨していた本古墳も,山 を肖1り 谷を理め

つくす宅地開発の工事により,標高82●から69mへと,ひ とおもいに丘陵ごと削りおろされたので

ある。今は幾何学的な階段状に造 りだされた住宅団地となり,かつての谷や丘はもう目の前には浮
びあがってはこない。 行政上の地名 もそれ̀に伴なって 割 り変えられ, 名実ともに消滅したのであ

る′
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第 3図 四 辻 古 墳 群 周 辺 地 形 図
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四辻古墳群第 1号墳と,四辻峠台状墓とは,本来ならば別lllnの遺跡である。報告も稿を改めて行

なうべ きものであるか も知れないが,同■ユ地に複合し,お互いの関連 も強いので,本小報告では

一括して取 り扱 うこととした。発掘の順序にしたがって四辻古墳群第 1号墳,四辻峠台状墓のll■ に

記述を進めたい。    ‐

第 2章 立 地

四辻古墳群第 1号墳 (略記号Fl)は ,岡山県赤磐郡山陽町大字‐Tin田小字別所に所在するo

西方にそびえる高倉山 (標高 458.3m)山塊の東面する急斜面は,標高約 100mの山麓部で鞍部

をつくり,そ こから眼下の埋積平地に向けて,ゆ るやかな起状をもって扇状に広がる丘陵群を形成

しているoこ の丘陵群は東西約 900m,南北約1200m,面積 104ヘ クタールにおよび,全体として

低平なまとまりをもっているo四つの谷水田およびその支谷によって開析され;巾狭な馬の背尾根

となって舌状にのびる丘陵群であるo      l

本古墳は,こ うした丘陵群の西端中央部,すなわち高倉山塊と丘陵群の接点ともいうべき,丘陵

尾根の山鏡部に立地しているoそ こは,あたかも山塊と丘陵部を区画するように,Jヒ と南からそれ

ぞれ谷水田が深くはいりこみ,両谷水田の共通した谷頭尾根となっているoそのため丘陵は.こ の地

で大きくくびれ,山塊と丘陵をつなぐ渡り廊下状の尾根となり,文字通り,扇状丘陵の扇の要にあ

たる場所であるo

またこの地は,東の珂磨駅から西の高月駅に至る,旧 山陽道の通過地にもあた り,その旧道は今

も林道として現存するo北の鴨前部落から谷に沿って峠にさしかかり,通称四辻峠と呼ばれる頂き

で ,′ 本古墳の東墳裾部をかすめてまわり, さらに南に谷を降って和田部落に通じる道路がそれであ

る。           |          ・                                       ,

本古墳の立地する丘陵尾根について,今少し詳述しよう。高倉山麓の鞍部から隆まりをみせて延

びた尾根は,Jヒ と南に分岐するo本古墳はその分岐点の丘陵尾根頂に立地するのである。そこは尾

根稜線が亀の甲型に僅かに隆起した部分で,1丘 陵はここを起点として南にゆるやかに下降してのび

ているが,古墳立地部での丘陵主軸の方位は,南29° 西をしめす。ここは,東北方向か ら深 く入 り

込んだ谷水田の谷頭尾根にあたるため,東斜面は 100分 の30と かなりの急斜面となり,比高 も40撃

と深いが,尾根続 きとなる他方向はなだらかで,一見して平坦地の感じすらするところで もあるも

古墳の立地する丘陵頂の標高は82mで ,東眼下には前記の谷水田を,さ らに東か ら南にかけて,砂

川流域に広がる埋積平地 (約 30K77f)を 一望で きる。 埋積平地の平均標高は約20mで ,本古墳 との

比高は約60mを 測る。    1.    :

門前池・ 中池を含む谷水田をだ きかかえるように取 り囲む丘陵尾根稜線上には,束の谷日か ら西

の谷口にかけて時計まわ りに,宮山古墳群 4基,愛宕山古墳群 3基 ,用本古墳群16基 ,野山古墳群

12基 ,四辻古墳群 7基 ,便木山古墳群12基が連らな り,ま た谷口である門前池周辺の低丘陵および

谷部にかけて弥生式時代を中心とした大集落址が存在するが,それらすべての遺跡を一望のもとに

眺観できる場所である (第 2図 巻頭図版 )。
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第 3章 調 査 前 の 概 況

本古墳の立地ずる丘陵のうち古墳を含む尾根部は,ア ベマキを中心とした雑木林,谷および斜面

は松林であったoそ こは,llpる やかな起伏をみせなが ら南にのびる丘陵尾根の一角で,亀甲形
に僅

かに盛 りあがった隆起部のいただ きである (図 3,図版 2)。

本古墳の周辺部は,後世の人々の手による諸工事で,原地形はかなり損なわれて
いたo現存墳頂

部がそのまま,こ の丘陵尾根最高位で もあり,標高81.3mを しめすが,それより約
31nさがった標

高78mの等高線に沿って,古墳を東と西からさしはさむように, 2本の道路が
つけられているoこ

の道路は,本来同一道路であるが,登山電車の中央交叉分岐線のように,古墳部分だけ,それを取

り囲むように二つに分れているのである。これは,巾 2m前後の旧山陽道を拡幅して, 4m巾
の林

道を施設した際,西に迂回させて新たに設けたためであるo特 に東側を通る旧道は,本古墳
の裾部

を一部削平していたoま た古墳の北供1は丘陵鞍部 となってお り,東眼下の中池と呼ばれる農業灌漑

用貯水池への,雨水集水路が深く掘 り込まれ,こ れまた墳端部を損なっていたo

しかし,古墳墳丘そのものは,墳頂部のほぼ中央に,径約 1.2mの 円形プランをもちて深さ約
50

Cmにおよぶ盗掘墳のあるほかは ,等高線 もさして乱れておらず,ほぼ原況に近い保存度を保っ
てい

るものと推察された。

古墳は,丘 陵尾根主軸に沿つて,南北にやや長い楕円形の平面プランをもつ小円墳である
o立木

伐採後の地形測量の時点で,墳丘南側に,方形の張り出し状の高まりが認められ前方後円墳もしく

は造 り出しをもつ古墳の可能性 も考えられたが,発掘調査の結果,円墳であることが確認され
たo

墳裾部が,北および東側で一部削平され損傷を受けていたため,正確な計測値は示せな
いが,長

径18.5m,短 径16m,高 さは南尾根上か ら 1.5m,西墳端か ら 2.2mを測る。墳頂部は盗掘墳もあ

って,やや乱れてはいるが, 6.5m× 5mの径をもった平坦部を有するいわゆる裁頭円錐形の円墳

であるといえるo

埴輪および葺石 ,周濃等の外部施設については,調査前の外表観察では何 も認められなか
ったd

発掘調査は,住宅団地造成工事と併行して行なわれたため,調査開始の時点において,すでに工

事はかな り進行してお り,古墳をとりかこむ道路内のみを残して,他の地域は,ブル ド
ーザー等の

重機械がはいり,表土層は削平されていたoし たがつて調査は,古墳部分についてのみに限定され

た発掘調査 となったo

第 1節 四辻古墳群第 1号墳

1.外形 0外部施設

〔外形〕

第 4章 遺 跡 の 概 要
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第 4図  四辻第 1号墳外形図

本古墳の外形は,調査前の外表観察のとお り円墳であるo

当初,墳丘南側の丘陵尾根に続 く部分が,方形に張 り出し,あ るいは造 り出しをもつ ものではな

いかとの 推測 もしたが, 発掘調査の結果, 墳裾部に周浬状の掘 り方が確認され , 円墳と判明した

(図 4,図版 2)。

古墳の立地する丘陵尾根は ,南 29° 西の方向にその主1抽 をおいているo周濃は ,そ の尾根主軸と直

交し,墳丘と丘陵尾根を画するような形に,地形を僅かにではあるが掘りくぼめて設けられ
ていた o

現状では地山上面の掘り方での巾 230Cm,深 さ18Cmを測り,その断面形はゆるい拠物線をしめす。

現1也表より最深部までの深さは,30Cmを測るoこ の周濃の平面プランは,カ ーブのゆるい三日f~l形

を呈し,東西の両端でのJlliり 方は判然としないo東西長約 6.7m,両 端にいくにつれて巾もせまく

なり,深まりも浅くなるo
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東および北墳端部は,すでに削平されてお

り,調査することはできなかった。西墳端部

の丘陵斜面にあたるところでは,精査したが

周湊は確認できなかった。したがって本
~A‐

墳

の周浬は,墳丘端全域に掘 りめく゛らされたも

のではなくて,高 い部分,すなわち丘陵尾根

稜線部にのみ,設けられたものと考 え られ

る。このような例は,こ の山陽住宅団地内の

他古墳,た とえば用本第ll号墳,岩田第 3号
(3) (4)
lJt,宮山第 4号墳,等にも共通してみられる

現象であるo      l

検出された周浅をもとに,1本古墳の規模を

推測すると,長径18m,短径16m,高 さ2m

前後の構円形プランで,墳頂部に径 6.5m×

5mの平坦部をもったいわゆ|る 裁頭円錐形の

円墳となる。

〔jF:輪 〕

古墳の外部施設である埴輪の囲続および葺

石については,調査前の外面観察の段階では

知ることができなかったが,前記周浬底に埴

輪片が散見されたことから,そ の存在が確認

された。

埴輪はすべて細片となって,周浪掘 り方内

に散乱した状態で検出され,原位置を保つと

考えられるものはなかった。約10グの周座掘

り方内での発見数は,き わめて小さく破砕さ

れたIII片 までかぞえて,そ の総数は 237片で

ある。検出された埴輪片のほとんどは,周浬

掘り方底面,すなわち地山上層に接するよう

な状態で発見され,本古墳に伴なうものと考

えられる。 .

周浬掘 り方以外の地区からは,墳 丘 表 土 層

の全域をまJ土 ,お ょび谷斜面部の表面採集を

おこなったが,っ いにただの一片すら検出す

ることがで きなかった。調査時の現況では ,

―- 34 -―
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もともと埴輪が,墳丘四周をすべて続る状態におかれていなかったものか,あ るいは,基底部をも

含めて,すべて流失してしまったものか知ることはできなかった。周浬底に転落遺存した円筒埴輪

片を,そ の胎土や焼成から分類すると4種類に分けられるoそれを最小個体数 4本 とみても,その

重量は,こ れと類似する埴1倫重量の20%に も満たない。いずれも磨粍が著しく,刷毛目等の調整痕

跡を残すものもほとんどない。部位を明らかにすることのできる破片数もきわめて限られ,基底部

片 4,日 縁部片 3,円子L部片 1,壺形埴輪くびれ部片 1のみである。また小片の中に,へ ら描きに

よる鋸歯紋状の文様をもつ等,形象埴輪の存在を思わせるものが 3片発見された。いずれも3 Cm角

以下の小片で, もとの器種や器形は想定できないが,1台土や焼成の特徴から,あ きらかに2種類の

個体に分けられる (図 10)。

このような出土状況は,埴輪の樹立地点を,周性に近い墳端部でなく,例えば,墳頂肩部等に比

定しても,そ の遺存度はきわめて低いものであるo転落した埴輪片が最もよく遺存するはずの,こ

の周浪底での出土状態は,本古墳の埴輪遺存度を暗示していると考えられよう。

〔須恵器〕

本古墳の墳丘外表からは,前記埴輪片の他に須恵器片が検出された。須恵器片はいずれも,墳丘

南裾部の周浪底に近い部分からの発見であるo古墳の長軸中心線と,古墳の立地する丘陵尾根稜線

とは一致するが,須恵器片は, その中心線上に集中して出土した。調査終了後の整理でそれらの破

片を水洗, 接合したところ, 外および高不各 1個体分の破砕片であることがわかった。不は約80

%,高杯は約60%を復元でき,実測図の上ではどちらも原形を知ることができた。両者共,当地方

において発見される須恵器のうちでは,最 も古い編年範囲にはいるもので,本古墳の築成年代を知

るうえで, 重要な手がか りとなるものであるo個々の器形特徴や計測値は後記遺物の項で記述す

るo

須恵器は破片となっていたが ,墳丘尾根か らみて正面にあたる墳端部の外側から,いわゆる手と

どきの範囲に,意識的に置かれた状態で検出されたoこ れと同様の例は本書後編で報告する,宮 山

古墳群第 4号墳で もみられる。また時代を逆のぼるが,用木古墳群第 5号墳,同第12号墳で もみら

れ,当地域において伝統的にみられる現象で もあるように思われるo

〔葺石〕

本古墳の葺石の存在は確実にはつかめなかった。古墳の立地する丘陵の地質は,頁岩を中心とL/

た堆積土層で,墳丘もその上を使って盛りあげられているoしかし,周 湊の調査の際,そ の掘り方

内に花聞岩の曲石が十数個散見された6これらの石材は児頭大から,攀大の範囲のものが多く,明

らかに他地域から搬入されたものであるo発見数の絶対量がきわめて少く,こ れをもってすぐ葺石

の存在を言及することはできないにしても,埴輪片の遺存状況等から推して,その可能性は否定で

きない。周濃以外の地区からの発見例は,埴輸と同様認められなかった。したがって,こ こでは,

あるいは葺石が敷かれていたかも知れないと,そ の可能性の一端にふれておくことにとどめるo
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2.内 部主体

本古墳の内部主体は,本棺直葬を思わせる土班 1基であるo現墳頂平坦部の南肩部にあたるとこ

ろに,尾根主軸とはぼ直交する方位をもって,盛 り上中に埋葬されていたoそ こは古墳の南北長軸

線上ではあるが,東西の中心線からは,約 2m南に片寄った場所であるo

調査は,尾根主 lillに沿って,南北中心線を基線に,墳中央で十宇形に交わる50Cm巾 の畦を残し,

扇状の 4発掘区を設営して,一枚争」がしに平面プランを観察しながら,掘 りおろす方法をとった。

内部主体は,第 3お よび第 4発掘区にまたがって南ゴヒ畦直下に直交する形で,現墳頂下約32Cmに

その上面を検出したo前述 もしたように,墳丘中央よりかなり片寄っているため,あ るいは複数埋

葬の可能性 もあり,他発掘区で も留意したが ,埋葬施設は確認できなかった。古墳中央部に径 1.2

m,深 さ約50Cmにおよぶ盗掘壌があったが, その掘 り方断面は拗物線を示し,そ こに埋葬施設があ

ったとして も,そ の全域を荒らす程の規模ではない。盗掘壊の周辺部は,特に意識して精査したが

主体床面ベースなどの痕跡を検出することはできなかった。

主体は,墳丘盛 り土中に,箱形の本格を直葬に近い方法で埋葬したものらしく,き わめて簡単で

ある (図 6,図版 304)。 このことは,主体内調査後の断面観察によっても明らかであるo①墳丘

築造のある時 l棚 にその頂部を平坦面をもってとどめるo②その平坦面から,長 さ230Cm,巾 185Cm,

深さ約25Cmの長方形の上城を掘 りおろす。③土壊内に本棺を安置するo①棺側の下方を墳丘盛り上

と同質の上で埋めるo⑤棺側の上方には青自色の粘土を用いて埋め,さ らに棺上端部と思われると

ころか ら外法を,堤状にその粘土をもって囲む。③棺上方に封土を盛 り (現墳頂で約60Cm),墳形

を整えて,埋葬を完了するoと いつた埋葬手法をとっていると推察されるo棺側を囲む青自色の粘

土は,長 さ 218Cm,巾 182CInの隅丸方形で, その中に棺の存在を想起させる,長 さ 183Cm,巾 40Cm

の長方形の山土面をもって発見された。したがって粘土は,棺の外法を帯状に囲む形におかれ,棺

に近い内側を高 く,端部になるにつれて低くなる堤状をみせていた (図版 3)。

棺は調査時においてすでに腐朽消滅してお り,そ の材質および構造等の詳細については知ること

はで きなかった。しかし,上記の粘上の形状や棺倶1壁部のようす,副葬遺物や僅かに遺存する朱の

広が りなどか ら,そ の形状の大要を知ることができた。

棺の床部は,やや胴ふくらみの長方形で,水平な面を有する。中心線上の長さ 182Cm,巾 は小日

部で32Cm,中 央部で40Cmを 測るo主体の方位は,墳丘の載る丘陵主軸にほぼ直交し,東 64° JLを指

す。壁部は,側壁・小口壁とも,ほぼ直立ないしはやや内傾し,粘土上端までの高さで北壁24Cm,

南壁22Cmを測るoこ のことから,本古墳の内部主体は,外法長 182Cm× 40Cm,高 さ24Cln内 外の平 ら

な板をもって作 られた箱形木棺であったろうと考える。

棺の床部および棺の直上には,何 らの施設 も認められなかった。棺のまわ りに粘上が用いられて

いたとはいえ,棺側壁上半の外周にのみ使用 され,壁下方にいくにつれ山土 (盛 り上)と なり,埋

土との区別す ら判然としないありさまであるoし たがって,粘土榔と呼べるほどのものではない。

(IЖ 1 6)。

3.遺 物の出土状態
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- 37 -



本古ザ1の 内部主体に111葬 された遺物として,確認 された ものは,碧 I【製勾玉 2, ガ ラス玉28,漆

椎Fl,鉄製針 li鉄剣1,ソ」子状鉄器2で ,いずれも棺内床面からの出■Lで あるo

玉類は,■1体床面東小田部壁から18Cm,東西中心線から南 8 Cmに ,重なりあうように出土した 2

個の勾工を中心に,そ のアi側約 7～ 8 Cmの 範巨‖内に一括して検出され′た (図版 4)。 ■の向きも不規

ナ11で ,i生 になったものをそこに置いたというよりも,身 につけるか,ま たは遺体の上に置かオlた も

のが ,そ の腐朽に伴なって,一 lTiし て落ちこんだという形状を昇していた。櫛は玉類の少しlJLi,中

心線から]_OCm,11小
「
1壁から27Cmの ところで検出した。櫛本体の材質はすでになく,頭部のみが漆

‖りtと なって遺存していた。背につまみをもつ竪櫛であるが,つ まみを南に,主体主 1咄 に斜行する形

で発見きイ1′ た。iE類の出土状況と類似し,転落と考えるのが妥当のようである。

鉄留l'班は,I類 の出土地点を被葬者の頭位と考えるならば,体供1にあたる部分の側壁部に,主体

壁に接して平行しておかイ1′ていた (IXI版 4)。

貪1は ,北壁に1妾 してlJLi小 日壁から22Cm～ 69Cmに ,柄 を東にして置き,フ」子状鉄器は, そイlと 対称

に南壁に接して,2Ч小
「
1壁 より30α l～ 42Cmの ところに,こ れまた柄を束に, 2本 1書iえ ておかれてい

た。針は刀子百下からの出Jlであるo

4.遺 物

〔i1/・l湖:主体遺物〕           |

勾玉 (図 7)

2個体出上 したが,いずイ1も 濃緑色の良質な碑玉製で光沢をもち, C字形の均整 の とイlた 形をし

ているo前者は高さ 3.9cm,巾 2.35Cm,厚 さは頭部で 1.lCm,尾 部で0.85Cm,子 L径 は大 きい方で径

0.5cm/o.4 Cm,小 さい方で径0.15Cmを 測る。貫子しは片側からなされ , C ttJ形 に置lい て順方 |:Jで あ

る。孔日にはかな りの磨粍痕が認められる。後者は高さ3.75Cll,巾 2.35Cm,厚 さは頭部で 1.101,

尾部で 0.9Cm,孔 径は大 きい方で径0.35Cm,小 さい方で0.15Cmを 測る。

◎
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貫孔は片側からなされ,C字形に置いて,裏方向からあけられている。前者にくらべて見た目に

は,若干小さく感じるが,計測値ではさしたる差異はない。貫子L方向からすれば,左右一対となる

ものであるo

ガラス玉 (図 7)

完形のもの25,破砕片 3個体分計28の出上であるo色別に分けると濃紺色15,紺色 7,青色 6と

なるo大 きさおよび形状ともにかなりまちまちで不揃いである。一括出土とはいえ,散乱状態で検

出し,連の配置は不明であるo個々の計測値は表 2に示したとおりであるo      l ‐
|

紺色の玉は比較的大形で,ほぼ同巧同大であるo濃紺の玉は数値もかなりば
'ら
つき,歪みをもつ

ものが多い。青色の玉は,本古墳出上の玉では小形に属するものが多い。ここでは,形状の特徴に

ついてのみふれることとするo

紺色の玉は,平面形は円形,側面形は玉ねぎを縦に半裁したような胴ぶくらみのものが多いが ,

中には全体として球状を呈するものもあるo両端中央部に僅かに水平面をもち,貫孔は中央部には

ぼ重直にあけられているo計測値も径 9。 5興～1lmm,高 さ 7.9mm～ 9 mmの範囲に分布し,ほぼ同巧

同大のものといえるoただ 1個だけ,径 llmm,高 さ3 mm,と 扁平なものが含まれるo中央の穴も径

4.5mmと 大きく,貫孔というよりは,径 2.7mmの 円棒をリング状に曲げて作りだした感じのものが

あるoいわゆるガラス玉とは異なるものとして注目された。

濃紺の玉は,かなり歪みをもつものが多い。平面形も本来は円形につくられたものであろうが ,

楕円形のものや隅丸三角形に近い形のものも多い。側面形も日形で,やや胴ぶくらみを呈すのが本

来であるが,杢みをもち,斜傾しているものを多く検出するo貫子Lも 玉自体のゆがみに合せて,大

きくひずむものがみられる

青色の玉は前二者に対して小形であり,扁平なものが多い。中でも,両端が細長い管玉を輪切り

にしたような,シ ャープな縁をもち,側面形が長方形を示すもの4を含む。

発見の玉は,いずれも貫孔両端部にかなりの磨粍痕をもち,連 としての使用を物語るようである。

勾玉を含めて,玉の総数を 1本 の糸に通してその長さを集計するとし約21Cmと なる
`

櫛 (図 7)

櫛本体である植物質はすでに腐朽消滅し,頭部に塗られた漆のみが膜状となって遺存していた。

保存の状態が悪く,原形で取 りあげることができなかったが,出土時の観察からその大要は知るこ

とができた。

漆は黒色のもので,竪櫛の形態をとつているo背部に袋状のつまみを有し,細竹 9本 を揃えてU

字形にまげて, 18本 の歯をつくり, 歯部とのあいだを巾広く糸でまきかためた通常の ものであ

るo

つまみの先端から歯部の接部までの長さ 3.8Cm,歯 の付け根の部分の中 3.2Cmを 測るo

剣 (図 8)

二 39 -一



付表 2 四辻第 1号墳ガラス玉計測値

番 号

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

■5

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

11.Omれ

11.0

10.0

10,0

10.0

10.0

9.5

9.5

9.0

8.5

8.9

8.5

8.0

8.0

9.0

8.0

8.1

8.6

8.1

7.2

6.6

7.0

4.4

5.8

4.2

5.2

径 孔 最 大 径

4.

2,8

2.2

2.7

2.8

2.2

2.0

2.5

2.0

■.5

■.2

2.0

■.2

■.0

■.5

■.2

2.0

2,0

■.5

■.2

2.5

2.8

■.8

■.0

2.0

2,0

色

円 リング状

太鼓状胴張

円

や や 歪 円

円

ム ス ビ形

楕   円
や や 楕 円

1育    円

13

口

自 形

口

円

口形やや歪

臼 形 歪

自形やや歪

平行四辺形

自 形 歪

扁平寸胴張

長 方 形

太鼓状胴張

長 方 形

扁平な自形

銹化した剣身部のみの出土であるoおそらくは輸に納めた状態での副葬であったろうと思われる
が,それらを物語る本質や金具等はすでに腐朽消滅し,何 も検出することができなかった。剣は鉄
製で銹化が著しいが,ほぼ原形態を保っていた。

全長47Cm,刃部長38.2Cm,茎部長 8.8Cmを測るo関部の刃巾3.35Cm,茎部付根巾 2.4Cmを測り,
関部端は明瞭に角度をもって茎部と区別されているo

刃部は背中心線から左右対称につくられている。中心線は鏑をもち,その横断面は扁平な菱形と
なる。巾および厚さとも,関 に近づくにつれて,その数値を漸1闇する。切先より4 Cmでの刃巾2.45
Cm,刃厚 0.6cm,関部での刃巾3.35Cln,刃 厚0。 75響がそれを物語る。茎部は未端になるにつれ府1ま
り,米端での巾は1.35CInで ,断面形は長方形である。未端部より関の方向 2.Scmの ところの,茎中
心線上に目釘穴が1孔あけられているo

刀子状鉄器 (図 8)

ll.0

11.0

10.0

9,0

10.0

■0.0

9.5

9.5

9.0

7.0

8.0

8.5

8.0

7.5

8.2

7.8

7.8

7.5

7,2

6.5

6.5

6.5

4,0

5.0

5.0

5.2

J移

歪

J形

円

ｍ日
一　
″

濃

濃一　

一

一　

一
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3.

9.0

9.0

8.5

8.0

8.1

7.9

7.9

7.2

7.5

8.0

7.8

7.8

7.5

7.5

6.5

6.2

7.4

6.5

4.1

6.5

6.3

2.1

4.5

4.0

3.0

ナけ
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鉄製の刀子状のもの 2点が出上した。いずれ

も銹化が著しく,詳細は不明であるo前者は現

存長15.7Cmを 測 り,ほぼ原形態を保つ ものと思

われるo後者は現存長10.8Cmを 測るが ,両端に

欠損度をみせている。形態的特徴か らみて,両

者とも同巧同大のものであ り同一用途をもつ も

のと考えられるので,前者についてのみ観察し

記述するo

この鉄器は切先と思われる部分か ら, 5.7Cm

の間の一方だけ,刃がつけられているoそ して

柄にあたる部分の端部を丸味をもたせて,刃 と

反対方向にフラビ状に折 り曲げているoしたが

ってその断面形は,湾曲部ではほぼ長方形,中

間棒状部では台形 ,刃 のある部分で三角形を呈

する。巾および厚さの計測については,銹化が

著しいため,正確さを欠 くきらいがあるが,原

形をとどめると思われる部分で ,巾 1.lCm,厚

さ 0.5Cmを測る。実測図 8に平面形 とともに,

刃部を上においた図をり1記 したので参照された

い。

この鉄器の用途についてであるが ,右手の平

に柄部を握 り,刃 を外に向けて用いる刀子と考

5cm
i    l

第 8図 内部主体出土鉄器

えられ′:当 初から,本柄等の柄搾えを必要としないものであったと考えられる。

鉄針 ?(図 8)

刀子状鉄器とともに出上した鉄製品であるo3つ に折損して発見され,それ も銹化が著しく,原

形態は不明である。 3片 を接合してその現存長を測ると 6 Cmと なり
'径
0.2～ 0。 35の丸味を帯びた

断面形を示す。現況の観察からすれば,針 と考えるのが妥当と思われる:

〔古墳外表の遺物〕

本古墳の外表の遺物は,すべて破砕した小破片となって検出されたoいずれ も墳丘南端部外法に

掘られた周津状溝底部からの出上である。検討の結果,須恵器不および高外各 1個体 ,形象埴輪片

を含む 237片 である。

須恵器不 (図 9)

同一個体 とみられる小破片計10点 を検出したoお互いに接合できる破片が少なかったが ,そ のう

「
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ち5晨が接合できた。完形に対して約5分の1程度の復元であったが,底部から目縁上端近くまで

捕1い ,原形の大要を知ることができた。

船上|よ非常によく精選されており,粒子もきわめてきめがこまかい。焼成は良好で硬い。外表面

は暗褐色, 内面は褐色であるo破片の断面観察によると, 断面の色調は, 外表部に近い方は暗褐

色,内面に近づくにつれて褐色味を漸次的に増しているoロ クロの回転は,時計廻りであるo日縁

部上端を欠損しているため,端部の詳細は不明であるが,そのたちあがりは,ほ とんど垂直といっ

てよく, 現存高で 1.7Cllであるo受部は外上方へのびるが比較的みじかく先端は丸味をもってい

るo

体部のほぼ中間に稜線をもち,受部と稜線の間に櫛描きによる波状文帯が横にめぐる。櫛歯の数

は 7条であるoこ の文様帯の上方から,稜線の下段にかけて,飾 りつまみがついているが,完全形

でないため,そ の個数は不明であるoまた体部稜線から下方は,不定方向へのへら削りに痕を多く

残す。

底部は平底状に削りだされ,体部との境界線は明瞭であるo底面径は 3.5m～ 3.8Clllを測り,中

心部で若干凹面鏡のようにくぽみをもつ。底部の面は布目状圧痕を僅かに認めるが,あ るいは指圧

による指紋痕かも知れない。

日縁径 9.5cm,受部径11.OCm,器高は推定で 6.7～ 6.8Cmで ,径に対して背の高い感じの不であ

るo

項恵器高杯 (図 9)

。全部で27点の破片を検出し,接合により全形の約4分の3を復元することができた。

胎土はよく精選されており,焼成も良好である。色調は内外面とともに薄青灰色を呈しているが

内面および脚部下端の外表に自然釉が付着しているo調整手法は外部の内面は横なで,外面はへら
削り後なでて再調整,底面はへら肖Jり ,脚部内面はへら削り後横なで,外面は横なでによりしあげ
ている。

♀
' J  

♀Cm

恵 器  i第9図 墳 外 表 須
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外部口縁はやや外反し,端部は丸くおさめているo外部を3等分するように稜線をもつ。稜線の

上方は 2条 ,下方は 1条で構成され,中央の体部に,櫛描きによる波状文帯を施している。この文

様帯の中央部から不底部にかけて,今は欠損しているが,飾 りつまみがつけられていたと思われる

痕跡を残しているoつまみの張りつけられた痕跡は 1か所のみであるo

脚部は短かく,脚端部を丸くふくらませておさめ段状となっているo llll柱部に長方形の透しが ,

四方にあけられているほかは,装飾は施されていない。透し部の外面はていねいに面取 りされてい

たが,内面では粘土のはみ出しが付着している。脚の下方部で,透 しの間にあたるところが,内外

面ともにふくらみをもっている部分が認められたが,装飾とするよりも,製作の過程における気泡

の膨張によるものと理解される。

日縁径18.5CIn,器高15。 4Cm,脚部高 7.3Cm外部高 8.l CIn,脚 底部径13cmを測る。

埴輪 (図 10)

発見された埴輪はいずれ も小片で表面も磨滅しており,その特徴は明確でない。発見した破片の

総数は 237点であるが,いわゆる壺形埴輪のくびれ部片 l点 ,形象埴輪片 3点のほかは,通常の円

筒埴輸片である。

円筒埴輪片も,残存状態はきわめて悪く,計測にたえるほどのものもない。磨滅が著しく,表面

の刷毛目による調整痕すら残存しないし,本来断面が台形をなすたがも,丸みをもった弧状となづ

ているo色調は,明 るい赤褐色を呈すものが多い。胎土に石英質の砂粒を多く含むものと,そ うで

ないものとの二種に分けられるo

円筒埴輪片の中に,いわゆる壺形埴輪といわれるものの, くびれ部にあたる小片を 1点検出した

が,こ れまた小片のため全形を知ることができない。           1

形象埴輪片 3片は,いずれも3 Cm角 以下の小片である。胎土焼成の特徴から, 2個体分に分類で

きる。へら描き沈線による文様が認められるものの, きわめて小部分で器種, 器形 も明らかでな

い。図10に図示するにとどめる。

本古墳に,円筒埴輪,壺形埴輪,お よび少なくとも2個体以上の形象埴輪が,用 いられていたこ

とを知る程度である。

5: 古墳築造の時期

本古墳の築造の時期について,決め手となる手

がかりは少ない。

外部施設に,形象埴輪を含む埴輪をもつこと,

墳外表におかれた須恵器が,いずれも当地方にお

ける最も古い要素をもつものであること,内部主

体に不充分とはいえ;粘土を用い,鉄剣を有し,

碧玉製のC字形勾玉をもつことから推して,前期

古状としての特徴を示し, 5世紀中葉の時期の所

5cm
l  l

の
協
％
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産と考えられる。                                 ′

第 2節 四辻峠台状墓

1。 調査時の状況

第 1号墳の内部主体および外表調査を一応終了した段階で,本古墳の墳丘築成状況を知る目的を

もって トレンチによる墳丘断面調査を行なうこととした。 トレンチは,古墳長軸線が,古墳の載る
丘陵尾根稜線と一致することから,それに沿うトレンチと,古墳中央で十字形に直交するトレンチ

の計 2本を設営して発掘した。

発掘調査の結果,現墳頂下約70Cm,古墳内部主体床面下23Cmの ところで,地山上面に達し,長径

9.7m,短径 7.Omの平坦部となっていることがわかった。当初は古墳墳丘築成の過程において,

地山上面を削平して,墓域を定めるための造成面とも考えられた。しかし,精査の結果,こ の平坦

面からさらに掘りこまれた土墳墓が確認され,古墳築造以前に,それと同一立地をもった,土墳墓

群が存在していた事実を知ることができたのである (図 11,図版 6, 7)。

各土墳とも,墳丘主軸線とほぼ直交する形で,そ の主軸線上に,一列に平行した配置をもって掘

りこまれており,集落とは離れた地に,意識的な墓域を定めた墳墓群である。土墳掘り方上端は,

いずれも地山上面から掘られていたため,墳丘盛り土を全面排土して,こ の墓域の原形を知ること

に努めた。墓J_inは 丘陵尾根の高まりを利用して,その四周を削り,墳端部での長径約15m,短径12

m,上方の平坦部長径 9.7m,短径 7,Om,高 さ約90Cmの台状部をつくりだしたものである。現況
での平面形は楕円形を示すが, この台状墓の立地を利用して,後に円墳がその直上に築成されてい

るため,原形をかなり損なっている可能性もある。たとえば,こ れと隣接する丘陵尾根に立地して

いる,四辻古墳群第 5号墳も,土墳墓と古墳が同一立地で複合しているが,四隅を削って円墳に造

成し,隅丸方形に変形させた例もある。したがって現況が楕円状の平面プランを示すからといって

一概に載頭円錐形の台状墓であったとはいいされない。あるいは,方形台状墓であった可能性もあ

るのである。                                、

各土墳上におかれた被土の状態についても現状からは不明である。古墳墳丘の断面観察によれば

古墳内部主体床面と地山上層との間に,地山面から約10Cl■上方に,水平に有機土層の線が走り,土

層を上下に分けることができる。しかし, この有機質層も土墳直上において陥没線をもたず,台状

墓上に盛られた封土とは断定できない。各土墳のいずれもが, 地山上面から直接掘りこまれてお

り,そ の深さとの関連から, いくらかの被土を行なっていただろうと推定されることを記すにとど

める。

また,各土墳の埋葬の時間的な経過およびllm位 についてであるが, これまた明らかにすることは

できなかった。各土躾が互いに切り合うことなく,同一レベルから同一手法でもって,整然と配列

されて掘られている。このことから前に埋葬した位置なり存在が,次 の埋葬の際まだ記憶されてい

る時期,すなわちさして時間的経過をへないうちでの埋葬として理解するのが妥当のようである。

なお墳丘盛り土内から遊離した形で,サ ヌカイト製打製石鏃 2,お よび弥生式土器片 1個体分数
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片を採集したo墳丘南供1の丘陵尾根上が,かなりの平坦面をもち,集落亀Lも しくは埋葬に伴なう何

らかの遺構が存在する可能性もあるため, この平坦部全域に4m× 4m,50Cm中 の畦を残すグリッ

トを東西 4列 ,南北 6区 ,計24区を設けて地山面まで平面発掘を試みたが,遺構はおろか,それに

伴なう遺物片 1点すら検出したかったo

2.各土填の素描

本遺跡での埋葬施設は,前述もしたとおり上壌 7基である。いずれも台状に削りだされた地山平

坦部上面から墳丘主軸中央線に直交して,横一列に整然と掘り込まれているo記述の都合上,北か

ら南へ,第 1土渡～第 7土墳と呼称することとする。

第 1土躾から第 4土娘までの 4基は,墳丘主軸線上にほぼ各土墳の中心をおき,第 5土装から第

7土装までの3基は,主軸線よりやや東にずれて掘られているoしたがって,配置のようすからグ

ルーピングするならば,2つのグループに分けられるかもしれない。

第 1土壌 (図 13)

土装群の北端に立地する。台上平址面肩部から20Cmの ところに掘られているo本土壊群の中では

最も規模が小さい。地山上面の掘り方上端での長さ 155Cm,巾 69Cm,床 面の長さ 137Cm,巾 5SCm,

深さは西小口壁部で38Cm,東壁部で28Cm,平均34Cmを測るo掘 り方上端での平面形はIIn丸長方形 ,

床面は長方形で,ほぼ水平であるo床面上に部分的に少量の朱の広がりが検出されたはかは,桃

石,小 日溝等の施設はない。上城の壁は4方向とも,上方に広がり外傾している。長軸中心線の方

第11図 四 辻 峠 台 状 墓 外 形 図
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位は東29° 北であるo

本土嬢床面に接して,サ ヌカイ ト製の打製石槍 1本が出土した。東小日壁より66Cm,ゴL壁に柄音Б

を接して,槍先をはぼ南に向けて検出された。上墳長軸線に対して斜交する形である。直接本土壊

葬送に伴なIう 副葬物であるかどうかは確言できないが,別稿報告の四辻土躾墓群の中に,石鏃を多

量に供献t/【 :ぃたらしい例もあり,ま た本土墳群およびその周辺に集落址等の存在が認められない

ことなどから,'本土壊に対しての供献物としての可能性が強い。

付表 3 四 辻 峠 台 状 墓 土 壌 計 測 値

東

壌

号

土

番

掘 り方上面

長 さ 1巾

小 日 溝 巾 小 口溝深 さ

長  さ
溝 間距 蘭L

14■

134

128

103

139

143

1

2

3

4

5

6

7

Cm
155

217

238

222

187

202

■85

C綱

■37

■65

■65

■70

■40

■73

174

Cm
69

92

89

101

92

102

78

Cm
34

48

50

54

60

46

36

Cm
・ Cm

7

5

4

6

■5

8

Ｃ

５５

７。

６．

６３

６．

６３

６５

8

■3

27

12

■6

■7

■0

■6

23

■7

27

13

8

6

6

6

■3

8

第 2土壊 (図 14)

第 1土城の南に92Cmは なれて,そ れと平行に掘 り込まれている。掘 り方上面および床面 ともに隅

丸方形を呈しているo長莉1中心線の方位は東23° 北を示す。

掘り込みの角度は,床面か らみてやや外傾であるが,東小口部の壁は,地山上面か ら約23Cm下 方

で,巾約20Cmの段が設けられているのが注目された。床面はほぽ水平につくられ,東西の両小日音椰

に板をたてかけるためと思われる溝状の遺構を残す。

掘 り込みのはじまる地山上面での長さ 217Cm,巾 92Cm,床部の長さ 165Cm,巾 70Cm,深 さは西 /」ヽ

口壁で54Cm,東 小日壁430■ ,平均49Cmを 測るo小日溝はともに長軸線に直交して掘られ,西溝の長

さ67Cm,巾 10Cm,深 さ8 Cln,東溝の長さ640n,巾 8 Cm,深 さ 7 Cmを 測 り,溝の横断面は両者ともをこ

V字形をしめす。小日溝間の距離は外法長で 158Cm,内 法長 140Cmで あるo両溝状遺構とも,そ の

両端はそれぞれ側壁部にまでは達しておらず,約 4～ 5 Cmの 間隔を保つ。このことは,土墳掘 り力 `

と,棺の大きさの差 とも考えられないこともないが,土墳掘 り方の壁と,小日板 との間に,よ り長

い側板をたてたとみることも可能である。

以上の特徴か ら推して,本土壊の埋葬手法は,土墳 FA4に先ず llll板 をたて, その側板の間に床面 キこ

溝を掘って固定した小日板をたてた, いわゆる平成の箱形木棺であったろうと考えられる。この こ

とは,後述の第 3土墳から第 7上壊まで,共通して観られる現象であるo

第 3土壊 (図 15)

第 2土城の南,1也山上面の掘 り方間の距離56Cmに , これまた平行に整然と並んで掘 られた土装で
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あるo地山上面での掘 り方プランは,原則的には長方形であるが,西小田部では円孤状を呈してい

るo掘 り方上面での長さは 238Cm,巾 89Cmを測るo       .

床面は水平に掘られ,部 //1的 にではあるが,朱の痕跡が僅かに認められ,東西」ヽ口に溝が掘られ

ているo溝間の平面形は長方形である。床面の長さ 165Cm,巾 61Cm,深 さは東西両壁部 とも51Cmを

測るo溝間の距離は外法長 160CIn,内 法長 134Cm,溝 の深さは両者とも7 Cmで あるo溝の断面形は

ともに弛物線を示すが,西溝に対して東溝の方がそのカーブがゆるい。

第2土墳では,東小田部掘 り方内に段をもっていたが,本土壊では西小日壁にそれをもつ。掘り

込み上面からの深さ40Cm, 床面から約10Cmの高位に巾34Cmの 平らな段がつくられてお り注目され

た。長軸中心線の方位は東19° 北を指す。伴出遺物は何も検出されなかった。

第 4土壌 (図 16)     ゃ
第 3土壌の南70Cmの ところ

に掘られているo掘 り方長軸

中心線の方位は東18° ゴLを指

し,第 3土城と平 行 して い

るo掘 り方上面のプランは ,

原員」的には長方形であるが ,

小田部は東西とも円弧状とな

っているo 長 さ 222Cm, 巾

101Cmを測る。

床面はほぼ水平につく らイ■,

ているが ,東 /Jヽ日音lSlこ くらべ

て西小田部で若干低 くなって

いるo床面プランは,東がや

や狭く,西 に広い台形状を呈

しているo前 3者にくらべて

掘 り方はやや粗雑な感を受け

るo土峨内での面1葬物は検出

され なかった。 東 西 長 170

Cm,東 」ヽ 日部巾63Cn,西小日

部巾77Cm,平均巾68Cm,深 さ

は西小口剖
`で

65Cm,東小口部

55Cm,平均59CInを 測るo

小口溝は東西両端とも設け

られているが, こイ■も前記第

2・ 第 3土娘と趣 を異 にす

_D

´ D

第15図 第 3土 壊 実 測 図
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る。東西の両小日壁の掘り込み壁が,そ のまま溝底にまで達し,かなりの底面巾をもっている。し

たがって,巾広の溝となり,西小口溝では巾23Cm, 深さ6 Cm, 東小日溝の巾27Cm, 深さ 4 CIIIを 測

る。断面形は,西小日溝はゆるやかなカープの拠物線を,東小日溝は上広がりの台形状を呈してい

るo両溝状遺構間の距離は外法長 168Cm,内法長 128CInで あるo

第 5土壊 (図 17)

第 5土壊から第 7土壊までの3基は,前述してきた第4土壊同様丘陵主軸に対して,直交して平

行に並んで掘られているが,全体として,東にいくぶんずれているo前 4者は台状墓の南ゴヒ中心線

が,各土城のほぼ中央部を横断しているのに対して,こ の 3者は,土城の西端小日掘り方が,中心

線よりもさらに東へ約20

Cmに位置するoし たがっ

てその配置状況か らみ

て,前 4者 とこれから記

述する3者が,それぞれ

まとまりのあるグループ

として分けられるのであ

る。

第 5土駿は第 4土城の

南にほとんど接して掘 り

込まれているo最 も近接

しているところでは,そ

の間の1掏は 4 Cllで ある。

東西の中心線の方位は東

18° 北を指し,第 4土壌

と平行であるが,前述 も

したように,東 にかなり

片寄ってぃる:し たがっ

て第4土壌ど直接平行す

る部分は,西半の9ocmで

ある。

地山に切り込んだ掘 り

方上面のプランは,歪み

をもった長楕円形をして

お り,長 さ 18701,巾 92

Cmを測る。床面は長方形

でほぼ水平に掘られてい

C、
″ D

第16図 第 4土 墳 実 測 図
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第 17図 第 5土 墳 実 測 図

第 18図 第 6土 境 実 測 図



るo東西の小日音Fo lこ灘をもつo床面の長さ140Cm,巾 61Cm,掘 り込み面から床面までの深さ58Cm,溝

間の距離は外法長132Cm,内 法長 103Cm,西小口溝の巾17Cm,深 さ 6 CIn,東 小日溝の巾12Cm,深 さ 6

Cmを測るo両溝ともその横断面は拠物線をしめす。南北の側壁および西小日壁は,床 に近づ くにつ

れてやや 狭 くなるが, 直線状に掘 り込まれているo東小日壁の掘 り込みは, 上半部はかな りの緩

傾斜で掘 り降ろされ,下半33Cmのみが直線状となっているoなお余談となるが,四辻古墳群第 1号

墳の内部主体は,本■摯9直上に重なるようにつくられて
いた。

第 6土壌 (図 18)|

第 5土装の南59Cmに位置しているo掘 り方上面のプランは:だ 国ヽ部は円弧状の長楕円形を示す。

長さ ウ02Cm,巾 102Clnを測 り,長軸中心線の方位は東21° 北を指す。

床面は水平につくられ長方形プランをもつ。長さ 173Cln,巾 63Cm,深 さ46Cmを測るo東西両小口

部に溝をもち,そ の横断面はともに拠物線をしめす。西溝の巾27Cm;深 さ13Cm,東溝の巾16Cm,深

さ15Cmである。

第 7土境 (図 19)

第 6土娘の南32Cmに位置するo本土壊群中南端のものである。掘 り方上面のプランは隅丸長方形

をしめし,長 さ 185Clll,巾 78帥 ,長軸中心線の方位は東22° 北をさす。

床面は水平につくられ,長方形プランをもつ。長さ 174Cm,巾 65Cm,深 さは西小国壁で36Cm,東

小口壁で30Cm,平均34Cmで ある。東西の小日に溝をもち,その横断面はともに馳物線をしめす。西

「

虫

´ B

´ B

第 19図 第 7土 境 実 測 図
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小口溝の巾13cm,深 さ 8 Cl■ ,東小日溝の巾17Cm,深 さ

8 Cmを 測るo

本土壊内埋土中より,サ ヌカイ ト製打製石鏃 l本 を

検出したが,直接本土壊の埋葬に伴なうものかどうか

は不明である。

3.出 土 遺 物

本土壊群から伴出する遺物は極めて少ない。それ も

確実に本土装に供献された ものと言いされるものは皆

無であるo土墳内の出土遺物 としては,第 1土壊の床

面から発見されたサヌカイト製石槍 1,第 7土装の埋

土中に遊離して発見された,サ ヌカイ ト製石鏃 1の計

2点のみであるoま た,四辻第 1号墳および本台状墓

の盛 り土中に含まれていた関連遣物,石鏃 2,弥生式

上器片 9を加えて も,そ の総数は11点 にすぎない。

石槍 (図 20)

サヌカイ ト製の打製石槍であるo均整のとれた精巧

なつくりである。全長14。 2Cn,巾 2.8Cm,最大厚 1.5cln

を測るo先端から 4.5Cmま では器厚 も薄 く,刃部 も鋭

利につ くられいわゆる穂先を思わせる,lllも この部分

からきわめてわずかではあるが,基部にむかってせば

まっている。器厚の厚くなる中央部分約 SCInで は,刃

部をつぶしている。また基部は磨耗によるものか,丸

味をおびているo断面形は凸レンズ状を示す o

‐蛉l
多

石鏃 (図 20)

3点の出土例があるが,いずれ もサヌカイト製打製石鏃であるo原則的には二等辺三角形状の も

のであるが ,刃部が外ふ くらみにカーブし,全体的に丸味をもっているo

(1)は ,第 7土城埋土内より出土したもので全長 2 Cln,最大巾1.25Cl■ ,最大厚 0,4Cmを 測る。基部

巾は l Cmで ,最大巾を基部か ら約 3分の 1の ところにもっているo横断面は,凸 レンズ 状 を呈 し

ている。ゆ)は , 墳丘盛 り止中より遊離の発見であるo(1)と , ほぼ同巧のものであるが, やや大 き

い。全長 2.9Cm,最大巾 1。 9Cm,最大厚 0.4Cmを 測る。横断面は,計測の部位によって異なるが ,

やや歪みをもった菱形を呈する。侶)も ,盛土中遊離発見であるo先端および基部 ともに欠損してい

るため,原形を知ることはで きないが,前 2者 にくらべて,刃部は直線状につ くられた二等辺三角

形のものであろう。現存長 2.6Cm,現 存最大巾 1.7Cmを 測るo

0          3c
i t i l

台状墓出土石器
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弥生式上器

小破片まで含めて,採集し得た上器片は計 9片であるo器壁は薄く0.45Cmで あるo同一個体の破

片 と考えられる。器表面は明るい赤褐色 ,内面は黒色に近い暗灰色を呈し,lla土 中に石英粒を多量

に含む。基底部径は 6.7Cmで 平底であるo破片の特徴から推して,小形直口増と考えられるが,詳

細は不明であるo当山陽団地内集落址等の類似土器から推察して弥生式時代中後後半のものと推定

されるo

4.台 状墓築造の時期

本土波墓群を中心とした 台状墓が, はたして何時の時代に築成されたものか, 明確にはできな

い。年代半J定の重要な決め手となる伴出遺物があまりにも少なく,ま た同時性についても確実味に

欠けるものであるo しいて言うとすれば, 第 1土装出土の石槍と同時期もしくは後出のものであ

り,四辻第 1号墳の築造よりも明らかに先行するということだけである。しかしなが ら,当 山陽住

宅団地内の埋蔵文化財発掘調査が進むにつれて,土壊墓遺跡や出土遣物の資料が増加してきつつあ

る。本土壊墓および出土遺物を,それらの資料と比較検討することによって,今少し本台状墓築成

年代の巾を縮めることも可能のようであるo

土壊基の構造および規模の特徴から, 当山陽住宅団地内の類似遺構を観ると,四辻土墳墓群 (F

8)をあげることができるo四辻土壊群のうち,B群 と呼称した方形台状墓は,本土壊とほぼ同巧

同大の上壊墓で構成され,明 らかに葬送に際して供献されたと考える土器を伴出するoこ れらの上

器は,当 山陽地方での編年型式でいう前山正式を中心としたものであり,弥生式時代中期中葉から

後半にかけての時期に比定される。またこれより後出の便木山遺跡 (G10)は ,42土壊墓を中心と

した墳墓群であるが,床面に小日板溝をもたず,被葬者の頭骸を安定させたと考えられる枕石を施

しているo伴出土器の特徴から,酒津式併行期に比定される。

第 1土装出上の石槍であるが,こ れときわめてよく類似した出土例が数点,当 山陽住宅団地内の

集落遺跡から検出されている。惣図遺跡第 1地点第 8号住居址床面,用 木山遺跡第 1地点第 5号住

居亀L床面,同遺跡第 3地点第 7号住居址付近の柱穴内,さ くら山遺跡第 1地点第 2号住居址床面 ;

等である。いずれ も丘陵尾根または斜面に立地した竪穴式住居l■を中心とした集落址であるが,伴

出土器の特徴から,弥生式時代中期中業から後半にかけてのものと考えられているo

以上の二つの事柄の比較検討から,本台状墓の築成年代の巾を,弥生式時代中期中葉から,後期

初頭ぐらいの時期の所産と考えることが許されるのではなかろうか。

第 5章 ま と

1.本遺跡は,標高約82mのなだらかな丘陵尾根上の, 自然の高まりを利用して整形した勤t生式時
代の台状墓と,さ らにその立地を再利用して,直上に封土を盛った古墳の, 2時代にわたっての

複合した墳墓遺跡である。

2.台状墓は,地山の高まりをそのまま利用して,それを整形するように削り,台状につくりだし

め
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たものであるo後に円墳に作 り変えられたため,1原形態の詳細は不明であるが,丘陵主軸の方向

に長い, 長方形あるいは楕円形プランをもった台状墓と考えられるo その規模は墳端部長径15

m,短形12m,台上平坦部長径 9。 7m,短径12平 ,高さlm前後のものであったと推定されるo
3.埋葬施設は,すべて台上平坦部の地山に直接掘りこまれた土墳墓 7基で構成されているo7基

の土壊墓は台状墓長軸線上に,それと直交する方位をもって,一列に整然と営なまれていた。

各土墳とも,床面は水平に保たれi l例 を除いた他は,床面小日部両端に小口溝を有し,平板

を箱形に組み合せた本棺の使用を想起させる。

4.台状墓築成の時期は,伴出遺物がきわめて少なく,ま た同時性についても確実味に乏しいが ,

周辺遺跡の調査による類似遺構等の比較検討から,弥生式時代中期中業から後期初頭までの,そ

れ もかなり短い期間における埋葬と考えられるo

5.当 山陽住宅団地内においては,本遺跡とほぼ併行する時期の集落址の発掘調査を,かなり広範

囲にわたって実施しているoまだその金容は明らかでないが,現在までの調査においては,集落

址の地域内からは土城墓等の墳墓遺構は確認されていない。弥生式時代中期～後期の時代におい

ての,集落と墳墓とを,意識的に分離していた資料を得ることができたのであるo

6。 四辻第 1号墳は,台状墓の立地をそのまま利用し,そ の直上に営造されている円墳であるo現

墳頂までの盛り上は約70Cm確認された内部主体床面と,地山上面までの比高約20Cmと さして手を

加えていない。

7.古墳の規模は,長径18.5m,短 径14m,墳 高約 2m,墳頂部に平坦部をもつ,いわゆる載頭円
錐形の円墳であるo

8.内部主体は,盛 り土中に直接箱形木棺を埋納した直葬と考えられるo主体部上半にのみ粘土を

用いているが,棺直上には使用されていないもこれと共通手法の埋葬は,当 山陽団地内において

は,用 木第11号墳が知られているo

9,外部施設として埴輪をもつが,その遺存度はきわめて低く,詳細は不明であるo円筒埴輪の他
に,少 くとも2 4nl体以上の形象埴輪をもっていたことを指摘するにとどめるo

10。 外表遺物として検出された須恵器 2点は古墳主軸中心線上の,それも正面と思われる墳端部

に意識的に置かれていたものであるoと もに当地域では最も古式のもので,単に本吉墳の年代を

知る重要な手がかりとなるばかりでなく,山陽地方須恵器編年資料として貴重なものであるo

墳端外側から,墳域内に足を踏み入れないで置くことのできる位置に,土器を供献する例が ,

用本第12号墳,用木第 5号墳,宮山第 4号墳と相いつぎ,当地方前期古墳においての伝統的現象

として注目されるo

ll.本古墳の築造年代は,立地,主体構造,お よび遺物などの特徴から, 前Ⅳ期, すなわら5世

紀代の所産と推定される。

註

1)神原英朗「便木山遺跡発掘調査報告」
■972雄「
2)神原英朗「用木古墳群発掘調査概報」

岡山県営山陽新住宅市街地開発事業用地内埋蔵文化財発掘調査概報 121

前掲調査概報(■ 1971年
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3)神原英朗「岩田第3号墳発錮調査概報J前掲調査概報(2)      _  I
4)神原英朗「富山1第 1号墳,宮山方形台状墓」t.本書所収
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鵬辻 古 墳 群 第 203号 墳

第 1節  は じめ に

四辻古墳群第 2号墳 (略記号 F2)お よび第 3号墳 (略記号F3)は , ともに岡山県赤磐郡山陽

町大字和国小字別所521番 地に,隣接して所在する小円墳であるo

第 3号墳は,先 に報告した同古墳群第 1号墳の北西約85mの ,丘陵尾根稜線上に立地する。この

第 3号墳を最高位に,第 2号墳および第 4号墳の計 3基の古墳が,隣接して築造されている。これ

ら3基の吉墳は,第 1‐P」・墳 とともに,岡 山県営山陽新市街地開発事業に伴なう,住宅団地造成工事

のために,発掘調査の対象となったものである。発掘調査は岡山県の委託を受けて,山 陽町教育委

員会が実施することとなった。

ところが,ま ことに残念なことに,調査にさきだって不幸なで きごとが発生した。それは,発掘

調査の対象となっていた 3基の古墳のうち,第 4号墳が,発掘調査着手前のFfJ和 45年 12月 4日 ,当

住宅団地上水道集配水貯水池工事にともなう,工事用道路施設の犠牲となって破壊され ,調査不育旨

の状態となったことであるoこ のことは同月 6日 付の各新聞で も報道されたが,ま ことに遺憾なで

きごとであり,当 住宅団地造成にかかわる,文化財保護行政の汚点として明記したいo今 日の段階

では,工事用道路施行前に行なっていた古墳外形測量図と,調査前外観概況記録が手元に残るのみ

である。

したがって,発掘調査は残された第 2・ F」L墳ぉょび第 3号墳のみについて実施した。いずれも小規

模な円墳であり, それもすでに盗掘被害を受けて保存状態も不良のため, 調査は併行して行なっ

た。調査期間は,若干四辻古墳群第 5号墳の調査と重複するが,昭和46年 1月 19日 に開始し,昭和

46年 2月 26日 に終了した。

両古墳は,発掘調査終了後の1欄和47年 3月 26日 に,造成工事が開始されわれわれの眼前から永久

にその姿を消し去った。もと標高91mにあった古墳も,そ の基盤であった丘陵もろとも削平されて

現在は標高74mの階段状の住宅街の一画となり,行政地番も割り変えられ,昔 日の面影は存在しな

い。

本小報告書においては,内部主体の遺存していた第 3号墳の記述を中心におこない,第 2号墳お

よび第4号墳の概況を,関連項目において付記することにより,その責を果たしたい。

第 2節 立 地

四辻古墳群第 3号墳 (1略記号 F3)は ,山 陽町大字和田小字別所521番地に所在する。

そこは岡山県営山陽新住宅市街地開発事業に伴なう住宅団地造成予定地の
~ri北
部にあたるo西方

にそびえる高倉山 (標高 458.3m)の山麓部から,東方に扇状となって広がる丘陵群の,起点とな

る尾根稜線であるo高倉山の山麓が標高97.6mのところで鞍部となり東に隆起して,通称善応寺山

と呼ばれ,る ,標高 106.6mの丘陵となる。この善応寺山を起点として,北 と南西に向って丘陵尾根

が,なだ らかな起伏をもってのびているが,本古墳はその南西尾根に立地するのである (区13)。
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善応寺山からゆるやかな下降傾斜をみせてのびる尾根は,標高約90mで その下降傾斜をやめ,約

30mばか りの舌状平坦地とな り, さらにそこから,東 と南に下降する尾根支脈を分岐するため,尾

根上巾もやや広まるo

本古墳は,こ の尾根支脈の分岐する平坦部端の肩に立地する。標高は91mの丘陵尾根にあり,西

に高倉山を背おい,眼下には砂川流域に発達した,約 30た流の埋積平地を眺望する景勝の地であるo

また,中池を含む谷水田を取 り囲む丘陵尾根上に築造された,用本古墳群をはじめ,50数基の古墳

群をパノラマのように一望することがで きる立地をしめているのであるo

第 3節 調査前の概況

当地はもと善応寺官林と呼ばれる植林地の一部に含まれ,調査前までは松林であったo丘陵傾弁|

面をその等高線に沿って,階段状に削平して植林をおこなったため,古墳の墳丘表土層はかなり損

なわれていた (図 21図版10)。

第 2号墳は,さ して高まりをもたない扁平な小円墳である。墳域 も明瞭でなく,封上もかなり流

失したらしい形態をしめしていた。別にこれといった盗掘壊 も認められず,全体としてのっぺ りと

した感じのものである。現存径15.5m,墳高は傾斜面のため明らかでないが,北側墳外中央部か ら

みて,約 60Cmを測った。葺石,埴輪等の外部施設は認められなかった。

第 3号墳は,こ れまた小円墳であるが,隣接する 3基の中では最 もlT・ 存度 もよく,墳丘もしっか

りしていたo丘陵尾根平11部 の l「 j~部に立地し,上方にあたる尾根部に周浪状の掘 り方跡を残してい

るo墳丘盛 り上の流失のためか,丘陵尾根斜面の下方にあたる南東方向に張 り出したように墳端力ゞ

のびていた。現存墳丘の径15m, 高さは傾斜面となっているため, みる方向によってかなり異な

る。尾根上方からは殆んど高まりをもたず,平坦部の延長の感じすらするが,尾根下方の南東墳端:

からの高さは約 2.2mを測る。平均的な高さをしめす位置として,北根I墳外中央付近からみると ,

約1:5mと なるo

現墳頂部中央に,径 lm,深 さ 0.5mの 盗掘穴が掘られ,組合せ式箱式石棺の蓋百と思われる石

材 2個が露呈していた。 1枚の石材は原位置を保っていたが,他の 1枚は動かされた状態で,そ の

下方に側壁と思われる板石が検出される。このことから本古墳の内部主体は,箱式石棺であること

がわかったが,すでに棺内まで盗掘による被害を受けているものと考えられるo調査前の外表調査

では,葺石および埴輪等の外部施設は検出されなかった。

第 4号墳 も,第 3号墳とほぼ同規模の円墳であるo分岐した丘陵尾根に立1也するとはいえ:傾斜[

面にあるためか,平而プランは尾根稜線主軸に沿って長い楕円形を呈している。長径16.4m,短 径

13.3mを 測るo高 さはみる角度によちて,それぞれの数値が異なるが,西南」llj裾部中央付近からみ

て 0.8mで あるo

墳頂部に巾0。 8m,長 さ2mの長方形の盗掘穴が掘 られ, 箱式石棺が露呈していた。 天丼石はす

でに持ち去られたものもあるらしく,2枚の板石が,棺内に落ち込んだ形態を示し,側壁の石材 _L

端が盗掘穴の底面に露里していた。石材はすべて付近の丘陵で産出する,花 詢岩の板石であるo巾

8 Cm～ loCm,長 さ35Cm～ 4001大の板石を,両供1に立て並べ ,そ の間に小口板石をはさむようにたて
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て,長方形の箱形に組んだものである。

石棺の外法長 185Cm,同 巾62Clll,主軸の

方位は東15° 南を計測した。

埴輸,葺石等の外部施設の痕跡は,前

記 2古墳と同様,な にも認められなかっ

た。

第 4号墳に関する記録は,以上ですべ

てである。近 く発掘調査が―r/定 されてお

り,地形測量の段階での,外面観察では

内部主体床面は,上で理まり発掘調査に

1クだねた。調査直前に不注意とはいえ ,

工事により破壊され′るというアクシデン

トがあって,遂 にそれ以上の記録をとる

ことができなかったのである。現有資料

をもとに推考して,第 3号墳と,ほぼ同

規模岡手法による1曜葬であったろうと想

定される。

同1山区の植林は,地元の人達の話によ

れば,今から約60年ばかり以前に行なっ

たといわれているが,古墳を発掘したと

か,遺物が出たとかの伝承は残っていな

い 。

また,本 ,T墳から北西に約 100m, 善

応寺山と呼ばれる丘陵尾根山鏡部は,巾

約50m,長 さ約 100mの平坦地となって

いる。昭和30年頃,当調査団調査員であ

る則武忠直の分布調査の記録によると,

この善応寺山の南東斜面にかかる付近に

2基の箱式石棺が露出していたとある。

しかし当地は昭和40年頃に農業構造改造

事業の一環として,畑地灌漑工事が施行
されて桃畑とな り,原況が大きく変ゎ り

今回の調査では確認できなかった。した

がつて, 四辻古墳群は,現存 7基 の他
に,さ らに数基の古墳が存在していたも

のと考えるべ きであろう。
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第 4節 第 3号墳調査結果

〔外形〕

第 3号墳の外形は,調査前の外表観察のとおり円墳であった。古墳外表は最終的には全面争」土し

て調査 したが ,葺石・埴輪の類は検出せず,営造当初からこれらの施設をもたないものと想定され

るo      l

墳丘盛 り上の断面観察によると,本古墳築成にあたり,内部主体である箱式石棺を置く中央部分

を,あ らかじめ削平整地している(図 22)。 また,地山の高い尾根稜線北西墳端部には,尾根主軸に

直交する形に,巾 1.8m,深 さ15Cm程度の周浬状の溝が掘られているoこ の周漫底と地山削平線を

もとに本古墳の径を復元すると約 8.5mと なるoま た内部主体を墳中央に埋葬したとして, 周 浬

底中心から,内部主体中心線までを計測して 2倍すると9mで ぁる。外観計測時に尾根下方にメ、く

らんでみえた墳丘は,封上の流失および盗掘穴の排土等の影響によるもので,そ の時の計測値15m

は, 訂正されるべ き数値であるo現存封土高は, 墳中央部の地山削平上面から, 約 1.2mでぁる
が,こ れ も原形はもっと高まりをもっていたものと解すべ きである。

以上の事柄から総括して本古墳の外形は, もと墳径 9m前後,墳高 2m程度のこん もりとした」ヽ
円墳が想起される。

〔内部主体〕

本 T打墳の内部主体は,前 にも述べたとおり組み合せ式の箱式石棺である (図 23図版 14)。 石棺に用

いられた石材は,付近の丘陵に産出する花間岩の割 り石で構築し,墳呵1央部の現表上下72Cmに床面

をおいて埋葬されている。 主体の方位は, 古墳の載る丘陵尾根の主1職にはぼ直交するように,東
40° 南に長颯l中心線をおいている。

棺身部となる側壁は,可J8Cmか ら17Cm,長 さ30olか ら47Cm,高 さ25Cnか ら30Cmと ,やや不捕1いで

はあるが, 長方形の板石を箱」杉にたて並べたものである。 使用石材数は,北側壁 5 4ni, 南側壁 4

個,東西両小口壁は各 1個の計ll個 を数える。石材の不整形面を棺外法および下部にまわし,棺内

面と上端部に水平面をより多くなるような用いかたをして,内法は比較的整然とした長方形の箱形

となっているo

棺床面は,側壁石材が倒れない程度の約 5 Cmほ どを,地山と同質のよりきめの細かい生き上で埋

め整地 した程度で,他にこれといった設備は施行されていない。

天丼石は, 4枚 の石材で構成されていたものと推定されるが,東西両端の各 1枚が原位置を保つ

のみで ,中 の 2枚は盗掘の際動かされていた。 1枚はすでに持ち去られているらしく,復元して並

べ直しても欠損して空自状態となる。残された 1枚 も,斜向してその 1隅 を棺内に落しこむ形とな

っていた。石材の大きさは,長 さ80Cm～ loocm,巾 35Cm～ 54Cm,厚 さ約20cm程度の板石である。天

井石間の隙間等を小石とか粘上による目張 り等の施設については,認められなかった。

石棺の計測値は,天丼部全長 200Cm,棺身部外法長 181Cm,国内法長 157Cm,棺外法巾63Cm,同

内法 |力 36Cm,棺身部外法高平均27Cm,内法高23Cm,天丼石を含む棺の全高53Cmを 測る。
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第23図 第 3号 墳 石 棺 実 測 図

〔遺物〕

今回の発掘調査において,内部主体内からの副葬遺物は,何 も検出しなかった。しかしかつて内

部主体内にまで達する盗掘が行なわれている関係から,そ の実際については一切不明であるo´

〔墳丘築成と棺との関係〕

本古墳の墳丘築成と箱式棺のおかれた時間的関係であるが,石棺は,地 山削平上面を若干掘 りく

ぼめて,直接構築されているoま た墳丘封土断面に,封土を盛った後に,棺を安置するために掘 り

降ろしたと考えられる。土墳掘 り方の切 り込みの線をもたない。むしろ,棺身部を組んで,その棺

側の高さまで土を盛った一時期を物語るような層がほぼ水平に走っているoこ れらのことから,本

古墳の築成は,①古墳築成の場所を定め,地山を削平して整地するo②その中央に棺を安置する場

所を定め,③棺身部となる側壁の石材をたて並べ,土墳と側壁外法の間および棺内底部に土を埋め ,

側壁を安定させて床面をつくる。④棺身部の高さまで墳丘の封土を盛る。⑤埋葬を行ない,さ らに
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封上を盛って墳形を整える。という手順が考えられるo墳丘の築成そのものよりも,箱式石棺の構

築の方が先行すると推定されるのであるo

第 5節 第 2号墳調査結果

に外形〕

第 2号墳は,調査の結果内部主体の確認をすることができなかった。調査前の外表観察の際には

気づかなかったが ,発掘によって墳頂部に盗掘穴らしい撹舌L土層が検出された。

第 2号墳の外形は,第 3号墳と同様小円墳で,葺石,埴輪等の外表施設をもたないものと思われ

る。このことは墳丘全面争」土による調査によって確認された。地山の高くなる北西墳端部に,僅か

ではあるが,丘陵尾根主軸に直交する周浪状の溝址を残す。現存地山面での巾 1.2m,深 さ12Cmを

測るoま た墳丘築成前に行なったと思われる地山削平整地面の痕跡を残す。この地山削平面および

周濃底中心部から,本古墳の墳域を推測すると径 9m前後となる。第 3号墳と同様,発掘着手前の

計測値径15.5mは ,改訂されなければならない数値である。

封土の盛 り上の高さも,原墳頂中央部で削平整地された地山上面から64Cmと ,低いものであるo

周浬上の堆積上の深さ58Cmと 考え合せると,かなりの流失が考えられるo

墳丘の断面観察の際,地山削平面から上方平均12Cmぐ らいのところに,巾 14Cm,長 さ南JLセ クシ

ョンで約 6m,東 西セクションで約 6.8mの ベル ト状の有機上層があるのを検出した。この有機上

層は後で項をたてて記述するが動
'生
式上器片および石鏃を含み注目された。

〔内部主体〕

本古墳の内部主体は前にも述べたとお り,つ いに検出することはできなかった。しかし墳丘盛 り

上の調査中,撹舌L遊離した状態で,鉄器片 4個体分を検出したことから推察して,本古墳内部主体

内に,少なくとも供献物としての鉄器を百」葬していたことは確実であるo

鉄器片は,剣 l振 りと鉄鏃 3本であるo剣は現墳頂中央部から北西 1.3m, 現表上下約30C血の封

土中に6片に折損して検出されたoま た鉄鏃は,古墳の西南墳端に近い封土中に散在して 3本が検

出された。散在範囲は 1.6mにおよぶ。いずれ も遊離状態での出土であり, 検出高位は貪」を0と す

ると,鉄鏃は-50Cm,-70Cm,-55Cmと まちまちの数値を示し,一度撹乱されたことを物語る。

内部主体の構造はまったく不明である。古墳の立地および規模からすれば,本棺直葬,あ るいは

箱式石棺,ま たは若干の粘上を使用した粘土椰あるいは粘土床等が考えられるが,それ らはいずれ

も想像にすぎない。同一支群を構成する第 3号墳および第 4号墳は箱式石棺を内部主体 とし,東南

60mに立地する第 1号墳は,若干の粘土を使用した木棺直葬であったことを付記するにとどめる。

墳丘封上が,ほ とんど高まりをもたないほど低小となっていることや,撹舌しされていること,お

よび鉄器の出土状況などか らおして,本古墳の内部主体は,すでにその痕跡をとどめない程,破損

消失していたと考えられるo

〔出土遺物〕

―- 63 -―



剣 (図 26)

鉄製の剣 l振 りである。銹化による欠損が著しく,ま

た 6片に折損して検出されたため完形には復元できなか

った。出上の状態は,封土中に遊離していたとはいえ,

水平位を保ち,ほぼ一直線上に並び,上中においての折

損と認められる。

貪Jは ,切先および柄部の両端を欠き,ま た身部中央部

と開部の折損部は接合できない。したがって,剣の金長

等の計測は不能であるoこ こでは部分的な特徴および計

測値について記述するo

剣の出土時での現存長は55。 2Cm,取 りあげ後の現存長

は53.3Cmを測るo折損部不整合部分の腐朽消滅等による

ものと思われる。切先および柄部両端を欠くため,原形

の金長はそれ以上,おそらくは60Cmに近いものと想定さ

れるo

身部の現存長は46.2Cmを 測るo背の中央に錨を有し,

左右相称の剣である。切先から関に近づ くにつれて,や

やその巾を増す形態をとるo関部での刃巾 3.6Cm,切先

に近い現存先端部巾2.76Cmを測る。身部断面形は菱形を

示し,その厚さは 0.7 cmと 各部位とも平均しているo切

先部は欠損,関部は銹化欠失しているため,そ の特徴は

不明であるo

柄部は現存長 6.2Cmを 測るが,両端とも欠失し,そ の

全長は知ることができない。横断面は長方形を示し,中

1,7Cm,厚 さ0.55Cmを 測る。銹化面によくみられる,布

日とか本質等の付着物の痕跡を検出することはできなか

った。

鉄鏃 (図 26)

封土中に遊離状態で, 3カ 所から検出されたものであ

る。 1本 は接合によってほぼ原形を知り得たが,他の 2

カ所の出土例は,柄部約 9 Cm,矢柄部 3.3cmの 部分片で

ある。後者の 2片は,鏃の構成部位からみると同一llfl体

のI可能性もあるが確証はない。いずれも折損したり,柄

部が折れ曲り,盗掘の際土砂とともに投げ捨てられたも
のと思われる。もとは,こ の3例以上の個体数の副葬と

邁

湯

第 2号墳墳
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考えられるo発見採集した鉄鏃はその部

分的特徴か ら推して,同巧同大のものと

考えられるoしたがって,こ こでは完形

を知ることのできる 1例のみについて記

述するo

細身の尖根式鉄鏃である。全長15,9Cm

を測る。矢先は二等辺三角形を呈し,基

菩陶こ左右ともかえりをもち, さらに茎と

の境の片側に棘状のかえりをもう一段 も

っているo左右にかえりをもつ矢先部長

2.2Cm,最大巾 1.2Cm,片 倶1かえり部ま

での長さ4.75Cm,厚 さ 0.4 Clllを 測るo矢

先は厚さも薄く鋭 Tllであるo

茎部は明瞭な稜線をもった,正方形に

近い断面を示す。茎長 8 Cm,巾 0.55Cm,

厚さ0.55Cmを 測るo部位によって計[測数

値を変えることのない,均整のとれた角

柱状を呈しているo矢柄部は,茎部にく

らべてやや細くつ くらオ1′ ,未端になるに

つれてその利1ま りを増すが,断面i形は茎と

|ク1,′イ′′ケ―一  /

111/:「 :L´
,1'「

第 2号墳遺物出土地点図

矢柄部長 3.lCmを 測るo

1/ /.`´  ′

第25図

同じく正方形である。

第 6節 古墳築造の時期

本古墳の築造の時期は, その手がかりとなる伴出遺物もきわめて乏しく,明確にすることができ

ない。第 2号墳出上の鉄器片があるのみである。

3基の古墳は,と もに同一立l出 に近接して営なまれ, しかもほぼ同規模,同一手法によって構築

― _ド三二
==彗
::
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・
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第26図 第 2号 墳 出 土 鉄 器
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されていることからみて,た とえそれが世代を追った奥津域としても, さして年代巾のあるものと

は考えられない。ほぼ同一編年単位内でのものと推考される。

現在調査進行中の,当 山陽住宅団地造成地内の古墳群との比較検討等,今後の課題 としたい。古

墳の立地,内部主体構造,鉄器などを総合して推考した場合,明 らかに後期古墳 といいきれる材料

はない。むしろ前期古墳としての性格をより多くもっているoしかし内部主体である箱式石棺の形

態は,同団地内I・Ir山 第 405号 墳より後出のものであるoしたがって,本古墳支群 3基の築造年代

は,一応 5雌紀代の所産と考えるのが妥当のようであるo

第 7節 その他の遺構・遣物

今までの記述においてはあまリメ、れなかったが,発掘調査を行なった第 2号墳および第 3号墳と

もに,その封土中に弥生式時代の遺物を含む,暗灰色の包含層が認められた。第 2号墳では,墳丘

1山山肖1lZ面 の_上方約10Cmか ら上方約14Cmの厚さで,径約 6.5mの 円形プランをもつ,扁平な面とし
て検出された。また第 3号墳では,地 山面に直接密着してその直上に,厚 さ10～ 15 Cmの面 となって

広がっていた。むしろ地山削平の際すでにその位置にあって, この有機層も含めての削平整地とも

観られる状況である。いずれも地山と同質の黄褐色土で盛られた封土に包みこまれた状態で,墳表

面には露出していなかった。

古l」t立地がЙl生式時代の集落址,あ るいは墳墓遺跡と複合する143能性もあり,墳丘下地山層の金
i百itt」lll,お よび墳外j配辺の丘陵斜面にトレンチを設けて,その検出につとめた。しかし,包含層は
先に検出した封土中にみられた部分のみで,他地域からは検出することができなかった。集落lLお
よび上族状の遺構についても同様である。

封上中に検l鱚 された有機土層の厚さから推定される,包含上の量はさして多くない。だf墳の立地
する丘陵上に遺構が存在し, 包含層が載っていたとしても, 尾根斜面であり流失する lll能性も強
い。先に報告した惣図遺跡は|)当地と同様の丘陵尾根に立地する集落址であったが,竪穴住居址の
多くは,床面も含めてかなりの流失状況を示し,残存住居址内の埋土も含めて,その上層には包含
層となる有機質土は認められず,直接地山媒乱土層であった例もある。

古墳を築造した時代は,弥生式時代からの年月も浅く,まだそうした有機上層が地表に存在し,
それ′を抱き込んで墳丘は構築されたのであろう。それだからこそ,封土内にのみ有機上層は残り得
るのである。墳丘以外の表土面は,その後の長年月の間に,人為的な作為も加えられ,,ま た風化流
失して,た とえそこに遺構があったとしても, その痕跡をとどめないまでになったのではなかろう
かo封土内に検出された有機土層は

若干の炭化本質や灰を含み,弥生式

時代の土器片とサヌカイト製の打製

石鏃を含んでいた。

発見したこL器片は, lc清大以下の

小片まで含めて,第 2号墳89片 ,第
3号墳 287片である。いずれ も細片
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のうえ磨粍 も著しく,図示することもできないほどの状況である。高不脚柱部の沈線や,壺口縁部

片の特徴から,当地方での編年型式に用いられる「前 lll Ⅱ」と呼ばれるものに類似し,弥生式時代

中期中葉から後半の時期に比定できるものを多く検出した。

石鏃 (図 27)はいずれ も第 3号墳封土包含層から検出された,計 5点であるo打製サヌカイト製

であるo器形はすべて縦長の二等辺三角形を呈する。

第 8節 ま と め

1.四辻古墳群第 2・ 3・ 4号墳の 3基の古墳は,標高約90m,埋積平地との比高約70m,丘陵尾

根稜線上に隣接して所在する円墳であるo

2.いずれ も,径10m前後,高 さ2m程度の小円墳で,葺石,埴輪などの外部施設をもたないもの

であるo

3.3基 の古墳とも,すでに盗掘被害を蒙 り, さらに第 4号墳は調査直前に工事に伴ない破壊され

調査不能となった。

4.内部主体は,第 3号墳および第 4号墳は,組み合せ式箱式石棺各 1である。いずれ も墳中央部

に尾根稜線に直交する形で埋葬されていた。第 2号墳においては主体構造は不明である。

4.内部主体を調査した第 3号墳では,棺の構築が,墳丘封土の盛 り土より先行することが明らか

であった。

5.遣物は盗掘されているため,検出例はきわめて乏しく,第 2号墳遊離の鉄器片 4点のみであっ

た。原況については不 HJjで ある。

6.古墳築成の時期は明確には決められないが ,立地,内部主体構造,鉄器などの特徴から一応 5

世紀代の所産と思われるo

7.本古墳支群周辺部には, もと弥生式時代中期中葉から後半の遺跡の存在が考えられるが,そ の

実際は確認できなかった。少量の上器細片と,サ ヌカイト製打製石鏃 5点を発見採取したのみで

あるo

誰

■)神原英朗「惣図遺跡発掘調査概報J本調査概報(a 1971年
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四辻古墳群第 5号墳 。四辻土墳墓群

第 1章 序 説

四辻古墳群第 5号墳 (1略記号 F5),お よび四辻土鍍墓群 (略記号F8)は , ともに同一立地に

複合して営造された遺跡で ,岡 山県赤磐郡山陽町大字河本小字野山65-21番 地に所在するo

岡山県営山陽新市街地開発事業に伴なう,住宅団地造成工事のために,発掘調査の対象となった

ものであるo発掘調査は岡山県の委託を受け, 当山陽町教育委員会が実施した。調査は昭和46年 2

月 1日 に開始し,llll和 461ド 4月 20日 に終了した。

当1山は,標高約88mの丘陵頂平坦地にあた り,分布調査の段階では,その稜線上に直列に並ぶ 3

基の小円墳として理解した。四辻古墳群第 5号墳・ 第 6号墳・ 第 7号墳と命名し,公表していた地

域であるoし たがつて,発掘調査の契約は,小円墳 3基の調査として締結,そ の心算で開始したの

である。ところが調査の結果,古墳は中央の高まりである第 7号墳のみであり,そ の直下に同一立

地で複合する台状墓と,その南ゴL稜線上に営造された上城墓群が構成されていることがわかったの

であるo

当開発事業に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書,第 1集・ 第 2集 において公表してきた四辻古墳

群第 5号・墳および第 6骨墳は,実際には存在せず欠番となるという事態を生じたのである。

本小報告の執筆を機会に,今まで四辻古墳群第 7号墳として公表してきたものを第 5号墳に, さ

らに同第 8号墳 。第 9骨墳をそれぞれ,第 6号墳・ 第 7号墳に繰 りあげ,新 らしく発見された土墳墓

遺跡を四辻土城墓群 (1階記号 F8)と Ltt言 ]・ したい。

本占噴および土壌基群は,調査終了後の昭和47年 3月 4日 ,住宅団地造成工事に伴ない,その基

盤である丘陵もろとも肖1平 さオl,約16m低い標高72mを最高位とする,階段状の住宅街へと変貌し

たのである。

第 2章 立 地

四辻古墳群第 5・局・墳 (1嬌記号 F5)お よび 7_ll辻 土壌墓群 (略記号F8)は , ともに同一立地に複

合して,山 p/Jt陶
・
大宇河本小宇野山65-21番地に所在するo

西方の善応寺山 (標高106.6m)を起点として南西に下降してのびる丘陵尾根は, 標高91nlの 四

辻古墳群第 3・場・墳付近で支脈を分 1皮するo分岐点から東に下降する傾斜面は,通称四辻峠と呼ばれ

る標高81.6mで鞍部とな り,バ、たたび高まりをみせて,北に向ってのびる巾狭な丘陵となって発達

する。              1            11‐
|

本吉1墳および上職基群は, 四辻峠の鞍部から隆起した, 標高88mの 丘陵尾根平坦部に立地する

(図 3)。 そこは中の狭い馬の背尾根の稜線ではあるが,亀甲型の扁平な面となり,巾約20m,長 さ

約75mの平坦ll山を形づくり,当尾根支脈の主丘となっているoこ の地での尾根主軸の方位は北ゴL東
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を指している。

この地からの眺望視野はきわめて広い。まわりを低い山々で囲まれ,その中央を流れる砂川流域

に発達した,30所の埋積平地をパノラマの様に一望できる。また近くは,緩やかに湾曲して入 りこ

んだ中池を含む谷水田政を,東の限下-50mに見おろす景勝の地でもあるo

第 5号墳の南西約 110mに四辻古墳群第 2～ 4号墳を,南 125mには同第 1号墳を,東限下の尾

根支脈稜線には, 100mの位置に同第 6・ 7号墳を指呼の間にtr_見できるoま た本古墳の立地点か

ら北にのびる丘陵尾根および端部には,当住宅団地外になるけれども,熊崎古墳群 8基,北東ヤご下

降してのびる尾根には,便本山古墳群12基が立地する (図 2)。 目を転じて谷水田の南をとり囲む_丘

陵尾根には,野山古墳群12基 ,用木古墳群16基,宮山古墳群 4基をも見渡せる場所である。特に用

本古墳は,谷水田をはさんで北西方向正面から対峙する形となり,そ の間の直線距離は約 400mで

あるo

第 3章 調 査 前 概 況

当地は,調査前までは小松林であったが,部位によっては,若干その植生を異にしている。遺麟

の立地する尾根平坦部は小松林,丘陵肩部から東面する急斜部は,伸びのよい松林である。西方は

約84mの等高線に沿って,河本から四辻峠に通じる林道が切らオ1′ ,そ の林道から平坦部肩までは ,

アベマキを主体とした雑木林,林道から下方は開畑されて果樹園 (桃・栗)と なっている (図 36)暑

立本伐採後の地形測量時における外表観察の時点では,丘陵頂中心よりやや北に片寄った尾根稜

線上に,かなりしっかりとした封土をもつ円墳があり,そ の南ゴLに隣接して扁平な高まりをもつ/Jヽ

円墳各 1基の,計 3基が直列状に立地するものと理解した。

中央の古墳は,地山の高い南墳端に周漫状の掘り方を残し,墳形も整っていた。丘陵尾根主軸線
での径14m,高さ約 1.5mを測る。盗掘痕も認められず未掘墳と考えられたo墳端部の一部をブ′レ

ドーザがかすめて通過し,そ こに円筒埴輪片が散見され,円筒埴輪の樹立があることを知った。

他の2基は,と もに約 0.5m程度の高まりと,径約10mを計測したが,そ の端部は判然としなか
った。盗掘穴もなく未掘墳と思われる。低平な小円墳でシストを内部主体とするものと推定した。

しかし,調査の結果,第 1章において記述したように,当初のわれわれの観察は,中央の古墳 ,
すなわち第 5号墳をのぞいては,誤 りであることを知らされた。第 5号墳築成の際の周浪掘り方をこ
目をまどわされたものか,あ るいは,後に判明した,土嬢墓群営造のための, 自然地形移動による
ものと考えられる。いずれにしても,後述の弥生式時代土壊墓群の存在は,調査前の段階では全 く
惑知し得なかったのであるo

第4章 四辻古墳群第 5号墳

第 1節 外形・外部施設

「
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第28図 第 5号 墳 外 形 図
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旺外形〕

本古墳の外形は,発掘調査前の外面観察のとおり円墳である (図 28,図版16,17)。

当初地山の高い南西墳端部に,丘陵尾根 と直交する形態をもって,周浬状の掘 り方が検出されて

いたが,調査の結果,本古墳墳端部全域にめく
゛
らされていることがわかったo周浪の掘られた上端

は現状では知る由もないが現存地山上面をかな り掘 り込むまで掘 られているoそ の掘 り方の巾、は ,

確認することがで きる地山上面での現況で 1.5m～ 2.2mを測る。深さは先に述べた南西墳端部 の

尾根を直交に切った部分はかなり明確で,最大深20Cmを測る。しかしその他の部分では,周濠が :群

面に位置することもあつて判然としない。やっとその痕跡をとどめる程度であるo特に丘陵傾斜度

の急となる東墳端部では,噴丘削平傾斜度を一時その地で緩め段状を呈し, さらに肩部に稜線を も

って下降傾斜を強めるといつた形態を示し,深 さといつたものは認められない。溝状を認めらオLる

部分での横断面は,カ ープの緩い上向き拠物線を呈するo

このlLlil濃帯の平面プランは円形を示し,本古墳の形状ならびに規模を知るうえで,大 きな手力ゞか

りとなった。周温掘 り方外縁での径は丘陵主軸に沿う南北で17.2m,直 交する東西で15.8m,内 縁

での径は南北14.8m東西13.6m,周 浪底中心部径南北16m,東西14.5mを測るo

墳高は,本古墳が丘陵尾根平坦部の肩にあり,馬の背尾根で尾根巾の方が,古墳の径よりも狭 い

ため,墳端部は傾斜面 となって,観 る方角によってかなりの差異をもつ。現存墳頂部高は,地山の

高い南西周注か ら約80Cm,地山の低い北墳端尾根から 135Cm,地山の低い北東墳端傾斜面から 180

CIn, 西墳端から 150Cmと なるo墳頂部の構造は, 見た日には直径 5m内外の平坦部が認められ,る

が,そ の肩部の稜線 も判然とせず,墳中央を最高位に, とつレンズ状の丸味をもっている
19後
述 の

内部主体Bは粘土床であるが,そ の床面が現墳頂表土面から-300nと きわめて浅く,原形は現況 よ

りももっと高いと考えられる。長年月の間での封上流失が推測され, もとは墳頂に平坦面を有す る

古墳であったと推測される。

以上を総合すると,本古墳は丘陵尾根主軸の方向にやや長い径をもつ,長径15m,短径14m,績

高 1.5m前後の,いわゆる機頭円錐形の円墳であったと思われるo

〔外部施設〕

本古墳の外部施設 として,埴輪の囲続が認められるが, 葺石と思われるものは存在しなかった

(図版20)。

埴輪は,墳裾部の斜面および周温掘 り方底面に,破片となって転落した形態で検出された。投璽

部および墳斜面上半部での検出は皆無である。

墳丘の全表土を素」土調査した結果,埴輪樹立の原位置を保つものとして, 2個体分,2か所を検
出した。いずれ も墳中央からの距離 5m前後,比高―約 lm程度の墳斜面中央部での発見である。
第28図外形測量図に黒点で図示した位置がそれであるo両者とも円筒埴輪基底部で,最下段のタガ

部までを残すが,4～ 6片 に破損していた。 基底部を円形に保ち,墳丘に直立 した形で発見され」
た。そこは墳斜面のほぼ中間であるが ,地山削平面の肩音6にあたる地点で もある。埴輪片は,IIt端
全域をめぐって発見され量的にもかな り多い。したがって墳斜面を鉢巻状に囲続していたこと力河機

測 されるが,そ の密度については不明であるo
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第29図 第 5号墳境丘断面図
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発見した埴輪片は,円筒埴輪片が圧倒的に多いが,古墳の北および西の墳端周浬内に転落した,

家型埴輪片が検出され注目された。

〔円筒埴輪〕

いずオしも小片となって検出し,接合による複乖も不可能である。破片の特徴からみて,通常のよ直

輸片が圧倒的に多いが,日 縁が朝顔形に開くものもかなり含んでいる。また「上部でラッ/N°状に開

くまでに一度くびれた形式」の,いわtゆ るB型円筒と呼ばれるものの, くびれ部片も2片検出され

注目された。各部分についての特徴のみ記すこととする (図 30)。

埴輪の胎土は, きめの細かい粘上に石英質の砂粒を含む。焼成は良好で硬い焼きあがりのものが

多いが,中 にややぐすく軟質のものもある。前者は褐色,後者は赤褐色を呈するo

基底部は,下底径13Cm～ 17Cm,下段タガまでの高さ10Cm～ 12Cmの ものが多い。表面は一度刷毛目

が施された上を,へ らで削って仕上げているが,内面は下底におうとつが著しく不整形面を残す。

器壁厚は下底部が最も厚く 2.4Cmに およぶものもあるが,下端から5 Cm～ 6 Cm付近からは, 1.lCm

～ 1.4cmと なって安定するoた ちあがり角度はやや外傾である。

胴部は,部位によって計測値も異なリー定でないが, タガの部分での推径24Cm～ 28Cmの ものが多

いo器壁の厚さは 1.2Cm～ 1.4Cmで ある。タガは最下段のものは,断面形が円弧状を示すものが多

く,指での圧痕がそのまま残り,巾 も不規員」であるが, 2段 日以上のタガは断面形はOtい稜線を有

する台形をしめし,指圧によつて本体に張りつけられているo胴部に通例みられる透子Lは ,円子Lが

ほどんどであるが,中に 1夕1のみ方形子Lが検出された。器表は刷毛目による調整が行なわれている

が,縦横両方向の刷毛目が混じって見受けられるoタ ガの条数および透子Lの個数は不明であるo器

壁のたちあが りは,外傾のものが多い。

日縁部は,朝顔形に大きく外反するものがより多く検出された。日縁径38Cm～ 40CInと なるものも

あるo日縁外反部に段状の稜線をもつものがあり注目される。 B型円筒の日縁とも考えられるが,

明らかでない。B型円筒は破片中に数例,いわゆるくびれ部片を検出することによって,そ の存在

を知る程度であるo    l

<家形lli輪>

墳端部のかなり広い範囲に散見されたものであるが,いずれ,も 同一個体の破片と思われるo切妻

造りの屋根破風,へ ら押iき による網代目,角窓を切った壁等の部分を検出したが,破片数が少なく

原形は不明である。しかし,破片の特徴から推して,力 >な り大型のしっかりしたつくりであること

がうかがえる。また円筒埴輪の円孔部に,へ ら描きによるFL」弧文を付したものが数例検出された。

形象埴輪の器台部の Ll」 能性が強いと思われる。径15m内外の小円墳であるが,3種類の円筒l直輪と

ともに, こうした器材埴輪を供献さしていたのである (図 31)。

- 7F。  _
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第31図 第 3号 墳 形 象 埴 輪

第 2節 内 部 主 体

本古墳の内部主体は,墳頂の平坦部,墳丘盛り土中に直接埋葬された 2主体である。墳丘中心鱗
ン対称点として,八の字形に位置していた。

1.A 主 体

現存古墳中心より若干南東にずれて位置してぃる。墳丘封土の盛りJl中 に設けられた,飛 lil b靱
:装である (図 32,図版18)。

A主体は,古墳の載る丘陵尾根主llilll線 とほぼ平行してっくられ,そ の長 llilll中 心線の方位はゴL131
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東を指す。墳中央から東へ70Cm)南

に50Cm寄 ったところに,主体中心点

をおく。しかし,後述のB主体を合

せて,全体的な配置をみると,墳丘

に対して均衝のとれた位置関係を示

し,当初から複数主体の埋葬が考慮

されていたかのようである。

土壌は,現墳頂より約35Cm掘 りさ

げた時点で,そ の掘 り方上面を発見

した。墳丘封土として盛 りあげた土

中に直接掘 り込んだ素掘 りの上城で

あるo掘 り込みの確認された上面の

プランは,隅丸方形を呈し,長 さ212

Cm,巾 104Cmで ある。縦断面形は上

端の広い台形を呈し,床部はほぼ水

平を保ち,床部長は 177Cmを 測る。

横断面形は上向きの半円形を呈し,

いわゆる割 り竹形本棺の存在を想起

させるものである。掘 り込みのわか

る上端か ら,床中心線までの深さ38

01,地山削平面から床底までの高さ

40Cmを 測るo副葬遺物をはじめ,棺

材,朱の広が り等に関しては,何 も

検出できなかった。

2.B 主 体

ト

レ

卜

Ｐ

/D

/DC＼

第32図 第 5号墳A主体実測図

A主体の北小田部に隣接して,八の字状に斜向してつくられた粘土床であるoA主体の上族掘り

方上面と粘土床のベースは,同一レベルにあり,最 も近接するA主体北東角と,B主体南東角の距

離はわずか16Cmで あるo B主体長莉I中心線の方位はJL54° 西, AB主体斜交角度は 118° である

(図 33図版19)。

B主体の上部構造は不 llJ‐lで あるが,1等色粘土を用いた粘上床であるo粘土床は当初縦 213Cm,横

86Cmの隅丸長方形ベースをもって検出され,その中央に縦 180Clll,横42Cnlほ どの長方形陥没面をみ

せていた。

調査の結果床部は浅く,そ の横断面形は上向きの円弧状を呈し,両側の粘土帯上端からの深さは

9 Cmを測るo縦断面は上向台形で床部はほぼ水平を保ち 168Cmであるoま た粘土上面に残る圧痕で

の巾は,西に広く東に狭い形状を呈していたo西小日45こm,東小日37Cm,平均42C■である。
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このことから,本主体の棺材は割り竹形木棺

の使用が考えられるo円柱形の構を粘土床によ

って安定させ, さらにその四周に巾20Cm～ 30Cm

の同質粘上による帯状の隆起帯を設けた埋葬施

設である。J・llい られた粘上の厚さは床部 5 Cm,

隆起帯部 8 CIn～ 12cmでぁる6

床部横断面に残る粘]L床圧痕カープから,精

径を推計すると,中央部で54Cmと なるo現況で

の粘土床底面から現墳頂までの深さは,約 35Cm

であるo径 50cmを越える棺が用いられたとすれ

ば,構は直接現墳丘上に露呈することになる。

このことからも,現墳丘はかなりの流土による

墳高機下を物語るのである。

本主体に伴なう蘭」葬遺物として,北粘土帯上

ifliに接して,直フ」1点が検出された。粘土床圧

痕外法にほとんど接して,それと平行に置かれ

ているo圧疲との間隔は2 Cmである。粘土床巾

の広い西小日を被葬者の頭位とすると,左体側

にあたる部分である。柄をほぼ中央,切先を東

小甲に,刃部を外に向けていた。出土状況は原

位置を保つように見受けられたが,棺外百」葬の

lm

第33図 第 5号墳B主体実測図

ものか,棺の腐朽に伴なって落下したものかどうか確証は得られなかった。

第3節 出 土 遺 物

本古墳の副葬遺物はきわめて少ない。内部主体出土品は, B主体出上の直刀 1点のみである。他
に墳端南周濠底から,転落した埴輪片とともに紡錘車状の鉄製品1点が発見さイlた。なお今まで記
述しなかったが,墳丘封土中から弥生式土器片が遊離検出されたが,これ′は後章で述べる土壌墓群
との関連が強いと思われるめで,本稿での記述は省略する。

画フ」(図 34)

B主体発見の直刀である。銹化した身部のみの検中で,切先部の一部を欠損しているが他の保懇
犬態は良好である。刀身表面の銹部に本質痕を部分的に認め, もとは輸に納めた状態での埋葬と彎
彊られる。

細身の刀身で,現存長88Cmを測る:も と90cm内外のものと推定される。現存刀身長72.4Cm,茎臨
115.4Cmを測る。                       ・

刀身のつくりは, いゎゅる平造りと称せられるもので, 鍋をもたない。刀背は角背の手法によ
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.る 。したが ってその横断面は二等辺三角‐形状を呈するo刀身部の巾は切先

に近い部分で 2.2Cm,関 に近い部分で 2.6Cm,背厚は平均0.75Cmを 測る。

刃関は直角に段をもってつくられているが背関はなく,刀背と茎とは直

線となっているo茎は背部がやや厚 く,刃側の薄い横断面台形をなす。茎

巾2:15Cm,茎背 0。 75Cm,刃 側 O.5Cmを測るo茎部に目釘穴 27Lがあけられ

ている。目釘穴の位置は茎部から, 7.3Cmと 11.7Cmの ところであるo

l 紡錘車状鉄器 (図 35)

墳丘南裾の周湊底から,埴輪片 とともに出土したものである。直径 4.8

Cm,厚 さ0.3Cmの 円形の鉄板の中心に,径0.4 Cm内 外の円棒を重直に通した

鉄製器具である。円形鉄板は下面はとつレンズ状にやや曲面をみせ,上方

縁部に 2か所鋲頭の痕跡 らしい跡を残しているが,検出か所 もかたより,

また裏面にまで通っていないため,詳細は不明であ

るo一見して紡錘車を連想させるが,貫孔を目的と

したドリル等のぶ りごまの可能性 もある。:

墳外周漫底での遊離出土で,直接本古墳に伴なう

ものかどうかの確実性にも欠けるが,鍛造の手法 ,

埴輪片との伴出関係等から推して,一応本古墳にと

もなう時期のものとしてとりあつかった。   |

第 4節 古墳の築成 と時期

本古墳は発掘調査の結果,後章で述べる弥生式時

代の方形台状墓と同一立地に複合し,そ の高まりを
|1    

利用して構築された円墳であった。方形台状墓の各

第35図

 襲彗
車 1大  土壊の掘 り込みの線は,台状墓上面の地山削平面に

明瞭に遣存し,古墳築成のために削られるようなこ

とはなかったと思われる。墳丘断面の現存地山上面から約35CIn上方に,巾

10Clll～ 20CInのベル ト状を示す有機上層が検出された。この土Felが ,方形台

状墓当時の表土屈であるのかどうかは不明である。この有機質IL層は東西

7.5m,南 北 8.5mの径をもつ楕円形の面となって広が り,本古墳築成の

或る一時期を物語ることは確実である。

1古
墳の封土は, この有機質上を包み込むような形で盛られてお り,地 山

上面か らの高さ約80Cmに ,A主体土城掘 り込み上面の線,およびB主体床

面をおいている。A主体床部は, この有機質上を切 り込んでつくられてお

り,棺 を置いて封上を盛るのではなく,少なくとも,掘 り込み線の確認さ

れた,地山面上80Cmま で盛られた封上を,再び掘りおろしたと考えるのが

妥当のようである。       i
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A・ B両主体の前後関係であるが, その場所が現封土表面に近く, 本根などの影響で土層力∫議

れ,断面観察では切り込みの線などを確認できなかったoしたがって両者の埋葬順位については覇

らかでない。感覚的には主体床部の低いA主体,次いでその埋葬位置の記憶が明確な時期にB主様

力i埋多Fさ れたと考えられるが,あ るいは同時埋葬の可能性もあるのであるo

古墳築造の年代についても明確にはできない。築造年代を知るための手がかりとなる伴出遺勁

は,B主体出土の直刀と,家形の器材埴輪を含む埴輪片のみである。それらの特徴および古墳の立
地,墳丘,内部主体構造等からみて,後期古墳といえる材料は何一つもたない。当団地内他古拭と

の比較検討からみて,前期古墳それも5世紀代の所産と考えられるo

第5章 四 辻 土 墳 墓 群

第 1節 遺跡の発見と概況

四辻古墳群第 5号墳の内部主体調査を終わり,ついで墳丘断面観察をするために,墳中央で十文
字に交わるトレンチを設けて発掘した。ところが,現墳頂から約 1.2m掘 りおろしたところで,蠅
山上面に達したが,さ らにそこから掘り込む土壊群が存在するのを発見したのである (図129)。

トレンチの断面観察によると,こ れらの上壊は,地山を削平整地してつくりだした,台状部上爾
の平坦部に掘り込まれていた。第 5号墳は,台状墓の高まりをそのまま利用して,その直上に重鑽
して営造されていたのである。したがって調査は,古墳封土を排土しての台状墓全域の検出作業議ヽ
ら着手した。

調査の結果,本遺跡は弥生式時代の方形台状墓であることがわかった。南北にのびる丘陵頂の導
坦部肩の自然地形の高まりを利用して構築されたものであるo地山を削平整地して方形の台状部を
つくりだし,丘陵尾根にあたる南北の墳端は,丘陵主軸に直交する溝を掘って,そ の高まりと幅熙
を1曽大させている。

台状墓の裾は,後の円墳築成の際に四隅を削られ,隅丸方形のプランをみせているが,上画平壌
部および斜面稜線等に,方形台状墓の面影を残し,原形を推定することができた。東西14.lm,麟
北14.2mを測り,ほぼ正方形の方形台状墓である。上面平坦部は土装埋葬その他の影響でかなり時
地層変化も考えられ,若干の舌Lれをみせているが , 一辺1l mの 方形の面をもつ。高さは埋葬後の観
土の程度等不明の点が多いが,現状で確認できる地山上面までの高さ,南溝底から60Cm,横の位畿
となる東西裾部から約 lmを測る (図 39り 。

埋葬施設は,地山肖J平面から直接掘り込まれた土壌墓22基 ,土器棺 l基の計23主体である。上鞭
は第 1主体のみの例外を除いて,丘陵尾根と直交する形状で,相接して営なまれていた。丘陵■i轍
線を境に東に8主体,西に14主体の2グループに分けられる。
発掘調査はさらに,方形台状墓周辺地域についても拡大して行なった。台状墓のゴL側は トレン艦
調査,南 ア`坦部は トレンチおよび,4m× 4m,50Cm畦 のグリット調査がそィl′でぁる (図 37)。 そ備
浩果台状墓の北側に土装墓17主体,土器棺 2主体の計19主体,南で土嬢墓31主体を検出したので轟
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第36図  四辻土壊墓群調査前地形図
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る。

したがって本遺跡は,一辺14m,

高さ約 lmの方形台状墓を中心とし

て,そ の南―JL丘陵頂一帯に多数の土

壌墓群を有する,弥生式時代の襲
聾
;

迪跡なのであるo埋葬施設は計73主

体を数え,遺跡範囲は東西16m:南

ゴb82mに およメt(図 38)。

各遣構整I里の都合上,こ の上壊墓

群をA・ BOCの 3地区に分けて呼

称することとしたoすなわち,台状

墓の北側尾根上19主体をA地区,方

形台状基23主体をB地区j南丘陵頂

平坦部31主体をC地区としたoま た

各土壌については,A地区からの通

し番号・で表わすこととしたo

A・ BoCの 3地区は,それぞれ

地区ごとに特徴をもつ。

A地区は,北 に下降する巾狭な馬

の背尾根稜線周辺に営 造 されて い

る。遺F/1iの範囲は南北17mを測る。

方形台状墓に近い第 1土 族 の ほか

は,すべて尾根主軸に直交して地 lll

に直接掘 り込んだ土壊墓である。土

壊の掘り方は,他のB・ C地区にく

らべて粗雑であり,やや/」N形のもの

が多い。掘り方プランは隅丸長 方

形 ,ま たは長橋円形を示し:不可も

水平面をもたないものが多い。輌如 、ヽ

日に溝をもたず枕石を置くものが多

い。土嫉直上に置かれた石が,精の

腐朽に伴なって陥没転下したと思わ

れる状態で,土壌掘り方内の上中に

検出される例が 6例 もあり注目され

た。供献物と考えられる上器等の遺

物の検出は少なかった。明らかに王

Ｕ
巫

国⑩

卜

θb倉
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第o7図 四辻土墳墓群発掘区
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第38図  四辻土壕墓群配置図
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装に伴なう供献の行なわれたと推定できるものは,第 1土壊床面出上の玉類,第 2土壊掘り方内出

土の土器 (酒津併行),第 14・ 15土装内検出の土器 (前山Ⅱ併行)のみであるoいずれも個体数は
少ない。また土器棺に使用されたと考えられるものは,地山上面にまでその掘り方が達せず,編年

形式も,いゎゆる上東 I式 と呼ばれる時期のもので,土壊埋葬とは時期を別にしての埋葬と推定さ

れる。

B地区は,方形台状墓上面の平坦部地山に直接掘 り込まれた土装群であるo台状墓の南北中心線

を境 にして,そ の東西に 2つ のグループを形成 して埋葬 されているo築成当初か ら計画的に配置 さ

れた埋葬のようであるo他の地区にくらべて,大型のそれも整然とした土壌が多い。床面も水平に

保たれ,両小田部に小日板の存在を思わせる溝を有するものが11例検出され注目された。また床面

に枕石をもつものは8例ある。土嫉墓埋葬後その被土の直上,ま たは掘 り方縁辺に供献された土器

を伴なうものが10例検出され個体数も多い。これらの土器は,いずれも弥生式時代中期中業から後

半に比定される,前山Ⅱ式の時期に併行するものであるo土器棺は,後期初頭のもので地山面を若

干切 り込んだ形状で検出したが,多 くの土壊墓群より後出のものと思われる。

Cl山区は,検出土壊数31主体と最も多いが,遺跡範囲も亀甲形の丘陵頂平坦部全域にわたり15m

×48mと 広く,その配置は前 2者にくらべてまばらである。土墳の向きも,尾根主軸および等高線

に沿って平行または直交とまとまりを欠く,土墳の掘り込みも地山上面からはじまるもの, そ の

上方の有機上層からはじまり,地山上面でとまるもの,両者にまたがるもの等さまざまである。床

面施設についても小口溝をもつもの,枕石をもつもの,無施設素掘りなどまとまりがない。しかし

台状墓に近い北半の上壊は,床面も平らで小口溝を有し,伴出土器も前山Ⅱ式を検出し,B地区と
ほぼ同様の埋葬形態を示す。一方南端に近い土壊は,掘 りこみの深さも浅く不整然となり,特に59
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～63土波では酒津併行期と思われる手づくね土器を多数伴出するoなおC地区の北東肩部で,等高

線に沿って約ll.5mにわたり,段状の切り込み稜線が検出され,列石状の石組み数個を認めたがそ

れ以上のことは不明である。

第 2節 各土墳・土器棺素描

個々の各土族の計測値については表 4に一覧表で,ま たその配置関係については図38に示してい

るので,こ こでは割愛して,各遺構の特徴のみを記すこととするoなお遺構番号は原則として,配

置の順序に従って付したが,なかには発見がおくれる等のため,若干の乱れを生じた。遺構番号を

整理訂正する時間的余力がなく,今回の報告では調査時の番号をそのまま用いた。 したがって配麟

の順に記述をすすめると,通 し番号と異なる記述llkと なる部分を生じ,多少の混乱をみせることと

なった。初めに記してお許しを願いたい。

1.A地 区 (北の尾根グループ)

第 1土壊 (図 40)
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第 2土壌 (図 42)

尾根稜線にその東小口をおいて,直交

する形に直接地山に掘 り込まれた土抜で

ある。掘 り込み線の確認できる地山上面

および床面ともに,小口部は外ふくらみ
の円弧状を呈する長方形であるが,形状

第40図 第 1土 壌 実 測 図
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はやや粗雑である。床面はほぼ平 らな面をもつが,西小日に比して東小国が約 8 Cm低 く傾斜してい

るo土壊内東半部に 4個の山礫が検出されるけれども,枕石のように意識的に置かれたものではな

い。土城上に置かれたものが棺の腐朽に伴なって,転落した形態を示しているo土墳北倶1壁中央部

の掘 り込み部に高不脚 1お よび埋土中に土器片 3個体分を検出したが, いずれも酒津式併行のもの

であるo出 土状況か らみて,本土城 との伴出関係が強い。

第17土壊 (図 41)

第 2土城の北に近接して,それと併行 して掘られた小土娘であるo両者の中心線間の距離は57Cm

であるo隅丸方形のプランを示すが ,掘 り方は粗雑であるo床面の埋葬施設,伴 出遺物ともに検 lL4

しなかった。

Aヽ
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ト
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第41図 第 17土 境 実 漫I図

第 3土墳

第 2土壊の西約70Clnに ,第 2土装と直列状に並んで位置するo上墳中心で尾根主軸より約 4m離

れ, 100分 の23と かなりの傾斜面に立1也 しているoしたがって床面もその影響を受けてか,東小日

にくらべて西小口では約22Cm低 くなっているが,全体としては平らな面を有する。掘り方のプラン

はやや不整形な長構円を示し,素掘 りの埋葬施設であるo東小日に近い埋土中に, 3個の山石が検

出され注目された。いずれも10Cm大から15Cln大の属平な割り石で,床面上方約 8 Cm～ 13CIllに浮いた

形で発見されたが,土壌中心線上に直列して発見された。枕石のように床面施設として意識的にそ

の場に置かれ,た ものではないにしても,墓標的な意味か何かの目的で,上墳被上の上に織かれてい

た可能性を示すものではなかろうか。

第 4土壌

第 2土城および第 31L城の中間の真北に位置するo両者の中心線間の距離は約 1.5mで ぁるo掘

Ｌ
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ず

Ｌ

Ｆ

-87 -



り方上IIiお よび床面とも,両小日は円弧状の長方形を示すが床面は水平につくられているo南側 |こ

約 5 Cm高いベルト状の段をもち注目された。東小口に2個 ,西小口に3個の山石を検出したが,い

ずれも転落したもので,床面上約 8 Cmに浮いていた。

第 5土壊

尾根稜線を対称軸とすると, 第 4土壌とちようど対応する立地をしめるo第 4土壊との距離約
3.2mを 測る。掘り方の平面,断面ともに歪みをもち不整形であるo西小田部床面に接して,10CnL

大の山石 2個を検出したが,枕石ではない。

第 6土披

第 6土嬢から第 8土墳までの 3土装は,尾根稜線上に,それと直交して存在するが,五にその掘

り方は切り合っている。そしてさらに第 6土城と第 7土壊の切り合い部の直上に土器棺 (K2)力ゞ

後から埋葬されているo

第 6土族はこれらのうちで, 最も南に位置し東にずれている。 したがって第 6土族の西小田部
は,第 7土墳の南狽I壁中央部にあたり,第 7土城によって,北西部の約 3分の 1を切 り込まれてい

る。

上壌の地山掘り込みは約 8 Cmと 浅く,第 7土娠との床面比高は20Cmを 測る。平面プランは,掘 り
方,床面ともに楕円形とな りやや小形である。床面は水平であるが全形は不明。東小口に10Cm大 の

山石が 1個検出される。

第 7土城

第 6土装の西北部を大きく切り込み,さ らに北側壁は第 8土墳と切 り合う土城である。互に切り
合っているため原形は明確ではないが,長方形プランをしめすと推定される。床面もほぼ水平な面
を保ら,整然とつくられているo掘 り方上面での長径 261Cmを 測 り,A地区内では最大の規模のも
のである。掘り方上面とほぼ同レベルの土壊中央部に,25CIn× 35Cm大の山石が検出された。床面か

ら石材下面までの比高は約25CInを 測る。さらに西小甲北隅の床に18Cm角 の切 り石 1個が存在した力ゞ
枕石ではない。ともに埋葬施設に直接伴なうものかどうかは不明であるが, この地には自然に存在
しない石材である。

第 8土抜

第 7土族の北に接して,平行に掘られた同巧同大の土墳である。床面のAL~接の切り合いは認めら
れないが,側壁が切られ,壁の立ちあがりは約 3 Cm程度しか遺存していなかった。床面は第 7土嬢
にくらべて約 5 cm低 い。一見して第 7土壌と第 8土嫉は,共通の掘り方内埋葬の感すらするほどで
あつたo床面は長方形で水平な面を保つ。

第 9土装

磁

遡

翻
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第 8土装の南約 lmに位置するが,第 10土壊,第 11土躾と相接して尾根稜線上にそれと直交して

掘り込まれているo掘 り方上面,床面ともに小田部は円弧状の長方形プランを示すo地山掘り込み

は比較的浅く平均20mであるが,床面はほぼ水平を保ち平らな面をもっているo

第10土装

第 9土壊の南に接して,それと平行に掘り込まれている。その間の距離は18Cmを測るが,やや東

にずれ,第 9土装の東小口壁が本土族の中央部になっている。掘り方,形状とも第 9土装と同巧の

ものであるが,床面の東小日中心線上に枕石一対を置いているo

第11土族

第10土壊の西小日部の北28側に,その東小口部をおいて掘り込まれている。前の2土壌とはぽ同

巧のものであるが,長径 173CInと ゃや小形で,掘 り込みの深さも浅い。床面はほぼ平らである力ゞ枕
石等の検出物は皆無である。

第12土壊

第11土装の北約 1.3mに ,第 13土装と直列状に並んで位置する。尾根主軸線を境にして,東に雛
12土装,西に第13土装が位置し,長軸線はともに尾根稜線に画交する。丘陵尾根自体力ゞすでにかな
りの下降傾斜をみせ,さ らに尾根巾もやせて狭い。そのためか土装掘り方も確認できる限りでは浅
く粗雑である。掘り込みの壁面もその横断面形は上広がりの台形を呈し,地形の高い南と,低いlL
壁とではlocln以上の差をみせる。床面も地山の低い東小日の方が西小口に較べて10cnl低 く傾斜面と
なり不整然である。素掘りの土装で,床面施設は何も検出しなかった。

第13土装

第12土旗の西に直列状に並らぶ素掘りの土装である。長径 134Cmと 小形の土壊で壁高も浅い。1地
山の高い南壁での深さ21cmでぁるが,反対の北壁では 5 Cmで ある。枕石等もたず粗雑な掘り方であ
るが,床面は水平な面を保つ。

第14土装

本土紫群中最Jし端に位置する。馬の背尾根の稜線から約2m東によったところに西小日をおい
て,尾根に直交して掘られている。したがって現地は東に下降する斜面となり,西小日では地山掘
り込みの壁高20mを測るが,東小日は床面高がそのまま地山■面となり,壁の立ちあが りは確認で
きなかった。床面もほぼ平らな面はもつものの,地山?低い東小日で,西小日に較らべて約10Cm低
く傾斜面となっている。西小日床上に20011大 の角石2個が検出されたが,出土状況から難して,輸
落石と見受けられるo掘 り方埋土おょびその周辺から土器片3点 を発見したが,編年形式はそオiゼ
れ異なり,本土墳に直接伴なうものかどうかは不明である。
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、第15土壊  .

I第 14土1墳の南約 lmに ,それと平行に掘られているo第14土墳同様尾根稜線より離れ,東面する

斜面に位置するため,壁高も一定でない。1地山そのものに山礫を多く含み土族の検出も困難な状態

でぁった。掘り込みの状況も粗雑である。床面も地山の低い東小日は,西小口にくらべて16Cmも 低

くかなりの傾斜をみせ,そ の横断面も拠物線をえがく。土墳埋土および床面に数個の角礫を検出し

たが,本土墳の場合はそれが意識的なものかどうかは不明であるo掘 り方土
'中
から土器片 4個体分

を検出したo弥生式時代中期末年後期初頭のものであるo

第16土墳、         |

第13土墳の北約90Cm,,丘 陵尾根稜線上に,それと直交して位置するo平面形は長方形,断面形は

縦横とも[に上広がりの浅い台形を示し,床面もほぼ水平に掘られている。床面の西小口中心線上に

山石 4個 を用いた枕石 l対が置かれているo

土器棺K2

第 7土墳の南側壁に接するように,同

土墳掘 り込みの中から検出された。そこ
~I

は第 7土墳東小口掘 り込み 線から約6o

cm,第 6土墳の床面西小口にあたる場所

であるo

土器は,そ の場所で土圧によって破砕

した状態の一括破片甕 1:個体分である。

横倒しにした状態で下半分のみが残存し

ていた。口縁部を東に向け,そ の主軸線

の方向は第 7土墳と一致する。現況の土

器下端となる胴部は,第 6土墳床面下16

Cm,第 7土墳床面上方10Cmに あって,そ

の出土位置だけからみると,第 7土墳葬

送に伴なうようにみえるぎしかしこの土

器の周辺には掘 り込み線が認められ,小

土墳内に置かれたものである。iしたがつ

て本土器は,第 7土墳埋葬後 の あ る時

期,同立地に小土墳を掘って埋納した土

器棺と考えるのがより妥当と思われるo

土器棺K3

第12土墳の北側壁掘 り方に接して,現

lm
i      l

―- 9■ ―一

第43図 第16土境実測図



地山上面よりさらに外法 7 Cmに基底部を置く,壺形土器の破片であるoそ こは現地形地表面よりの

深さ約13Cmと 浅い6土器は底部のみが残存し,それも土圧によって破片となっていた。第12土娘葬

送に伴なう供献物との考えもあるが
'先
に報告した便木山遺跡では,こ れと同一状況で検出した土

器底に玉類が発見された例もあり,一応土器棺として扱かったo

2. B地区 (方形台状墓グループ)

本土装群の中心である方形台状墓に掘り込まれた土壌墓群23主体である。Al也区にくらべて整然

と掘られ,床面も水平でしっかりしている。配置の状況から台状部南北中心線を中心とした西のダ

ループと,台状平坦部東肩を中心とした東グループの2つ に分けられるoと もにその中央に大形二L

墳をもら注目されるoま た葬送に際して供献されたと考えられる土器を伴出するものが多い。ここ

では土壊番号のllAF序 にはこだわらないで,西グループの北端から南へ,つ いで東グループ北端へと,

配置の順に記述をすすめたい。

第21土壌 (図 45図版23)

西グループの北端に位置する土墳で

あるoそ こは,台状墓頂平坦部の北辺

にあたり,土旋はその斜面にまたがっ

ているoま た台状墓南JL中心線より約

60Cm西 に位置する。掘 り方および床面

とも,lllu丸方形のプランを示し,長 1咄

は丘陵尾根と平行におく。掘 り方上面

での長径 145Cmと 小形な土壊であるo

台状墓肩に立地するため地形の高い南

小日壁の高さは25Cmを測るが,北小口

雖では約 6 Cmと なっているo床面は水

平な面を保ち整然とつくられている。

床面南小日壁に沿って浅い小日溝 1を

有し,長 ililt床面上の南小日壁から30Cnl

に,山石による枕石 l対を置 いて い

る。

第22土壌 (図 44)

第21土壌の南小日掘 り込 み に接 し

て,南側掘 り方をおいて,鍵の手状に

掘 られている。両者の間に畦状に残る

地山_li面 巾は15Cmである。 したが っ
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第44図  第22土壌実測図
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て,本土壊の長 1油 は尾根稜線に直交するo土族の掘 り込みは地山上面からはじまるが,西小日では

地形が低くなるため,束小日壁高25Cm,西小日壁高 7 Cmと なるoし かし床面は水平面を保ち,東西

両小日床に山石による桃石各 l対を検出注目された。両枕石は長軸中心線からお
たがいに反対に少

しずらし,差違えに2遺体埋葬を物語るかのようであるo

算24土城

第21土壊の南に接して,それとT字形に掘られた土壊であるo両者の間に畦状に残る地山上面の

巾は15CInであるo土城の掘り込みは地山上面からはじまり,長方形プランをもって整然とつくられ

ているo床面は水平を保ち, 東西の両小日に溝をもつo溝は小日壁に沿って掘られ, 巾は8～■4

cII,深 さ約12Cmを測るoその横断面形は上向きの台形状を呈する。したがつて床面長は全長で ■83

mを測るが,小口溝間での床面長は 157Cmと なる。床面の一部に僅かではあるが,朱の広がりが言認

められるo

本土城の西小獄,南側壁掘り方外方に30cmの山石 1個 ,お よび東小口床面上約10Cmの埋土中に ,

こぶし大の出礫 2 4hHが検出されたoま た上装埋土可1に遊離した状態で弥生式土器片 4点が検出され

たが,いずれも小片で,直接本土城の埋葬に伴なうものかどうかは不明であるo

第25:L城

餌j24土城の南約18mに第26上壊がそれと平行して位置し,そ の東に直列状に本土城があるo第26

1L毅によって本上壌の西小日は床の一部を含めて切られているo長方形プランをもって掘られて い

るが,地山上面からの深さは約15Cmと さして深くない。第26土嫉床面よりも7 Cm高位である。横 断

面は中心の深い円弧状を示すが, 壁の立ちあがりはやや外傾の直線であるo しかし縦断面は台形

で,床面は水平を保つ。掘り方内埋土中の,東小口に近く3個の山石が検出された。そのうち2欄

は長鞭1中心線上に対称的に並び,一見枕石状をみせているが,床面の上方約10Cm浮 いており,残 る

1個 とともに転落石と考えられるo

第26土墳              ‐

第25土数の西小口を切って位置する。掘り方プランは,両小田部が外ふくらみの円弧状の長方形

である。西小田部に巾16m,深 さ8 Cmの小日溝 1を もつ。床面はほぼ水平を保つが,横断面では 中

心部がやや低くなっている。西小日溝から東へ約46Cm,長軸中心線より南15Cm,床面上方約12CInに

鉄鏃 1点 を検出した。本土壊群中唯一の鉄製品遺物であるoま た東小日から約65Cmのほぼ中心線 上

の,地山上面掘り方とほぼ同レベルに,15Cln×
'ocln大

の罵平な山石 1個 と, こぶし大山石 1個の言十

2個の石材が検出された。                             1

第27土壊

算j22土壌の南約35Cm,第 24,第26,第28土壊等に囲まれるような位置に掘られた不整形な土漿で
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あるoその断面形も不整形で,一定の平面をもたない。本土壊群中他にこのような不整形な形状の

土墳墓は見当らず,あ るいは埋葬施設でないかも知れない。しかし,削平された地山上面から明ら

かに掘 り降ろされ,最深部では45Cmに もおよぶ。複数土壌の切り合いも考えられ,こ こでは一応土

壊としてとりあつかった。

第28土装

第26土壊に接して,それと平行に掘られているが,全体がやや西に寄っている。長方形プランを

もって整然と掘られた大形の上壊で,長径 244Cm,巾 100Cln,深 さ32Cmを測る。断面形は縦横とも

に上広が りの台形状を呈し,床面も水平な面を保つ。床面西小口に枕石 l対 をもつが,長軸中心線

よりもゴしに扁している。床面の巾80Cmか ら推して複数埋葬も考えられる。枕石直上にあたる土疲掘

り方内の地山上面と同レベルに,完形の増 1 4El体の他,土壊中央付近の埋土中に弥生式土器高郊 ,

壷など計 5個体分の上器片が検出され注目された。これらの土器は,本土墳葬送に際して,その埋

上の直上に置かれていた可能性が強い。さらに土器片とともに転石 lがその近くで発見された。

第29土装

第28土城の西小口壁に接して,そ の西

方にT字形につくらね′ているoし たがつ

てその向きは,尾根稜線に対して平行で

あるo地山面の掘 り込みはきわめて浅 く

約 5 Cmを測るのみである。地 山上 面 に

直接床を置いていたといって よ い ほ ど

で,その形状は,A地区第 1土壌に類似

するo床面はほぼ水平な面を保ち,南小

日から23Cmの長軸中心線上に枕石 1対を

もつ o

第30土城

第28土壊のすぐ南に隣接して,それ と

平行に掘 られているo方形台状墓の中心

にあたる位置を占め,その大きさも長径

260Cm,巾 165Cm,深 さ51Cmと 本土族群中

最大の規模をもつo本土壊の西小「Ilを第

31土墳,第 32土渡が切 り合い,ま た南側

壁中央部では土器棺 (Kl)が ,そ の一

Ｉ

雄
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部 を切らて設けられているoそ のため掘 り方

プ ランはかなりの乱れをみせて い る。 しか

し,原形は長方形のプランをもち,整然と掘

られた土娘と推定されるo断面形は縦横とも

台形を示 し,床面は水平な面をもつ。床面の

埋葬施設は,西小田部を他の土娘で切られて

いるため,そ の部分は不明であるが,遺存す

る限 りでは何も認められなかったo北側壁に

接 して,棺 の側朽に伴なって転落した状態を

示す完形の台付壺が 1点 と,他に弥生式土器

片数点力
'検
出されたo台付壺は床面より29Cm

上 にある。おそらく本土族埋葬に伴なって ,

その埋上の直上に置かれていたものと思われ

るo ト

第31土壌

第30土城の西小日壁を切って,そ の西方に

掘 られた小形の上墳であるo掘 り方の形状か

ら,第 30土壊より後出のものと思われる。

床面は,縦方向には水平面をもつが,そ の

横断面はり山物線を示す。床面に枕石 1対 を検出したo

第47図  第29土壇実測図

第32土壌

第31土墳の南に隣接して,第 30土壊西小口を切った小土疲であるo五 に切り合っているため,現

況は不整形であるが, もとは長方形プランをもつものと推定されるo第 31土墳とほぼ同巧同大のも

ので,西小口に枕石 l対を有するo

第18土妹 (上器棺Kl)

第30土装の南側壁上端を■部切って,その南に掘られた小土娘であるo壺 を利用した土器棺Kl

を埋納するために掘られたもので,そ の形状も土器の形に合せて,楕円形である。長径70Cm,短径

54Cm,深 さ35Cmを測るo土器棺に用いられた壷は,底部を東南において,横倒しよりやや口縁を上

にした程度の形で埋納されていた。その上方は地山削平面より_L方 に露呈し,国縁部および肩部の

上方を欠損していた。弥生式後期初頭の壺である。蓋に用いられた土器は検出されなかった。おそ

らくは, 地山上面よりももっと高い位置から堀り込まれたものと考えられる。なお掘り方内および

周辺か ら,高不片 2個体分,現12個体分の小片を検‖1したが,いずれも中期中葉～後半の特徴をも

ち本Ji器 棺に先行する。いずれも直接本土城に伴なうものかどうか不明である (図版30)。

ｍｒ

ｌ

‐

卜

‐

‐

」
ｏ

上 にュ

鍋

―- 96 =一



第38土城

第30土墳の南約 lm離れて,それと平行して掘られている。掘り方上面および床面ともに隅九方

形に整然と掘られ,床 も水平な面を保つ。床の東西の両小日に溝をもち,7毒間床面の内法長は 157

Cmを測るo溝 の巾は10Cm～ 12Cm,深 さはllCmで ,そ の横断面は台形である。土壌掘り方の南東隅,

地山削平面から埋土上方にかけて,高不,靖を主体とした弥生式土器が,す括して小日|の ように盛

られた状態で検出された。土器群の最高位は地山肖1平面より約30Cmと 高く土城上被上の厚さを暗示

するかのようであったoいずれも破片となっていたが,確認個体数は9個体であるo葬送に際して

土城被上の上に供献されたものと思われるo

Aヽ

第48図 第 38± 1褒 実 測 図

第39土城

第38土壊の南東隅に接して,そ こから南に向いた土族であるoしたがつて尾根稜線
に対して平行

する6東南角を第40土壕と一部切 り合い,L字形をみせているo台状墓上平坦部の南端に
あたり,

土墳の南半はすでに斜面にかかつているoし たがつて地形の高いゴヒ小口壁は
20Cmと 深さを測るが ,

南小日での壁の立ちあが りは確認できない状況であ
つたo掘 り方の形状も不整形でやや粗雑であ

るo床面 に斜交して,段深い掘 り込みが見受けられ,あ るいは 2土壊の複合か
とも考えられたが ,

明らかにで きなかった o

第40上墳

第39土城の南東角と本土墳西JL角 を切 り合うているo第 38土城
と平行し, その間の距離 1.5mで

N
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あるo長方形に整然と掘られ床面両小口に溝をもつo溝間の内法長は 147Cmで ある。第38土墳とぉ

なじく斜面にあるため,南小日では床面高が直接地山上面と同レベルとなり壁は検出できず,溝の

存在でその規模を知り得る程度である。

―E― Z可

第23土装 (図 50図版23)

本方形台状墓頂平坦部の東半から台斜面にかけて,そ

の東稜線を直交して切る形で,8基の土装がit列 し,一

つのグールプを形成しているo

第23土装はその最北に位置する,長径 115Cm,巾 65Cm

の小形の土壊である。長方形プランをもって整然と掘り

込まれているが平坦部肩から斜面にかけて設けられてい

るため,傾斜面に直角に掘 り込んだ溝状の感 じを与 え

る。床面両小 lEIに溝をもつ。土壌規模が小さいため溝間

内法床面長は54Cmと 小さい。溝の断面形は台形に整然と

掘られ,13Cmと 深い。枕石等の施設は検出され なか っ

た。
第49図 第23土士廣実測図

第19土駿

第23土装の南に隣接してつくられている。 隅丸長方形の プランを示し,床面 もほぼ水平である

が,掘 り込みはきわめて浅く,第23土壊との床面比高約20clnを 測るoこ のグループの各土城は,小

口溝を有するのが通例であるが,本土城のみそれをもたない。

第33土壊

第19土墳の南約60Cmに ,それと平行して掘られている大形の上壊である。本土装東小口には直列

状に連なって第20土壊が掘られ,小日壁は切られているo南北の側壁は両者を通して直線状をなし

長大な共通土装の感じさえする。平坦部肩から斜面にかけて,それと直交しているため,西小口壁

は60Clnと深いが, 地形の低い東小 l_4では約25Clnと 浅い。 しかし上壊は長方形プランで 整然と掘ら
れ:床面も水平な面を保つ。床面両小日に溝を有し,そ の内法長は 148Cmを測るo北側壁に沿って

上から落ち込んだ状態で,壁 に張 りついた高杯等の一括上器片および,東小日床面付近で も土器片
を検出した。 この両者の土器片は, 後の整理作業においてたがいに接合できるものもあり, もと
は,土壊上に一括供献されていたものと思われるo破片から推定される個体数は 5個体である。地

山掘 り込み上面と同レベル,土族長軸中心線上に扁平な割 り石 1個が置かれている。

第20土墳

第33二L嫉 と同一掘 り方の形状をみせて,その東に直列状に連続する土装であるo床面 も第33土波
と同レベルにつくられ,西小田部に溝を残す。第33土装東小口溝との距離は19cmで ある。台状墓東
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第51図 第 20土 壌 実 測 図

斜面に立地するため,床面の東半部は現地山上面より高位となって消滅し, 現時点では不 明で あ

る。西小口部溝付近に一括土器片および転石 1を検出した。

第34土壊

第33土壊の南約50Cm離れて,それと平行につくらオ1`て いるo本台状墓東西中心線上にあり,西グ

ループの中心土数第30土鍍と対応する場所にあたるo長径 260Cm,巾 133Cllと 東グループ最大の規

模をもつ。掘 り込みの深さも大きく,地形の高い西小日壁では75C■ lを測るo長方形に整然と掘られ

床面も水平な面をもつ。東西両小日に溝をもち,そ の内法長は 150Cmで あるo溝の巾は上面掘り込

み線で18Cln,底部巾10CIn,深 さ10～ 16Cmを 測り,そ の横断面形は台形を示す。西小日壁,および南

側壁の一部に,地山上面掘 り込み線から壁中間部にかけて,上から崩れ落ちた状態での一括土器片

が検出された。破片整理後の推定では,高不を含む弥生式上器 6個体分である。

第35土装

第34土装の南約70Cmにそれと平行に位置する。長方形プランをもって整然と掘られた土壊である。

床面 も水平な面をもち,西小日に溝をもつ。西小日壁部上方に,一部上山山上面にまたがって,高坪

が数個体積み重ねられた状態で検出され注目された。完形の上器を土壌埋上の縁辺に一括して置い

た ものが,土圧等によってその位置で破砕した状態を示している。後の検討の結果,こ れらの土器

は高不 4を含む弥生式上器 7個体分であった。また本土装においても,上壊掘 り方上面,長軸巾心
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線上に,扁平な山石 1個が検出された。

第36土壊

第35土装の東小日の南約50Cmに西小口をおいて, それと平行して位置するo長方形のプランをも

って整然と掘られているが,台状墓斜面のため,東小口床面は,現地山上面とほとんど同レベルと

な り, 掘 り込みは認められないほどである。それに対して地形の高い西小日掘 り込みは 40Crnと 深

い。床面はほぼ水平につくられ両小日に溝をもつ。さらに西小日中心線上に枕石状の山石 l対 (2

41Lqi)を もつが,床面より約 3 Cm高位に浮いており,転落石の可能性もあるo西小日掘り方上面から

床上にかけて,壁 にそって崩れ込んだ一括土器片が検出された。高不 4を含む計 7個体分の破片で

あるo

第37土城

第36土城の南約60Cmに ,それと平行して掘られているo本グループ南端につくられた土渡で,一

部は南斜面にかかっているo掘 り方形状とも,第 36土墳とほぼ同巧同大である。床面両小口に溝を

もつ。西小口南壁角に掘り込み量の中程から床面にかけて,一括土器片および床面中央部に高不上

縁部片が検出された。これらはいずれも,棺の腐朽に伴なって陥没転落したものらしく,後の調査

で,高不 4を含む 7個体分の上器であった。 さらに土墳埋土発掘中,埋土中に遊離した石鏃 l点を

検出したが,直接本土壊葬送に伴なうものかどうかは不明であるo

一―■0■ ニー
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第53図 第 35土 墳 実 測 図

3.C地区 (南丘陵頂平坦部グループ)

方形台状墓の南,亀の甲形の巾狭な丘陵尾根頂の平坦部一帯に広がる土壊墓群31基であるo遺跡

の範囲は南北46m,東西18mにおよんでいるo墓域設定のための地山削平整地とか,溝状の掘り込

みをつくるとかの,こ れといった施設は施されていないようであるoしかし,本地域の東北隅にあ

たる丘陵頂平坦部肩にあたる部分で,等高線に沿って長さ約ll.5m,深 さ約40Clnにわたる掘 り込み

があり,そ の東方斜面部と巾約 3m～ 4mのテラス状の平坦部をつくりだしているoこ の掘り込み

壁に近いところに,そ の上方掘り込み稜線に,直列状に並べられた石材が転落した状態で,30cm～

40m大の山石が 7個検出され注目された。しかしその周翠一帯に土器片等の遺物も発見されず,こ

の遺構が,本土壊墓群と直接関連をもつものかどうか, 同時性を表わす確証は何も得ることができ

なかった。

各土壊の配置は,前 2地区に比してまばらであり,主軸の向きも尾根稜線に対して直交,平行 ,

斜交とさまざまでぁる。しかし各土装の掘り方形状および出土遺物等から推して,第 57土壊を境に
その北と南の2グループに分けることができるようである。北グループはおおむね整然と掘 られ ,

床面も水平で,伴出遺物もB地区と同時性をもつが,南グループは,掘 り込みも浅く不整然であ
り,伴出土器も酒津併行と,前者に比して後出のものをもっものが多い。しかしこれはあくまで曖
著に現われた特徴をもつものについての観方であって,争土装個 が々すべてその範疇に入るという
ものではない。

第41土壊

方形台状墓の南周濃掘り込み外縁から, さらに南、約 3.5m,丘 陵尾根稜線上にそれと直交して
位置している。C地区土壊中最北端に存在する。本土壌は,地山上面から掘り込まれたものではな
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第54図 第 41土 壌 実 測 図

く,現表土層の中程からほぼ重直に切り込まれているo現地表下-44Cmに掘り込み上端をもち,地

山上面に床面をおく。小日が円弧状を呈する長方形プランをもつが, 床面は安定せず不規則であ

るo床面施設はない。西小日から20Cmの長軸中心線の床上と,その東に接して床上16Cmに ,それぞ

れ10Cm大 の扁平な山石が各 1個検出されたo

第42土装

第41土鍍の西約 2.5mに東小口をおいて,直列状に位置する。現表土層内から掘り込みがはじま

り,床面は地山上面で終るo西に下降する斜面にあり,床 も東小日に対して西小由で約15Cmと 低く

な り,かなりの傾斜をみせているが,全体としては平らな面をもつ。土壌掘り方上面とほぼ同レベ

ルで,土壊中央部に20Cm× 30Cln大の山石が 1個検出されるo

第43土装

第42土装の南べ等高線に沿って約 3.5mに北小口をおき, 丘陵稜線と平行してつくられている。

やや不整形な長楕円プランで掘られているが,床面は水平な面を保うoこれも表土層内から掘り込

みがはじまり,地山層の掘り込みは約10CInで ある。

第44土壊              ‐          ・

第42土城の東 2.5m,尾根稜線に直交して掘られているo長楕円形のプランをもって,表土層内

＝
齢

い

●

＼
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に掘り込まれ,床面は地山上面でと

まっているo床は地形の低い西小口

が,約 5 cln低 くなるが,全体として

は平らな面をもつo南側壁中央部付

近の掘り方外縁に20cm大 の扁平な山

石 1個 を検出する。

第45土壊

第44土装の東約60Clllの尾根稜線上

に,その主軸をおいてつくられてい

るo長方形のプランをもって,整然

と掘られた土嫉であるo表土層内に

掘り込み線を有し,床面は地山上面

でおわるo床面も水平を保ち,地形

の高い南小日の中心線上に枕石1対

をもつ。         .

第46土壌

第45土城の南約 3.5mの丘陵頂近

くには,尾根稜線と直交する形に4

基の上族が一列に並んで存在するo
第55図 第42土壌実測図

それぞれ長軸の向きは異なるが,ほぼ同巧同大のものである。

第46土壊はそれらのうち東端に,尾根稜線に直交して位置し,東 に低くなる傾斜面にある。そ砕
ためか西小口掘り込みは,表土層から掘 り込まれているが,地山層にも約17Cm切 り込み,全体とし
て29011の壁高を測るが,地形の低い東小口では,地山上面が床となる。隅丸長方形で整然と箱形に
掘られ,床面は水平を保つ。枕石等の設備はない。

第47土壌

第46土装の西約 lmに東小口をおいて,それと直列状に位置するoそ こは尾根稜線上にあたる場
所でもあるo表土層内に掘り込みの上端がはじま り,床面 もその表土層内においているo地山上爾
と床面の比高は約15Clnで ある。 隅丸長方形の プランで整然と掘られ第46土壊とほぼ同巧同大でみ

る。土装中心線上,やや東小口によった部分の饗土中から床面にかけて,径約30Cmの範囲から石麟
36本が発見された。これらの石鏃は,土壊掘 り方上面から約10cln掘 り降ろした付近から検出されは
じめ,床面に至るまで次々と発見され,現位置に残して全体を確認できない状態での発見であるo
その出上の状況から推して,土壊葬送に際して , その被土直上に一括して置かれたものが,棺の懺
夢に伴なって埋土 とともに土嫡内に落ち込んだ ものではないかと思われる。先に報告した四辻峠台
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城出上の石槍

目され るもの

の西約 lmに

平行に位置す

プランをもっ

内か ら掘 り込

表土層内にお

掘 り込みの深

と浅いが,床

な面を保つ。

床 との比高は

るo

の
~8‐

約 1.8m

行 して位置す

装 と同巧同大

るが ,斜面に

壁高は一定で

土層内に掘 り

つが ,床は地

CIn掘 り込んで

形の掘 り方プ

,床はやや不

が ,一応水平

ているo
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郭 6図 第43～ 45土境実測図

の南西約 2.5

線か ら約 8m

面に,第51土壊とT字形に切 り合った形で位置しているo丘陵頂より高さにして約 1.2

地点であるo



第30土城は等高線に直

交する向きに掘 り込まれ

ている。隅九長方形のプ

ランでかなり整然とした

掘 り方を示し,床面も水

平な面を保つ。したがつ

て,地形の高い東小日の

壁高は40m,そ れに対す

る西小日壁高は15Clnで ぁ

るoと もに表土層から掘

り込みははじまり,地山

面にまでおよんでいるo

第51土装

第50土壊の南側壁中央

外縁に北小日をおいて ,

T字形に直交するように

掘られている。ほぼ第50

土装と同巧同大であるが

掘り込みは浅く,その床

面比高は20cln本土壊の方

が高い。

第52土装

第47土墳の南約 1.4m

の丘陵尾根稜線上に,そ

れと直交して位置する。

ここは本丘陵最高位にあ

たり,標高89.4mの地点

である。掘 り込み線は表

土層内からはじまるが ,

整然と掘り込まれ, 箱形の長方形を塁している。床面も水平な面を保ち, 東西の両小日に溝をも
つo床面上に僅かではぁるが朱の広がりが認められる。地山上面は床面西小口で一部削平切り込ま
れているが,中央付近で床と同レベルとなり,東小国では逆に床面下6 Cmと なる。南側壁中央部付
近の床面2か所に,弥生式上器の一fli破片が検出されたが,いずれも各 1個体分の高杯であり, 囁
ち1個体はほぼ完形に復元できた。
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第57図 第46～49土境実測図
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第53土墳

第52土墳の東約 6mの東斜面に位置する楕円形プランの小土墳である。そこはテラス状に削平さ

れた地域内で もあり,掘 り方は地山を直接掘 り込んでいた。掘 り方,形状ともにやや粗雑ではある

が,床面は水平な面を保っているも

第54土墳

第54土装の南約 3.5mに第55土墳を中心に4基の土墳が集まっている。第54土墳は尾根稜線上に

F

♀         l         l甲

第58図 第50・ 51土士廣実測図
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立地し,それと直交してい

るが,第 55土装と大 きく切

り合い関係をみせているo

この両者の切 り合いは ,

第54土壊の床面上方に第55

土壌の床が面として検出さ

れ,第54土墳の方が先行す

るものといえるo

第54土壌は,表土層内に

掘 り込み線がはじまり,地

山上面にまでおよんで掘 り

さげ構成されているo整然

とした箱形長方形で,床面

も水平な面を保ち,その両

小口に溝をもつ。東小日埋

土中に上器の破片数片が一

括して検出された。本土昂i

長軸中心線上にあたり,床

面からの lFn~さ は沐122Cm6)と

ころであるoしたがつて掘

り方上端よりやや高位とな

るため,直接本土披に伴な

うものかどうかは不明であ

るo

第55土城 第62図  第54・ 55土境実測図
第54土装が,本土族の東

中央部からT字形状に大きく切り込み,その西小日は本土躾西倶1壁 にまでおよんでいる。長方露多に

掘り込まれた土壊であるが,そ の掘り込みは浅く床面は地上側.上面で終っている。したがって両il繊

の床面比高は,本土接が約10Cm高位を占めるo床面はほぼ水平な面を保つが,床面施設は何も鸞 轟

られなかった。

第56土壊

第55土装の西方約 lmに,尾根稜線と斜交して存在するo掘 り込みは表土層内からはじまり, 嶽
面は地形の高い南東部で一部地山面を切っているが,他の大部分は地山上面にその床面をおいて:い

るo隅丸長方形の整った掘り方プランを示すが,床面はやや不規貝Jで ,凸凹が認められるo
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第57土壌            
「
           、

第54土壊の南約 lmに ,それとほぼ平行して掘られ, しっかりとした掘り込みであるo長径 213

Cm,巾82Cm,平均の深さ43CInと , C地区土装群中最大の規模をもつ。隅丸長方形のプランで,表土

層内から掘り込まれているが,床面は施山上面をかなり掘り込んでつくられ,水平な面を保つ。地

形の高い西小日がより深く,壁高47Cm,東小口壁高37Cmを 測るが,床面巾は西76Cm,東 52Cmと 台形

状のプランを示す。床面両小日に溝をもつ。西小日掘り方上端から床面にかけて,弥生式土器の一

1舌破片が崩れ落ちた状態で検出された。高杯4を含む5個体分であるo l

第58上駿

第57土族の南東約4m離れて, 傾斜面となるところに1 箸,8土墳は 1基のみ単独で位置してい

る。尾根稜線に対して斜交する向きであるo傾斜面にあるため地形の高い北小口壁は30Cm,南小口

壁は 8 Cmと 掘り込みの深きに差があるoしかし床面は水平な面を保ち,I隅丸長方形の比較的整った

掘り方形状を示す。掘り込み線は表土層からはじまり,床は地山上面約 5 Cm掘 り込んでつくられて

いる。

第59土壌

第57土壌から南へ約 6.5mの尾根稜線近くに,それと平行して第59土壊は位置するo本土墳から
南は,丘陵頂平坦部も一応終り,南面して下降する尾根稜線となるが,こ の一帯にさらに14基の上
娘が広がるのであるo 土族の配置は一段とまばらとなり, その掘り方形状も粗雑なものが多くな
る。また伴出する遺物も酒津式併行期と思われるものが目立つ傾向をみせる。

本上境は,小 口部は外メ、くらみの円弧状を呈する長方形のプランを示す。地形の高い北小田部壁
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第65図  第59土境実測図
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は約20Cmの壁高を有す.る が,全体としては平均約10Cmと 浅い掘り込みである。掘り込みの上端は現

地表下約10Cmの表土層からはじまり,地面正面に床をもつ。床面は水平な面を保うている
`本
土墳

上に斜めにたすきをかけたように帯状となった土器群が検出され注目された。土壊横巾一ぱいに広

がり,粗小土器が多く, 中でも手づくねのコップ形の土器 5個体を含む計2241a体 以上の上器溜りで

あるoそ の特徴から推して酒津式併行期のものと思われる葬送に伴なう祭祀に用いられたものと考

えられるが,具体的なことは不明であるo

第60上壌

尾根稜線を対称ilinと して,第59土城と対応する位置にあるoそ の間の距離は約 3.5mで尾根稜線

と平行するo掘 り方プランはネ盤形な長方形を示すが,床面はほぼ水平な面を保つ。表土層内から

掘 りこまれ,床面は地山を約 5 Cm掘 ったところにつくっているo

第61■城

第60土城の西方約 3.5mの西

斜面にある小形の上壊であるo

隅丸方形のプランで掘 られてい

る。床面は水平な面をもつ。掘

り込みは表土層からはじまる

が,床面は地形の高い部分のみ

地山層にまで,そ の切 り込みが

若干およんでいる程度であるo

第65土壊

第61土城の南約 4.5mに,尾

根稜線に直交して 掘られて い

る:ほぼ第61土壌と同巧同大の

小形の上壌であるが,形状,掘

♀   |  ド

第66図 第61土t績実測図

り方ともに粗雑であるo掘 り方プランは楕円形,床面は地形の低い西小 |コが,東に対して14Cmと 低

く斜傾しているo

第62土城

第59土壌の南約2mに ,第 63上渡と直列状に連なって位置するoと もに尾根稜線に平行であるo

第62土壊は,長方形プランをもって掘り込まれた比較的小形の上壊であるo掘 り込みの深さも約 5

Cmと きわめて浅く,床面も地形の傾斜につられ′て,南小口で約 7 Cm低 くなっているo北小口床面に

第59土壊と同様の粗小土器片およびその埋土中に石鏃2個が検出されたo      l

――■13-一



第63上壌

第62土壊の南に,それと直列に相

接して位置するo尾根稜線に対して

はほぼ平行であらが,傾斜面の等高

線に対して斜交する。長方形プラン

で掘 り込まれているが,き わめて浅

い。地形の高い北小日では壁高 7 Cm

を測るが,南小口では床面高が現地

表より高位となって流失し,確認で

きないほどである。床面も地形傾斜

に影辮されてか北小口に比べて,南

小日部では約15Cm低 くなり,かなり

の傾斜をみせているoしかし床全体

としては平らな面を保つ。掘り込み

は現表土脳内からはじまり,一部JL

小日部のみ床面が地山上面に達して

いる程度であるo被覆土をも含めて

かなりの流土が予想される。この床

ヽ

珀
ヽ

1

9    1 _   ,    lm

第67図 第59・ 60

面上方約12Cmの埋

土付近から床上に

かけて,土装掘 り

方 全 面 にわたっ

て,粗小土器片多

数が検出された。

その散布密度は第

59土鍍にはおよば

ないまで も,分布

範囲は広く,高ネ

5,手づ くね土器

5を 含む計171El体

分以上の土器群で

ある。

第67土岐

第68図 第65土墳実測図

第63土装の南約 4mの斜面に,第69土壊を中心に 5基の上壌が存在するoいずれも掘 り方の粗雑
な土抜である。第671L壌 はその中での西端に位置する。尾根稜線に近 くそれと平行につくらオl"長
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径 140Cmと 小形である。長方形のプ

ランで掘 り込まれているが,掘 り込

みは浅い。床は地形の低い南小日に

やや下降傾斜をみせるものの,ほぼ

平らな面を保つ。

第68土疲

第67土装の東約 lmに ,それと直

交した形で存在するo掘 り方,形状

ともにやや不整形で粗雑な掘り込み

であるo壁 も外傾が著しく,床 も不

規則で一定の面をもたない素掘りの

上装であるo

第69土墳

第68土墳の北約 1.3mに 位置す

る。尾根稜線に斜交するが,等高線

に対して直角に掘り込まれている。

歪みをもった楕円形プランをもって

掘られ,掘 り込みも浅い。床面も地

形の低い東南小口では25Cmと 比高を

もちかなりの傾斜面となっている。

第69図 第63土壌実測図
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第70図 第67土城実測図
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第72図  第69土壌実測図
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第71図  第68土境実測図



全体的に粗雑な素掘りの土墳である。

第70土墳

第69土墳の東約 2.3mに位置する。楕円形プランをもった小土墳である。掘り込みは粗雑で床面

も不規則で一定しない。掘り込み中央付近の,掘 り込み上端と同レベルに20Cm大の扁平な石材が検

出される。また本土墳埋土中に弥生式土器片 4片を散見したが,本土墳に直接伴なうかどうかは不

明である。

A ＼
/ B

A＼

第71土墳  1  ｀

第70土墳の南約 1.5mに ,等高線とほぼ平行につくられている。小口円弧状の長方形プランをも

って掘られ,床面もほぼ水平な面をもつ。土墳内に何の施設ももたない素掘りのものであるが,こ

のグループの中では比較的整然とつくられている。

第66土墳

第67土墳の東約 5m,尾 根稜線上の比較的平坦なところに存在する。尾根稜線に対して直交して

掘られ,そ のプランは長楕円形をみせている。掘 り込みもかなり深 く,地山面に達し,地形の高い

東小口壁では,そ の壁高46Cmを測 るヽ:床は水平な面を保ち,し らか りとしている。

第64土壊
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第76図 第64土壕実測図

尾根稜線上に立地する土城としては,本土城墓群中最南端に位置するo丘陵尾根に直交して現表

土内に掘られ,地山上面に床面をおいている。現状での掘り込みは浅く,壁高は約15Cmしか遺存し

ないが, もとはもっと深い掘り込みをもっていたと思われるo長方形プランを示し,床面も水平な

面を保ら,し っか りしたつくりであるo床面

両小日に満をもつ。  |

第72上城           :

築64上壊の南東約 4.3mの傾斜面に位置す

る小土墳であるo楕 IJ形プランで,長径 105

Cmの掘 り込みは,1本土壊群中最小のものであ

る。掘 り込み も浅 く,床面 も安定しない。や

や粗雑な素掘 り上装であるo l

第 3節  出土遺物

本土娘群の発掘調査に伴なう遺物は,前節

においても記述したとおり,直接棺内に被葬

者とともに埋納された供献物としての資料は

少ないが,土壊上に置かれたと思われる多数

の土器片の出上をみた。

棺内副葬と考えられるものとしては,第 1

― 119-

第77図 第72土壊実測図
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弾

土壌 床面 出Jlの 玉 類

と,第 26土墳出上の鉄

鏃のみであるo上城 11

土中に石披を検出する

ものが 3例 みられ li

が ,特 に第47上 壌理上

中か ら一括 して出上 し

た石動136本 が注目され

るゥ

付表 5 玉 類 計 測 値

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

7し 青 色 1  0.6 Cm1  1.7
″   1    0.4  1    1.6

″     1     0.35 1     1.9

″     1     0.45  1      1.1

″   1    0.4  1    1.0

″     1     0.4  1     1.05

″     1     0.38  1      0.9

0.35 1     1.25

0.45  1      0,88

0.4  1    1.0

第78図  出土遺物玉類実測図

土器類は多量 に発見したが ,そ のほとんど

は接合による復元 もで きないほどの,小破片

としての出土である。第 5号墳封土 ,各発掘

区表土および上墳埋土中に 2～ 3リキの遊断〔片

として散兄され るものの他に,明 らかにイ|¶々

の上墳に対 して,供献 された と推察で きる一

括「L器群が16例 あった。

1.玉 類 (図 78)

第 1土城の南小日床面,土場(長軸中心線上

に枕石 1対が置かれているoそ の枕石を中心

とした径約30cmの範囲に, これらの玉類は散

在していた。小形勾玉 2,碧玉製管玉13,ガ

ラス小玉21の計36点である。

勾玉は 2イ11と も平t黄色の 月ヽ形の ものであ

る。①は風化の著しい碧玉製である。表面は

滑沢を もたず 粉状の ぎらっとしたものであ

る。一応C字形をしているが ,9~Ji部 と尾部の

大きさに,大 きな差はない。器厚は比較的薄

く罵平な感じのする ものである。全長 1.7

Cm,巾 1.OCm,器厚胴部0.42Cm,頭部貰子L部

0,3Cmを 測る。貰子Lは材質が 1火質なのにもか

かわらず,両面からおこなわイ1′径 0.2Cmと 勾

玉本体の規模の害」には大きい。②は,手 に持

つと表面が粉状に争」離して,自 く付着するほ

-3cm
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ど風化が進み,軟質なものであるoしたがつて材質も泥板岩等の推積岩と推察できる程度で,それ

以上のことは不明であるo耳黎状の己形,扁平且つ小形のもので,いわゆる石製模造品を思わせる

ようなつくりである。全長1.15Cm,巾 0.62Cln,器 厚 0.2Cmを 測るo貫子Lは頭部のほぼ中央に,石材

の1吹 らかさに応じて,整然と一方からおこなわれている。

管玉は13本検出したが,すべて子L青色の細身且つ小形であるo碧玉製で縦に鏑目をもつものも含

むが,中 には風化が著しく,調査時すでに破砕され,そ の存在を知るのみで計測および実測に耐え

ないもの 2点がある。計測 1411能の11点についての計測値は表に示したo貫孔は両端から行なわれ ,

中央部で細くなるものや,若干の行き違いをみせるものもあるが,総じて精巧にあけられている。

ガラス玉は,計 21個の検出であるo紺色 1,コ バル ト色 2,暗青色18個であるoいずれも径 0,3

Cm内 外の小玉であるo紺色およびコバル ト色の玉は,胴部が張った太鼓状の全体として丸味をもつ

ものであるが,暗青色の玉は,管玉状につくられたものを,切断した手法を残すoし たがつて上下

端は平面をみせる。器高の価もまちまちで,中 には歪みをみせているものもあるo

2.鉄鏃 (図 79)

第26土旗の埋土中に遊離して検出された鉄鏃 1であるo土墳岬り方内

の床面上12Cmか らの出土で一応本土墳埋葬に伴なうものと思われるo仮

に本土壌埋葬に直接伴なわないとしても,方形台状墓埋葬継続中の時期

のものであるo

鉄鏃は銹化しているが,そ の遺存状態は良好であるo鍛造によるもの

で基部から刃先にかけて,台形状に広がりをみせ,刃先はやや外張りの

円弧状をみせるがほぼ一文字の刃となり,いわゆる「のみやJの形態を

もつ。中央にしのぎをもたず,横断面形は扁平であるo茎は四角形の断

面をもち,未端になるにつれて漸次細まるo基部から茎部への移行も自然であるo全長 5。 8Cln,刃

部長 3.3Cln,茎部長 2.5Cm,刃 先巾1.15Cm,刃 基部巾0.85Cm,刃 部中央厚 0。 3Cmを測る
o

3.石  鏃

第47土壊埋土中の一括石鏃36の ほか,第 37上城 1,第 62土城 2の計39点である。す
べてサヌカイ

ト製の打製石鏃であるo

墓に対して供献されたものとしては,折損品を多く含み,気がかりとなる点の一
つでもあるo一

部欠損を含めて折損例は18点 にもおよび,全個数の 5割 に近いo完全形を保
つものおよび原形を推

定し得るものについて,形態的な分類を試みるならば,二等辺三角形を示すも
のと,蛇頭形の基部

に凸基をもつものの二種類に大別できるo二等辺三角形23例 ,蛇頭形10例であるo

つくりも細かに打ちかき精巧なものから,原石の剥離面を多く残し,刃部
のみに打痕をみせる荒

いつくりのものまで存在するoま た稜線に磨滅痕を見せるものもあり注目
されたo

石鏃の大 きさも推定長 5.8Cmの 長大な ものか ら, 1.6Clllと
さまざまであるが , 2 Cm～ 3 CIn長 の も

のが多い o
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4.土器 (図 82～86)

土器類の出土はかなり豊富である。第 5号墳封土内およびA地区表土層に遊離破片として散兄さ

れたのをはじめ,B地区方形台状墓各土墳に直接供献されたと思われる一括土器10例 ,同 じくC地

区 6例 ,お よび土器棺 3例等がそれであるo

これらの土器は,そのほとんどが破片となって検出され,接合による復元も不可能なものが大半

を占め,完全形を知る例は少ない。各土壊および地区ごとに,器形,1台土,焼成等の個体差をたよ

りに分類検討し, 個体分離の可能なものを選んでみると,男 1表 9の ようになるo総個体数 166に

およぶ。しかしこの数値は,確実に分離確認できたものについてのみであり,小破片の類似のもの

は,同一個体として扱ったし,ま た復元作業においても,その大半を失なっている例も多く,すで

に流失しているものもかなり含まれると思われるので,本遺跡に伴なう最低個体予想値とし
て理解

願いたいoさ らに靖の類は高不脚部と, 同一手法による脚を有する例がかなりあるため,高杯脚
と

して分類したものの中に,若干数はそれらの脚を含んでいる可能性もあることを付記する
o

葬送祭祀に伴なう供献遺物としての性格から,高不の出土例が,粗小土器も含め
て73例 と圧倒的

に多く,ま た一括土器群での検出例では,壺類も比較的小形のものが多か
ったo甕形土器の破片も

25例 とかな りの個体数を示すが, その多くは,A・ B地区の表土層および古墳封
土中の出上であっ

て ,一括土器群に共出するものはまれであつたo K2,K3の上器棺の出土状態等から考え
て,あ

るいは,土族基より浅い層序の中に埋納された土器棺の可能性も強
いのであるo

高杯形土器

形態的に 3つ のグループに大別で きるo

第 1グ ループは,図 (0に代表される器形

で あるo外部口縁が稜線をもって立ちあが

り,そ の外表に数条の凹線をもつo脚は裾

の広がった形で ,脚端部は外反し拡張され

ているo llu部 に三角形の透子L4ま たは 6を

もら,そ の上方に数条のへ ら描きによる沈

線 をもつo外部の立ちあが りは,やや内傾

す るものが多いが,なかに直立および外傾

の ものも含む。日縁部は凹線文のみのも
の

が通例であるが,(1)の ようにその上に重ね

て円形や紐状の張 り付け文をしたものも
あ

るoま た脚裾部に鋸歯文帯をもつ (6),

(28)の例 もあるo
第81図 土器棺Kl

これ らの高邦は,おおむね淡褐色ないし

褐色を呈し,胎上に雲母を含有する細砂粒を含
むo焼成は比較的良好であるo器外表

はていねいに

へ ら磨 き,不内面は刷毛日,脚内面は
へら削りで調整され

ているのが通伊1であるoまた椰部とll115
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以下第85図 まで同様である。
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の接合部は外部底面に直径約 5～ 6 Cmの 円盤状のものを, へ らで浅い刻みをつけて 張 りつけてい

るoこ の器形は,B地 区一括土器群中に検出される。

第 2グループは,図 (15),(16)に代表されるものであるo外部が大 きく皿状に開き,Iコ縁部

はやや拡張された平坦面をもつ。脚は裾の広が りの大きいものと,やや小さいものがあるが ,脚端

部は僅かに外反して拡張されているo文様および貫子L等は施されず無文であるo

淡わい褐色のものが多いが,黒味がかった ものもあるo胎土に砂粒を若可l含み,焼成はやや軟質

で,器表の荒れが著しいo調整手法は明確でないが,外部口縁部および内面は指によるなで ,器外

表は縦方向へのへ ら磨 き, 鵬I内面はへ ら削 りに よるものと推定される。 また脚部と杯部の接合部

は,先 に脚上部を絞 りこんだ後へらllllり で整形し,そ の後に円盤状の板をはりつけている。 この器

形は,C地 区第52・ 57・ 59土墳の一括土器群にのみ検出される。

第 3の グループは,明 瞭な出土状況を示さない。その多くは,第 5号墳封土内およびA地区表土

層に遊離出上 した小片であるo高杯の通例として, もっともよく遺存する脚柱部のみが図示で きる

ていどである。 (図39),(40)の ように脚裾が極端ィこ広が り4円子しをもつ ものと (33)～ (38)
のように短かい立ちのものがあるoいずれ も,酒津式土器に併行する特徴を示し,前記グループに

後出のものであるo

壺形土器

いわゆる通常の器高をもつ大 きさの壺の出土例はきわめて少ない。上器棺に用いられたKl,K
3を含めて採集した日縁部片 4,底部片 6個体分である。いずオL.も 小片 となって全形を知る手がか

りとなるものは少ない。土器棺 として用いられたKlの 胴部が唯一の資料であるo

Klは ,日縁部を欠 くが,1同部の大要は知ることができた。基底部がやや突出した平底の壷であ

る。 胴部はその中央に最大巾をもつ。 現存部高45.6Cm, 胴部最大径41.7Cm, 基底部径 6.2Cmを測

るo色調は茶襴色 ,胎上に 5 mm大 までの砂粒を含み,焼成はよい。外表面は横方向へのへ ら調整 ,

内面は荒いへ ら削 りのうえをなでで調整 され,て いるが ,輪積みの痕跡を残しているo

K2(95)は ,基底部のみの検出である。基底部径14Cnの 平成であるo外面は縦方向に刷毛 目調

整がされて,砂粒はほとんどみられないが,内 面には多く砂粒が浮 き出している。

その他の基底部片 も上記K2と 大同小異であるo

小形壺形上器

小形のつぼに脚台をもつもの (44)～ (48)と 脚台をもたないもの (61)～ (73)があるo南I者

はB地区方形台状墓の一括土器群に多く含まれ,「つぽ部Jは さまざまな形態を示すが,脚 は第 1

グループ高杯と共通する。中に 1点 ,第 59土娘に伴なう脚裾にF電 子L4を もつ もの (45)が あ り注目

された。後者の脚をもたないものは,直口坪}(71)～ (73)と ,手づ くねのlll小土器に近い球状の

胴をもつ もの (61)～ (70)に大別され.る 。

に減

― ]27-
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甕形土器 ‐

壺形土器とはぼ同様の出土状

態を示すoいずれ も破片でその

完形は不明であるo K3(99)

に代表されるように,日縁端の

拡張部に,2～ 3条 の凹線をも

つ もの (57)～ (59)と , もた

ないもの (49)～ (51)と があ

るが ,器形的にはさして変化は

ない。胴部の最大径は,基底よ

り約 2//3の高位にあって,やや肩

の張った形状を示す。基底部は

平底であるo磨滅が著しく,調

整等 細部の検討は困難で ある

が ,国 縁部は外内面とも指先に

よるなで,胴部外面はへ ら磨き

の後刷毛目による調整を施して

いる。 刷毛日は 胴部 上半 のみ

で ,基底部近くは縦方向へのへ

ら削 り痕を残す ものと,基底部
図  土

５９
第
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器 実 測 図 幅)

にまで刷毛目のおよんでいるものもある。内面の底部は指圧による調整,他は縦方向へのへら削 t

調整が基本的であるo

粗小土器

第59062・ 63土壊から集中して出土した小形の土器であるoいわゆる手づくね土器と呼ばれるこ

ップ形のものと,台付の鉢形土器台部片とが顕著であるo

手づくね土器 (図 86)|ま ,器形の細部は各々若干異なるが,手づくねであること,整形が全体自

に粗雑で器表に凹直1がみられること,器壁が土器の大きさに比して厚いこと,底部も一定ではなし

が原則として平底であること,等 を共IIL点 とするo高 さ4 Cm～ 6.5Cmを測るo

色調は,褐色を一応基調とするが個体差がある。胎土に砂粒を若千含み,なかには lm興大のも
`

も検出されるo焼成はおおむね良好である。内面は指圧痕が顕著に認められるが, 口縁部近くは_

からへらにより肖1っ て整形したらしい痕も残すo外面はへらおよび指によるなでで整形しているc

この立ちあが りがほぼ直口するコツプ形に対して, 日縁部がくの字形に大きく
//1反 して,日径

Cm～ 9 Cmに なるものがあるoそ の多くは底部を欠損しているのが特徴的である。あるいは (88)′

(91)の台部がこれに接合し得るかも知れない。基本的には指による整形で, 日縁部および台部
1

ともに,指先でつまみ出す手法をとつているo日縁部は内外面とも指によるなで,胴部にあたる:
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表はへらによるていねいな調整がなされている。内面は磨滅していて明瞭でないが,前記コップ形

のような指圧痕は残していない。色調,胎土,焼成はコップ形と同様であるo

第 4節  まとめと若千の考察

1. 概 況

四辻Jl壊墓群は,眺望視野の広い標高約88m,眼下の埋積平地との比高約70mの ,丘陵頂の平坦

部に立地する。そこは平坦部といっても,南から北に向けてのびる,巾狭な丘陵支脈の馬の背尾根

で,亀 の甲形の南北に細長い性かな平坦地であるo遺跡範囲は南ゴヒ長約80m,東西巾約18mにおょ

び,そ の一帯に71■族の墳墓群が構成されているのである。

土壊墓群は,丘陵尾根肩部の地山を削平整地してつくり出した,一辺14m,高さ約80Cmの方形台
状墓に,集中して葬られた22土城を中心に,そ の北方尾根に17土壊2土器棺,南丘陵頂一帯に散在

する32土族の計7]土族墓 3土器棺で構成されるo

各土城は北から,A・ B・ Cの 3グループに分けられるo各地区毎にほぼ共通した形態的特徴を
示す。

A地区は比較的粗雑な掘り込みが多いが,尾根稜線に沿って,それと直交して一群を形成してい

るo直接地山層に掘り込まれ,各土娘とも,意識的に直接供献されたと思われる副葬遺物はもたな
い。ただし第1土墳のみは地山上面にまで床面が達せず,尾根と平行の土墳であり,玉類の副葬遺
物をもつ。現表土層内また一部土城の埋土中に,遊離散兄される弥生式中期土器片および酒津式併
行期の土器片少数が共存して検出された。

B地区は,台状墓上の平坦部を中心に構成された土装墓群であるが,地山上面から直接掘り込ま
れた上壊と,表土層内に掘り込まれたものとがある。比較的しっかりした精巧な掘り込みで,小日
に溝をもつものが多い。土墳個々について,明 らかに供献されたと考えられる一括土器を,土壌直
上またはその縁辺に置く例が10例あり注目された。これらの一括土器は,すべて当地方の編年観で
前山正式と呼ばれるもので,弥生式時代中期中葉から後半にかけての上器である。この地区は,第
5号墳と複合しておりその封土中および,浅い掘り込みの土壊埋土に酒津式併行期の土器片を散見
するo

C地区は,AB地区に較べて若干おもむきが異なる。32土娘と多いにもかかわらず,その配置は
まばらである。土族の方位を尾根稜線に対して,直交,平行,斜交とさまざまで,掘 り方の形態に
ついても,精巧なもの,粗雑なものといろいろである。土壊の掘り込み上端は現表土層からはじま
り,その床面を地山上面におくものが多い。一括土器をもつ土墳 6例があるが, 3例は前山Ⅱ式,
3例は酒津式併行j靭 と分離が明瞭である。第57土装を境に北半と南半の2グループに分けることも
可能かも知れない。

これらの土壌墓群は,明 らかに集落とは切り離された,F陵尾根頂の高所を意識的に基域に設定
ノて構成されたものである。しかしB地区方形台状墓の他は,墓域を定め区 lllliす るための,溝状遺
『や列石等の諸施設,お ょび墓域全体またはグループ単位を対象とした,祭祀等を示す遺構や遺物
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は何も認められなかった。

2.土墳および埋葬の形態

本遺跡の土装は原則 として,長方形に深 く土嫉を掘 り込み,遺体を埋葬するという共通の構造を

有するが,部分的には,別表に示したような特徴と差異をもつ。そしてまた,各地区グループ間C

特徴をも暗示するのである。

例えば,土城床面施設についてみると,小 日溝をもつもの,枕石をもつもの,無施設の ものの 3

つに分類できる。A地区では,小 口溝を有するものはなく,枕石をもつ もの 5例 ,無施設 11例であ

るoB地区では,小 口溝をもつ もの 8例 ,無施設 4例 (土器棺Klを内蔵する第18号土壊は省略)
であるo土城規模 も小日溝をもつ ものが 比較的大きい。 またC地区では, 小日溝をもつ もの 4侵

は,すべて尾根頂上付近の稜線に集中し,一括土器をもつ。枕石をもつ 1例の他27例は,すべて無

施設である。小口溝をもつ土渡は,丘 陵尾根最高位周辺か,方形台状墓に集中し,無施設素掘 りの

ものが,縁辺部に多いという特徴を示しているoしかし,こ のことが,本土墳墓構成の時期差を表

わすものか,あ るいはまた,共同体構成員の階層差等を表わす ものかなどについては,明確にはで

きなかった。

土墳床面両小国に溝を有し,床面が水平な面をもつことは,土墳内に箱形木棺の使用を物語るも

のであろう。長方形に掘 り込まれた土抜両側に側板をたてかけ,そ の側板端に溝に埋め込んで前後

に倒れることを防いだ小日板をたて,側板をも安定させる手法をとったものと思われるo小 日溝を

有する土装の床面巾は,若干の例外を除いて60Cln～ 80Cmあ り,棺板を組む余裕が十分あったことを

裏付けるoま た棺の蓋であるが ,こ れ も木板を用いて施設されていたと考えられる。土岐被上の直

上 もしくは掘 り方縁辺に供献された一括土器群の,土壊内への崩落状況は,単 に被葬者遺骸の腐朽

付表6 土 境 1施 設 男1分 類 表

2.

9.

■5

5.

12.

8.

14.

18. 19. 27. 30. 39 41. 42. 43.

47。  48. 49。

53. 55, 56.

60. 61. 62.

66. 67. 68.

71. 72.

52. 54. 57. 64

枕石をもつもの
1. 4. 7. 10. 16

小日溝をもうも
の

2. 3. 4

14

埋
土
中

20,

34.

40

26. 33. 35, 38

20. 24. 25

1 4

一毅

石材をもつ
もの

―一■31■一

43. 44, 70



付表7 小口溝・土壌床面計測表

土壌

番呼

脚

21

23

24

2鳴

33

34

85

36

87

38

聴

52

54

57

64

床 面 長
溝/1ヽ財〔

床 面 |"
さ

| 1深

170

120

"
183

72

66

46

P」 3

P.1

86

82

83

74

90

66

54

71

66

82

37

67

62

75

67

66

75

65

70

55

47

62

65

57

■3

13

17

14

20

18

16

10

13

10

16

12

13

21

].1

9

8

10

8

11

10

8

12

11

■l

8

12

15

６５

５５

４．

６〇

一

・７

・７

・４

８

一

・３

３

・３

・１

一

一　
財
　
Ｗ
　
一一

朋

別

・９５

獅

・９０

・８２

・８７

・６４

・８．

・６９

・９８

72

70

68

67

65

65

6Cl

45

59

51

68

13

18

16

20

1■

12

13

1■

13

13

24

16

13

11

11

8

10

17

4

12

12

11

148

154

147

].26

156

157

147

139

128

143

130

(単位cm)

陥没の容積をはるかに越える空洞の存在を示す。

その他のJl墳 についても,小児用を思わせる第72土娘等数例を除いて,床面の長 さ 170Cm～ 2∞
Cm, 巾50cln～ 70Cmの長方形で平らな面をもつ。本棺の構造がどのような ものであったかについて
|ま ,何 も「」Jら かにする材料はないが,前述の小日溝をもつ土壌と同様,本棺に納めての埋葬 と思わ
れる。

枕石として扱らた床面小日部の石材は,

先に報告した用木第 4F」・墳の土墳におぃて,

から確言できるものであるふ

3.土崚直上の石材について

本遺跡各土嬢の発掘において, L嬢屈り方上娘理土中に, こぶし大から人頭大程度の山石が 2～
3個検出される例が,1ラ例におょび注目された。これらの石材はいずれも枕石と同じ粗 lfi岩であり
本土嫡墓群の立地する基盤の地山は頁岩を主体とする堆積層でぁることから, あきらかに他所より
等ち運ばれたものである。

石材は,土数の長軸中心線上か,ま たはそれに近いところで発見さィ1.る 。理Jl中にあるもあも,ビ子の腐朽に伴なって陥没した形態を示し,枕百 o棺台・支石等とは性格の異なる出土状況である。

こぶし大程度の2個の山礫を対にして置いているもので

直接その石材を枕として,遺骸が納めらイ1,て いたこと
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われわれが発掘に際して, 認知することが できない状況で, 表土層内に床に置く埋葬施設があぅ

て,それらの枕石等の施設か,ま た土装の被上の上に,墓標的な意義をもたせて置かれたもの,等

々が考えられる。

各土壊の配置をみると,上装群はきわめて接近して並列し,かつ規則的に掘 り込まれ,たがいに

切 り合うことも少ない。このことは埋葬に際して土墳を掘る場合,前の上墳の存在する位置を知る

何 らかの標式があったのではなかろうか。ただ記憶にたよるのみでは不十分であるし,特に方形台

状墓においては,被土の盛り上げにもおのずから限界があろう。これらの石材に,そ のような意味

をもたせたのではなかろうか。

4.土 壌 の 方 位

各土壊とも,その向きは一定の法則をもつ。尾根稜線に対して直交するもの49例 ,平行するもの

18例 ,斜向するもの5例であるoしかし斜向するものについても,等 in~線 に沿ってみた場合は,常

に直交または平行するのであるoしたがつて,土壊の置かれる向きは, その構築の物理的要件もさ

ることながら,一定の形式として存在するのではないかと思われるのであるo

5。 土 器 棺

土器棺と推定されるものが, 3例検出された。方形台状墓上に小土装をもって発見されたKlの

他は,ほぼ原位置を知る程度の破砕残痕としての発見である。これらの土器棺は,土器の納まる程

度の小土壊を掘って,埋納されたと考えられるが,その掘り方も浅く,土壊墓掘り込み上端とほぼ同

レベルに底部を置き,土壊と上下に重なるものもあるo後の項でもふれるが,土壊に直接供献され

たとみられる一括土器群より後出のものが多く,それらの土装よりおくれての埋葬と考えられると

K2,K3の 例をとると,土器棺の底部は,土壊掘り方上端におき,そ の位置で土器を復元すれば

現地表より外表に露呈する状態であるoこ のことは,土器棺埋葬の時点では各土装直上にはすでに

かなりの高さの被土が施されていたことを物語る。少くとも土墳掘り方上端より上層で,土器棺の

埋葬が十分行なわれるだけの被土の高まりがあったのである。

一・括供献物である土器群の中には,通常の器高をもう壼・甕の類は検出されないし,ま たそれら

の土器群に大きな乱れは少ない。それにもかかわらず,第 5号墳およびA地区発掘に際して壼・ 甕

の遊離破片がかなり検出された。このことは先のK20K3土 器棺の遺存度と合せ考えて, さらに

数例の上器棺の存在した可能性を示すものと推定されるo

土器棺に用いられた土器は,特殊なものではなく,集落llL等の調査において通常発見される日常

の壺・甕であるoしたがつて土器の大きさも,器高32Cm～ 46Cmと さして大きいとはいえない。セッ

トとなるべき蓋の状況が不明であるが,それらの土器棺に納まる程度の乳児・嬰児の埋葬が考えら

れるのであるo

6.供献遺物および葬送祭杞

土城内に直接副葬され,現代にまで遺存する遺物はきわめて少ない。確実に棺内遺物と言えるも

れ
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のは,第 1土壊の玉類のみであるo可能性の強いものとして,第26土壊土中検出の鉄鏃 1点 を力Лえ

て も2例 にすぎない。棺夕1供献物はかなり豊富であったo土壊被土の直上に一括して置かれた止器

群16例 ,石鏃 1夕1をあげることができるo

石鏃の供献されている顕著な例は第47土族で,36本 もの石鏃が一括して発見された。土族の被土

の直上にまとめて餓かれた,一つかみの石鏃が,棺の陥没とともに崩落した形状を示していたo量

と形態 rt」 な問題はきておき,検出した36本の石鏃のうち,18本までが折損品であることが注目され

たI.

塞に対して,それも葬送の祭祀としての供献遺物であるならば,常識的に考えて,新品が供えら

れるべきであるように思われるoそれだけに石鏃の貴重度を示すのかも知れないが,現在調査進行

中の集落角[‐C・ある用木山遺跡では,すでに1000本を越える石鏃の出土例を検出し,その量は豊富で

あるo

石鏃個々についてより細かく観察すると,こ れらの折れ日は古く,埋葬時にすでに折損していた

ものであり,接合できる同-41q体の破片は存在しない。石鏃先端の欠損部は先端から基部へむけて

の方向に象」離されており,実際に発射され,獲物に射込まれた痕跡を呈しているoそ の獲物の対象

が人間であったか,ま た獣であったのかは知る曲もないが,射込まれた際に骨等の硬度のものに当

って折推1したものを,再び回収したのではないかと推察されるのである。このように考えると,折

損した石鏃が,上壌に供Ititさ れる意義も納得いくのであるoそ して被葬者の性格も,そ のこと自体

が暗示し物言′1っ てくれるようであるo確実性の乏しい一推論ではあるが,一つの可能性として記述

した。なお石鏃の形式比率は,先述の用本山遺跡では二等辺三角形型が圧倒的多量を占め,本土城
の二等辺三角J形23:蛇頭形の基部に突基をもつもの10と 大きな差をみせているo石鏃の形式,機能
等については,こ こでは割愛して用木山遺跡の報告の際にt9ず りたい。

T括土器群をもつものは,BI出区方形台状墓の土壊に多く,10例 を数える。B地区の土器群は,
葬送供献物の性格からか,高杯の多いのが目立ち,壺 も背高の低い脚台の付いたものなど小型のも
のに限られるo これらの上器は, その置かれた土城個々に直接供献されたもので, 土嬢群全体と
か,い くつかの土装をまとめたグループ等に対しての共通供献物とはいえない。 5個体ないし941a

体の供献であり,各土器群とも当地方の編年観からすると「前山Ⅱ式」と呼ばれる,弥生式時代中
期中葉～後半と1時期を限定されたものである。またC地区の 6例のうち,丘陵頂にある3例はB
地区と同様の出土状況を示すが,第59・ 62063土 壊の 3例では,手づくね土器を中心とした酒津式

付表 8 出土遣物の地区男1-覧

土 壊 番 号

1(玉類)

上 JA・ 番 号

28. 30。  32.

35. 36. 37.

26(鉄鏃 )

29. 39

土 妓 番 号

52. 54. 57. 59, 62.

63

:|・ IЮ I
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併行期の特徴をもつのが多い。第59土壊22個体,第63土城17個体と個体数も豊富であるoそ して後

者には,中期土器片も併出するo総じてより古い形態を示す土嫉には,棺内遺物をもたない。

以上のほか,現表上層内に断片的に散見される土器片を見受けるものの,墓域全体,お よび数土

墳のグループに対しての祭祀を行なったような施設なり,遺物の出土は確認されない。

本遺跡と同じ丘陵尾根支脈,本遺跡の北方約 300mに所在する便木山遺跡は,41土城, 6土器棺

で構成さオじる,酒津式併行期の墳墓遺跡であるが,特殊器台,特殊壷に代表される,共同祭祀およ

び 4溝状遺構をもち,多量の破砕土器片をその溝底にもつのとは対象的であるo

7.遺跡の年代

出上した遺物は,すでに何回か繰り返しメ、れてきたように,弥生式時代中期のものと,酒津式併

行期のもの との二時期にわたる。弥生式時代後期の時ll」 を通しての上器は検出されない。器形変化

は特に高不において顕著であるo

土器の出土例の豊富のわりには,直接個々の土城に伴なうと断定できる例は,一括土器群と,土

器棺のみで あるo一括土器を有する土城は,16例 ,埋土中に土器片をもつもの14例 を加えても,計

31土装であるoし たがつて伴出土器をもたない土壌は半数以上の40土抜におよび個々の土娠の営造

時期は明確 にはできない。

本遺跡で最も古いと考えられる土壌は,前山Ⅱ式の中でも古式といわれる,皿状に大きく広がる

高外のみを伴出する,C地区第52・ 54・ 57土壊である。これらは,丘陵頂最高位の頂上に立地する

グループで小口溝をもつ。ついで,方形台状墓の一括土器群に,高不 I型を伴出する土城群があげ

られるoし たがつて方形台状墓は,高不 I型 ,すなわち前山Ⅱ式の時期に構築されたものと思われ

るo

土器棺に用いられた壺および甕は,弥生式土器集成における上東式土器に近い特徴をもつが,そ

れにやや先行する形態を示すoま た古墳封土およびA地区表土 FL7i検 出の壺・ 甕の遊離土器片のなか

には,前山Ⅱ式の範疇に入るものも含まれるo出土の状況が,上族掘 り方上端に底を置く等,方形

台状墓構築 とともに埋葬された一括土器をもつ土壊にやや後出すると思われ,る o

酒津式併行期として一括出土するものは, C地区南端に近い第59・ 62・ 63土城の 3土装である。

また遊離散見されるものとして,A地区表土層,B地区古墳封土層に, さらにはA・ B地区の若干

の上壌埋土 中から,断片的小破片として検出されるo               い

第59土壊の一括土器は, いわゆる手づくね土器を中心とした土器群であるが,そ の中には,高外

I型のほぼ完形に復元できるものも含み注目されたo手づくね土器はその製法の性格上本来器形変

化も少なく,弥生式時代中期初頭から,その存在が知られている。現在われわれの調査進行中の用

本山遺跡 (集落址)においても,前山Ⅱ式と共存併出する手づくね土器の出土例もあり,一概に酒

津併行とは言い切れない面もあるoしかし伴出土器の中に台付壺の脚裾に四円子Lを もち,明 らかに

酒津併行期と思われるものが検出されたので,一応酒津式併行期にさげて考えた。今後の資料の増

加を待って ,再度検討を加えたいo

A地区第 2土壌は,そ の埋上の中に数欄体分の酒津式併行期の上器片をもつ。直接その上墳に供

難
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付表 9 出土土器器形別個体数

2

3

4

6

7

10

■3

■4

15

■6

17

24

28

29

30

32

33

34

35

36

37

38

39

52

54

517

59

62

63

K■

1鬱 13014 鬼 |・ |・ |・ IЮ 181■ 1191£

壺 1増 1甕 1鉢 付壺
|

小
外

1

1

■

8

ll

3

1

■

1

3

5

4

2

3

4

6

2

2

5

5

6

7

7

7

9

1

2

■

5

22

1

17

5

10

l

l

2

■

■

2

1

■

■

2

■

2

2

献されたものとは言い切れないが,少なくとも土墳内に,それらの土器が混入崩落する時期の構築

と考えられよう。しかし第14土壌は第 2土壊と同様,埋土中に土器片をもつが,それはすべて前山

正式であり,A地区すべてが酒津式併行期とは言い切ね″ない面ももっているo

B地区上壌群のうら,そ の多くの上族が地山上面に直接掘り方上端をもつのにくらべて,表土層

内に床面をもら,方位も尾根稜線と平行する第21・ 29039土墳があるoこれらは明らかに,台状墓

埋葬の一応完結 された後に改めて掘り造られたもので,高杯 I型を伴なうものより後出するo土器

棺が埋葬された時期, もしくは酒津式併行期の所産と考えられるoまた土壌構造の共通点から,A

地区第 1土装 もこれと併行すると推察されるo

このようにみて くると,上東式土器に代表される,弥生式時代後期の時期が空自となるo伴出土

器を伴なわず年代の決められない土壊も多く,後期の時期に,供献土器を伴なわない埋葬が行なわ

甕
|コ
ツ 計 |そ

の 他
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れた可育建怪Lも ないことはない。しか

し,仮 ここ避違域に対して供献が行なわ

れな力ヽ っ すこ としても,何 らかの形で

そのり貞殿れをょ残るはずである。先にも

メ、れた 丹14く 山遺跡は,中期中葉から

はじよ り , 中期終末または後期初頭

までの 」ヒ暑詳 を伴出する一 時期 を限

っての 準健黎年址でぁり,本遺跡の古い

グルー 、プ の 土器群とその年代を一に

するo こ ォしは当住宅団地内の全体的

な遺跡t=滝「 cょ び土器の検討のうえで ,

さらに 澤彗察 を要する ことがらで あ

るo

以上 1の 諸 点をまとめて,本遺跡の

イド代たレ考 察 すると,本土壊墓群は ,

個々の 土 壌 の時期を明らかにできな

いまで｀も , 弥生式時代中期中葉から

はじま 1), 中期終末または後期初頭

までの 蓄謹群 と,一定年代の体止期間

柿 い て , 再び酒津式併行の時期に

llil一 立 地 に 埋葬が行なわれた,二時

期二回 0こ オDた る墳墓遺跡 とみるのが

妥当C)』こ うであるoそ してさらに四

辻古墳 群 第 5号墳が, 5世紀代にな

ってプゴ升多台 状墓の立地を利用して ,

その直 日 こ構築されるという複合墳

基遣跡 な 1のであるo

8.違 1跡 の 構 成

以 JL力菫べ てきたことおよび用本山

集落土止奨要の調査状況等をもとに,少

付表10

土 壊

番 号

2

4

6

7

13

14

15

16

17

24

28

30

32

33

34

35

36

、37

38

39

52

57

59

63

K■

K2

K3

封土中

々大ユ旦 ぬ鷲推論ではあるが,本遺跡の構成に
ついて,若干バ、オ1′てみたいo

本選罫働卜の最初
の上城墓は,本丘陵の最高頂であ りまた中心で もある, C地 区第

47・ 52054・ 57土

績の グ ノレ ープである
oこ れらは,丘陵頂の尾根稜線上にそれと直交して立地し,約

10mの範囲に並

んで
~pく  られているo第 47土墳は一括石

彎 4)じ
よ単すの上器形式前山正式のなかで も古式の高不

を

伴出 L//1｀ 日溝をも
つoそ してまた用木山遺跡をはじめ,本住宅団地造成予定地内の谷頭や丘陵高所

一 ■37-一

出土土器時期分類表

弥  生  式

中期中葉 1中
期後半

■

4

2

1

2

6

7

4

4

4

7

1

4

2

後期初頭 1後期終未

l

l

2

■

2

酒 津 式

併 行 期

7

1

1

1

2

■

■

1

1

■

1

■

(数字は個体数を表わす)
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に集落を構成する最初の時期と一致するo

第 2の時期は,方形台状墓を中心とした土壊墓であるoB地区だけについてみても,こ の時期は

土数の数 も急激に増大する。このことはまた集落遺bliにおいても,住居址数および伴出土器の量が

圧倒的に増大する時期とも一致するo丘陵尾根頂の自然立地をそのまま利用した墓域を設定,営造

が行なわれる過程のなかで,方形台状墓の墓制形式がとり入れられたのであるoし たが って方形台

状墓は,すでに墓域となっていた,第 1等の立地である丘陵頂をさけて,第 2等の立地 ,丘陵尾根

平坦部端に設営されたのではなかろうか。この時期の土装は,単に方形台状墓内のみにとどまらず

にC地区尾根頂稜線にも広がる形でも営造されているo

やがで墓域は,尾根稜線の方向に従って南北にのび, その長さ約8o,ル ,巾約18れ の範囲に広が

り,弥生式時代中期終末または後期初頭の時期まで,断続的に続けられるのであるoこ れまた,用

木山遺跡の終末の時期と,一致するのであるo

した/J3っ て,本土城群の営造は,当丘陵高位に立地する集落の開始と同時に,集落と切り離れた
墓域として設定され,そ の集落の療棄とともにこれも終るのである。

その後,弥生式時代後期の時期を中断期として,酒津式併行期に再び同一立地に墓域として造営
されるoこれら2時期の被葬者間の関連は不明であるo

本遺跡検出の埋葬施設は土壌71,土器棺3である。個々の上壊の時代別分類が不可能のため,機
械的に合算すると,その被葬者数は,若千の同一土装複数埋葬を考慮に入オ1オ1ば約80人 となる。こ
の被葬者数は何を物語るのだろうか。共同体構成員の,共同墓地として把握されているけれども,
果してその構成員すべての人々が,納められているのだろうか。四辻古墳群第 1号墳と複合する四
辻峠台状墓は,ほぼ本遺跡と同年代の所産であるが, 7土城墓で完結する。今後の同種の墳墓遺跡
資料および集落址の調査を待つて,総合的検討を行なったうえで,稿を改めての課題としたい。
いずれにしても,本遺跡は,当地方における,墓域を定めての墳墓遺跡としては,最 も古いもの
であるo宮山台状墓,便本山土嬢墓群,用木第 204号 墳,そ して定形化した用木古墳第 103号
jJlへ と]|き 継がれる,土装墓を内部主体とした当地方での伝統的墓制の初現的性格をもつ ものであ
る。

またふりかえって,土舞墓という土中へ深く素掘りの土装を掘って埋葬する葬制は, 本来,原始
社会から今日まで,途切れることなく連綿と続く墓制なのである。当地域内においても,群集墳盛
行期の,須恵器杯を伴出する土墳墓群lお よび平安時代未から鎌倉時代初頭にかけての灯明皿を伴
出する土装墓の存在も知られている。また現代においても,各部落集落単位に墓山を定めて,集落
ごとの基地群が形成され,埋葬が繰 り返されているのである。このことは考えるまで もな く,至極
当然で当 り前のことである。古墳と呼ばれる高塚に埋葬される,特定の人々の基の方が特殊なので
ある。われわれは,こ の当り前のことを当り前として,関連集落と合せて総合的に考え直 さなくて
はならないと思 うのである。

註

■)神原英朗「用木古墳群発掘調査概報」本調査概報(■ ■971年
2)神原英期「便木山遺跡発掘調査概報」本調査概報(a 1971年
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3)小林行雄・杉原荘介編「弥生式上器集成」

4)用 木山遺跡は,本遺跡の南東約 300れ , 谷水田一つをへだてた,標高92%を最高位に南面する傾斜面に立地

する集落遺跡である。現在調査進行中であるが, 約120戸の竪穴住居址群で構成される, 弥生式時代中期中

葉から終末までの,時期を限った遺跡である。出土土器の時期巾は,本遺跡と一致する。直接この用木山遺

跡の居住者と,本遺跡が結びつくかどうかは不明なまでも,考察を進めるうえでは,大きなてがかりとなる

ものである。調査の終了を待って改めて論及したいと思う。

5)用 木山遺跡調査に伴なって検出され,現在 8例発見されているが,更に増加する可能性Lがある。

6)便木山方形台状基調査に伴なって発見された。「便木山方形台状墓」本書に集録しているので参照された

い 。

一」
婦

……■39-一



第 1章

第 2章

第 3章

第 4章

第 5章

第 6章

第 7章

四造古壌群第 607号 墳

序 説………………………………………………………■41

立  地・…・̈・・・・・・・・・・…・・・・……・…・・・・・……。・・・̈・・・・“・…・・・・・"・“■41

調査前概況…………………………………………………■43

四辻古墳群第 6号墳………………………………………■43

四辻古墳群第 7号墳………………………………………■48

その他の遺構………………………………………………■57

まとめ ・̈……Ⅲ…………・・…………・・………・・・・…・・・…“
。…・・・■63



四辻.古 墳
1群第 617号 墳 |

第 1 説

四辻古墳群第 6号墳 (略記号 F6)お よび第 7号墳 (略記号F7)は , ともに岡山県赤磐郡山陽

町大字河本小字野山65-26番地に所在するo

岡山県営山陽新市街地開発事業に伴なう住宅団地造成工事のために,発掘調査の対象となったも

のである。発掘調査は,先に報告した四辻古墳群第5号墳|と 春世マi印山県の委託により,1当山陽

町教育委員会が実施した。調査は第5号墳の発掘調査終了に引き続いて,昭和46年 5月 26日 に開始

し,17Jl和 46年 6月 16日 に終了した。2基の古墳が同∵立地に隣接 L/て所在していた関係もあり,調

査は同時に併行して行なった。

昭和47年 3月 27日 ,住宅団地造成工事によって当地は削平され,そ の基盤である丘陵 もろとも,

古墳 もわれわれの眼前から,永久にその姿を消し去ったのである。

両古墳は,互 に近接して立地 し,そ の古墳規模 も類似する。しか も発掘調査を同時に併行して行

なった関係上,こ こに一括して報告することとしたo

第 2

四辻古墳群第1号墳が立地する標高81.6mの 四辻峠で分llk「した北に向う丘陵尾,根支脈は,再び高

まりをみせて標高 88.06mの 南北に細長い丘陵頂平坦地を形成するoこ の丘陵頂1には,四辻土装・Wi・

群および第5号墳が築造され,その東斜面はかなりの急斜面となっているが,東斜面の中腹の標高

約65mの地点で,下降傾斜を緩め,再び中池谷頭に向う尾根小支脈となっているo

本古墳 2基は,こ の小支脈の尾根上に直列状に隣接して立地しているoすなわら,傾斜を緩め ,

僅かにテラス状の台部となった,標高約62mの地点に第 6号墳が,その東約20m,尾根突端部標高

約57mに第 7号墳が築造されているのである (図 3)。

ここは,門前池。中池を含む谷水田の谷頭正面に張り出した,尾根支脈であるo眼下の中池満水

面との比高約,20m,西方約 120mには,四辻第 105号墳の立地する,標高80m前後の丘陵尾根を

はじめ,谷水田を取り囲むように,標高90m～ 70 1rlの丘陵稜線があって,眺望視野は広いとはいえ

ない。巾約8om前後,奥行約 600mの谷水田を,正面谷奥から東方に臨む地である。しかし,こ の

谷水田を取り囲む丘陵主IrrKの尾根稜線には,用木第 1号墳から第 6号墳,野山古墳群等の古式古墳

の系列が ,1ほぼどの尾根にも営造され,さ らにそれらの尾根主軸から,谷水田に向って分llkして張

り出した尾根小支脈の突端部に, 本古墳とあたかも対応するように小古墳が 指呼の間に立1也 して

おり,注目に価するoこれらの吉墳はいずれも標高50m～ 60mにあって,南東から用木古墳群第 7

号墳・ 同第11号墳・岡第8号墳, 野山古墳群第12‐ F」
L墳 , 本占墳 2基 , そして使木山古墳群へと続

立早

轟早 地立
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く。それだけに,一見何の変哲 もないこの谷水田の持つ意義 も大きいと思われるのであるo

第 3章 調 査 前 概 況

本古墳の立地する一帯の丘陵は,かつては河本部落有の共同野山であったo傾斜面を,巾狭な階

段状に削り開き,砂防植林がおこなわれ,松林であったと伝えられているoし たがつて本古墳外表

もその影響を大きく受けて,原形はかなり損なわれていた。昭和28年町村合併によちて,現在の山

陽町が発足したのを機会に,共同野山を部落民に分筆され個人有とした。そのため部分的にはその

植生や形態を変容したのであるo

古墳の周辺において も例外ではない。古墳そのものは松林としての景観を保ってはいたものの ,

この稜線を境に,南斜面から谷にかけては開墾され,果樹園となり桃が栽培されていた。そのため

の被害は第 7号墳にはおよばなかったものの,第 6号墳は,開畑のために一部採土された痕跡を残

していたo

砂防植林は,今から約50年前に行なわれ作業従事者のうち存命者 も現存されるが,そ の際遺構や

遺物が発見されたという伝承は全 くない。立木の繁い茂っていた時点での分布調査では確認できな

かった古墳の一つであるo

開発工事開始に伴なって;立木が切 り払われ,再度の分布調査によって,本古墳 2基は発見され

た (図版42)。

第 6号墳は,尾根上の僅かな平坦部にあって流土が著しく,且つ階段状に段築がなされ原況は大

きく損なわれていた。墳丘の高まりも殆んど確認できないほどの状況で, 自然地形とは異なる僅か

な高まりと,第 7号墳の存在と合せて,す応古墳として調査の対象とした。墳域 も明瞭でなく径15

m前後,高 さlm程度の円墳と推定される。

第 7号墳は,第 6号墳の東約20mの尾根突端部にあり,外表はかなりの乱れと流失をみせるもの

の,一見して円墳と確認できる程度の遺存状況は残していた。その時点での径15m,高 さ 1.2mを

測った (図 87)。

両古墳ともに, すでに掘られたものかどうか, 葺石や埴輪等の外部施設についても不明であっ

た。

本古墳の周辺は,発掘調査に先行して,造成工事が開始された。直接施工区ではなかったが,他

工区造成による残土の搬入地となったのであるo工事用道路が本古墳をかすめて通 り,中池はもち

ろん, 谷水田も埋めつくされてしまった。 かつては谷水田奥の丘陵, 約20mの高さを誇った古墳

も,発掘調査を開始する時には,搬入土砂の方が逆に高位を占め,谷底に取 り残された形となって

いた。古墳の範囲ざりざりまで高所は削られ,低所は埋められて,調査は古墳立地範囲のみに限ら

れたのである。

第 4章 四辻古墳群第 6号墳
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第 1節 外形 :外部施設

本古墳の夕1形は前節においても述べたとおり,砂防工事‐′こよる切り込みおよび流土が著しく,外

観からは墳域,墳形も判然としないほどの状態であったo本古墳の立地していたと思われる丘陵尾

根部は,現地表面がそのまま,地山生き上であるoしたがって古墳が存在しなかったのか,ま た存

在していたとしても,すでに古墳そのものが壊滅消失してしまったのか確認できない状態であるo

当該地域の全l_ntに ,4m× 4mの正方形グリットを, 4× 5列の計20区 を設営して,全面争J土調
査を行なった結果,地山肖J平整地面を僅かに掘り込んだ粘土床 1, ピット状土墳 6が検出された。

さらに丘陵尾根平坦部の北肩部あたりの斜面にかかる付近で,一度掘り出されて投棄された形状の

現表土遊離層出上の鉄剣 1,東丘陵尾根の竪穴住居址,埋土中に遊離した刀子 1が発見された。

丘陵尾根部の断面観察で,明 らかに地山を肖1平 して墳域を定めたと思われる,人子による整形面

｀
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ミ
、
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0

第88図 第 6号墳発掘度・遺構配置歯
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が検出され,鉄剣出土と考えあゎ

せて,古墳が存在したものと推定

した。墳丘整形部両端からの距離

は12.8騨 を測り, もとは径13m内

外の径をもつ円墳であったと推定

されるのである。古墳の高さおよ

び葺石や埴輪の外表施設について

は,知 る由もない。

なお,‐発見された粘土床および

ピットについては,果して本古墳

に伴なうものかどうか,現況では

判定できない。墳外に動i生式時代

中期の土器を伴出する,竪穴式住

居址も発見されており,それらと

の関連の方がより深いと推定され

る。粘土床はさておき, ピットに

ついては,本古墳に引4な う可能性

力ゞ薄いので,後に章を改めて住居

力Lと ともに記述したい。

第 2節 埋葬施設

前節においても述べたとおり,

本古墳は原形を全くとどめないま

でに壊滅していて,埋葬施設の全

貌は不明であるo

古墳の立地していたと思わイ1る

尾根稜線より,少 し南によった地

山削平面に,粘土床 l基が確認さ

れた。ここは原墳丘中央と推定さ

れる地点からみても,やや南東に

片寄った場所でもあるo遊離検出

された鉄剣は,こ の粘土床より尾

根稜線を越えて北西約llコ 1にあっ

た。これらのことから, この粘土

床が本古墳の埋葬施設としても,

中心主体は月1に存在していた可能

幹
姉
齢
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性が強い (図 88)。

粘土床は,地山削平整地面を僅かに掘りくぼめた,長方形の土墳の中に構築されていた。長軸中

心線の方位は北18° 東を指し,尾根稜線と斜交するが,その地の等高線に平行であるo

粘土床には青自色の粘土が用いられ,かなりのゆがみをみせているが,両小口部が外ふくらみの

円弧状をもつ長方形であるo削平整地面を約 5 Cm掘 りくぼめ,粘土をもとの整地面と同じ高さまで

水平に敷きつめ,さ らにその周囲に巾20Cm～ 25Cm,高 さ10Cm～15Cm程度のベルト状に粘土を巻いた

ものである。粘土床の全長238cm,同巾99Cm,床面長 195Cm,巾 54Cmを測る (図 90 1測版 174)。

床面は水平な面を保ち,形状もほぼ整然とした長方形を示す。北小口床面中心線上の,北小口壁

から約30Cmに ,山石を利用した枕石状のものがあって,その南側床面に30cm× 18Cmの楕円形の範囲

に朱の広がりが認められた。また南小ロー帯に大は20Cm× 30cm,小はこぶし大までの扁平な割り石

8個 を,床面上に敷いた形状で検

出し注目された。しか しこれ らの

石材は床面上に密着するのではな

く,2～ 3 cm浮いていたり,堤状

の外周粘土帯の上面にかかってい

るものもあって,上方に置かれた

ものが,落下した形状を示してい

るo棺の直上または被土の上に敷

き並べ,墓標等の意義をもたせた

埋葬施設と考えられる。しかし現

床面と現地表の比高は,平均約20

Cm,外周粘土帯上端と現地表の比

高 8 CDlの 遣存度では,こ の石材が

棺直上全面に置かれていたのかど

うか も,確証は得られなかった。

内部主体内での副葬遺物は,何

も発見されなかった。

粘土床の構造について,特筆さ

れることがある。それは,床面の

周囲に施された粘土帯の中に,15

Cm× 20Cm大 ,厚 さ 5 Cm～ 8 Cmの扁

平な石材を芯のように立て,それ

を包みこむように粘土が用いられ

ていることである。この石材は枕

石等と同質で,付近の丘陵から多

く得 られる花聞岩の割 り石である

A、
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が,隙 間なく立て並べるのではなく,点々とまばらに用いられているo

また粘土床の下約12CInに ,現地山上面が確認され,床面南小日の直下に,こ の地山面をさらに掘

り込んだピットが存在した。このピットは,粘土床がつくられる際の,地山削平整地より明らかに

先行し,他のピットとともに,後章にゆずる根拠の一つとなったものであるo

第 3節 出 土 遺 物

墳外に遊離した鉄剣 1,刀 子 1の 2点が発見されたのみである。

鉄剣 (図 91)

墳外丘陵平坦地の北肩にあたる現表土層の浅いところに遊離して発見された。 6片 に折損してい

たが一括して検出され, 折れ日が互に接合で きる鉄製剣身の一部である。 切先と関部の両端を欠
き,そ の全体を知ることがで きない。剣巾は左右平行につくられ,切先部に近づくにつれて,自然
に細まる形態を示す。中心に鏑をもち,そ の断面形は菱形を呈する。切先に近い部分で表裏の鏑の

角度に差がみられ注目された。現存長39Cm,巾 3.0叩 ,厚 さ 0.8Cmを測る。

刀子 (図 91)

古墳の東墳外丘陵尾根を約10m降 った,竪穴住居址埋土中に遊離して発見された。したがって ,

本古墳に伴なうものかどうか断言できない。 2片 に折損して検出され,銹化は著しいけれどもその
保存度はよい。現存長12Cm,刃部長 9 Cm,同 巾 1.8Cm,背の厚さ 0.3cmを 測る。断面形は二等辺三

角形を呈し,全体として薄い巾広の感じのするつくりである。茎の断面形は長方形を示すが,端部
を折損して全形は不明である。関部は刃部にのみ段状をみせるが,背部の刀身から茎への移行は直
線である。

仁にIII[フ ♀     |    |♀Cm

l  1  1  13cm

第 91図 第 6号墳出土鉄器

第 4節 築 造 の 年 代

上記のような出土状況のため,本古墳の年代を知る手がかりがきわめて少なく,その築成年代を
明らかにすることは困難である。粘土床と鉄剣の検討および次章の第7号墳との関連等から,前期
古墳としての性格が強いという程度である。
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第 5章 四辻古墳群第 7号墳

第 1節 外形・外部施設

本古墳はかなりの下降傾斜をもつ,巾狭な尾根上に立地してお り,I流土 も著しく,ま た砂防植林

の際の段築によってかなり原形を損なっていた。 したがつて調査前の外表観察では墳域 も判然とせ

ず,径約14mttt後 ,墳高約 1.5mの 円墳と推定した程度であるo

発掘調査の結果,地形の高い西墳端部に,丘陵尾根に直交して地山を深く掘り込んだ三日月状の

周浬と,地形の低い東墳端部で,墳丘を整えた整形痕が検出され,本古墳の原形と規模を知ること

ができた (図 87)。

周浪は丘陵尾根部で巾 2.8m,深 さは地形の高い西掘 り込み上端から,最深部である中心まで の

J/2ノ

千メヽヽ_ル

第92図  第 7号墳遺構配置図
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第93図 第 7号墳墳丘断面図
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一ヽくその存在が判らないまでに埋没している状況から推して, もとはかなりの高まりを有していたと推定される。

以上を総合して本古墳の外形を推定すると,径 15。 4m,墳高は真横か らみて約 2.3m～ 2.5mの

数頭円錘型の円墳であったと考えられるo

夕1表施設である葺石および埴輸の存在は,認められなかった。 しかし東南墳斜面の一部に葺石に

用いられる程度の山礫を数個散見した。流土の状況等から推して,外表施設がなかったとは断言で

きない現況であるo

第 2節 埋 葬 施 設

本古墳の埋葬施設である内部主体は,5基であるo墳頂平坦部に掘り込まれたもの3,西墳端の

周浪内に設けられたもの2で あるoこ れらの内部主体の形態は, それぞれ異なり注目された (図 92

図版46)。

墳頂平坦面に,尾根主軸に直交してつくられた第 1主体は,大型土装の中心に棺を置き棺供1に精

選された地山マサ土を埋めたものであるo第 2主体は, その西に隣接して平行につくられているが

粘土椰,そ の南にコの字形につくられた第 3主体は素掘りの長方形土装である。周浪底につくられ

た第4主体は,小形の箱式棺,今一つの第 5主体は小形の浅い土壌であるo

l。 第 1主 体

本古墳のほぼ中心に,丘陵尾根と直交につくられた大型の埋葬施設である。長軸中心線の方位は

北 4° 東を指す。水平整地面から長さ 512CIn, 巾 222Clnの 隅丸長方形プランで,深 さ76Cmの大型土

装を掘り,その中央に長さ 430m,巾 40Clnの平底木棺を安置したものであるo土墳内の埋土は棺側
に近い部分は,粘土まじりのマサ土,その上方は有機質を含まない,地山の精選された生き土を使
用していた (図 94図版48)。

土壊の掘込みは, 上端での巾 2.2mと 巾広であるが, 約24Cm掘 りさげたところで水平な面をも

ち,そ の中央に巾1.18mで再び掘りさげ,2重 の掘り込みとなっているoその横断面は図示したよ
うに,階段状をみせていた。したがって,土装底は最終的には棺をやっと納められるほどの巾45Cm
となり,上広がりの台形を示しているo

床面は中40m,長 さ 430mの水平な長方形の面を保ぅ,土壊掘 り方底面より約 7 Cm上位に置いて
いた。床面と掘 り方底面との間の埋土は,砂礫を含むマサ上である。側壁部は粘土まじりのマサ土
で ,やや外傾するものの,直線的に約35Cm立 ちあが り,そ の上端は左右ともに巾22Cm～ 25Cmの平面
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となっている。この形状から棺は夕1法長 430Cm,巾 40Cn,高 さ35Cmの平底の箱型木棺と想定されるo

本面北小 |コ ,北壁から53Cnlの長軸中心線に,山石を利用した枕石 1対が置かれ,そのまわり約30

Clnの範 lJIlに朱の広がりが認められた。彼″F者の頭位を示すものとして注目されるo

棺内に冨1葬された遺物は何も検出されなかったが,南小口に近い東棺側の埋土中に,土城掘り方

底面に接して,鉄斧および鉄剣各 l点が発見されたo鉄斧は刃先を棺内部方向へ剣は切先を南に向

けていた。こイLら は明らかに棺夕1供献物として,棺側に置いた後に埋土を行なうたことを示すもの

である。

2.第 2主 体

″jl ll体 の東 10SCmに,それと平行に掘り込まれた,粘土椰を内部主体とする土城である。第 1

主体にくらべてやや小さい掘り込みであるが,北に少しずれており,北小日の掘り込みは,本主体

の方が lm北 になるo第 3主体が本主体の南に接し,斜交して位置し,そ の南壁が第 1土壊南小
「

|

のJillり 込み線と揃い,全体として均整のとれた配置を示している。このことから本古墳の埋葬施設

は,当初から3主体埋葬が計画的であったとも思われるのである (図 95図版49)。

本土嬢のJlllり 込み上端|は ,第 1主体と同様平坦整地面から行なわオ1,そ の底面高位は,第 1主体
土城床面と一致する・ 土城の長llilll中心線の方位は北4° 東を指す。

上壌は長き385Cm,巾 146Cmの隅丸長方形のプランをもって,最深部で約55Cm掘 り込まれている。

その中央に夕1法長 299Cn,同 巾平均70Cmの粘土榔がおかれている。粘土は青自色のものであるo

粘土相;の中′由l線は,拝子の腐朽に伴なって陥没した形態を示し,巾約20Cm,長 さ 230Clnの 不整形な
帯状σ)穴 となっていた。発掘による横断面は円孤状を示し, もと割竹形本棺が棺として用いられて

いたことを推測させる。粘土圧痕から棺の大きさを復元すると,長 さ約 241Cm,平均径約38Cmと な

り,北小日に元部を置いた形となる。棺はほぼ全体を粘土椰によって包まれていたが,棺底中心線
には沼められ̀なかった。巾10～ 15Cmで帯状に,砂礫まじりの地山マサ上が約5 Cm～ 8 Cmの厚さに敷
かれていた。

床面の北小日に近い中心線上に3個の山礫を利用した枕石1対が置かれていた。北小に1内法壁よ
り28Cmの とこぅである。その他床面および粘土内壁部に,部分的に朱の広がりが認められたが,そ
の遮存度は良好とはいえなかった。副葬遺物は何も発見されなかった。

土城の掘り込みは第 1主体と同様,最初は充分の余裕をもって巾広に掘っているが,掘 り方上端
から約25Cmで水平な段状部をつくり,再び15m掘 りさげ,ま た段をもつ。そして中心部では棺の規
模に合せて,最終的な土壌を掘っているのである,したがってその断面形は 3段の階段状を示し,
粘土塊が 2段目の水平面にのっていることから,その時点で埋葬おょび葬送祭祀が行なわれたこと
を物語っている。粘土椰の粘土を除く他の理土は, 有機質を含まない地山マサ土をもって埋められ
ていた。

3.第 3主 体

第 1主体の東にその小日を揃え, 第 2主体の南に斜交する形でつくられた, 素掘りの土城であ
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る。第 102主 体と同様整地平坦面から掘 り込まれ,そ の長軸中心線は東29° 北を指す。
′
掘 り込み

上端の長さ 260Cm,同 巾94Cm,床面の長さ 233Cm, 同巾73Cmを測 り, ともに隅丸長方形のプランを

示す。床面はほぼ平らな面を保つが,平坦部肩の傾斜面につくられている影響からか,地形の低い

南東にやや低く傾斜している。掘 り込みの深さは平均42Cmを測る (図 96図版50)。

主体内には,枕石等の施設は何 も施されておらず,朱 の広が りをはじめ,副葬遺物は何 も検出さ

れなかった。

J

♀ _|  lm

第96図 第 3主 体 実 測 図

4.第 4主 体

本古墳の西墳端周浬底に位置する。丘陵尾根稜線より:,約 1興 南によったところの,周浬の中心

に尾根稜線に直交して構築された,小型の組合,式箱形石棺である。長軸中心線の方位は北24° 西

を指す。周浬埋土中につくられているため,そめ構築め時期は不明であるが,側壁を周浬底の現地

山上面に,小口壁を地山上面より約 4 Cm浮いたところに置いている。また石棺内は底面から10Cmの

高さまで土を入れて床面をつくり,北小口部に小さいながらも枕石 1対 をもち,部分的に朱の広が

りが認められた (図 97図版51)。

石棺の規模は,内 法で長さ60Cm,巾25Cm,高 さ2001,外法で長さ86Cm,中 平均60Cm,高 さ40Cmを

測る。使用された石材は,すべて花同岩であるo東側壁 1,西側壁 2,南北両小口各 1,天丼 2の

計 7個が基本石材で,そ の間隙には同質の小石を充填している。

周涅底に構築されているとはいえ,高さ40Cmの石棺が,か くれるだけの被土を用いれば,こ の周

浬の半分以上は埋没することとなる。墳中心の各埋葬が終わり, この周涅がかなり埋没した時期で

の葬送と考えるのが妥当のようである。また棺内に枕石をもつことから,伸展葬が考えられ,内法

長60Cmに納まる程度の子どもが埋納されたと推定される。
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第97図 第 4主 体 実 測 図

5.第 5主 体

第 4主体と同様,周浬底につくられた内部主体であるo尾根稜線の北約
1.5mに ,周浪底の地山

面 を浅く掘 り込んだ,素掘 りの小土族であるo現状は長さ 140CIn,巾 42Cmの長構円形
のプラン,そ

の横断面は拠物線を示し,深 さ14Cmを測るo床面も若干の凹凸をもって不整然
で,内部主体といえ

ないかも知れないが ,現地表から 1.2mの地下にあり,しかも周漫底
でさらに掘り込まれる可能性 ,

および第 4主体に対応する立地等から,一応内部主体として取りあ
つかつたものである。周渥埋上

の進行過程で掘 りこまれたとすれば, さらにその規模は大きくなる
と思わオ1′ るが,調査の段階では

一-155-
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第98図 第 5主 体 実 測 図

周浪底の地山上面でしか確認できなかった。枕石および副葬遺物は検出されない (図 98図版50)3

第 3節 遺  物

本謹i墳発掘に伴なう出土遺物の発見例は,

きわめて少ないの第 1主体土城底面に百1葬 さ

オl′たo鉄斧および鉄剣各 1の計 2点のみであ

るoこれらは第 1主体束棺側に接して,枕石

の南 310Cm,床面南小日から約60Cmの ,棺側

埋土底から一括出土したものである。

鉄斧

銹化はしているが遺存度は良好であるo鍛

造によるもので,刃部は振 りおろす刺l道半径

に合せて,緩やかなカープをもって広が り,

鳥帽子形を呈するoしたがつて形状は,現在

使用され′ている根切 り斧と類似性をもつ。上

部は左右からつき合せて,袋状の農をつくり

楕円錐形の袋状となっているo

上部端を若干欠損するが,ほぼ完全形に近

いと推定される。現存長 8.3Cm,機上端外法

長径 3.7αn,同短径 3,7CIn,同 内法長径 2.6

0             5cm
l  l  l

―-136……
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Cm,同短径2.35Cmを測るo刀部はゆるやかな外ぶくらみの円弧状を呈し,刀部長 4.4Cmを測るo側

面形は左右相対で滑 らかなカープをもって,最上端に移行し,全体としてやや小型ではあるが柔か

みのある,均整のとれた形態を保つ。

鉄剣

4片 に折損し銹化が著しいが,接合により完全形に復元できたo保存状況も良好な薄手細身の剣

であるo全長22.4Cm,刃 部長18.8Cm,茎部長 3.6cm,刃 部最大巾 1.8 Cm,同 厚0.45Cmを 測るo

左右相対のつくりで,切先および関部から茎部への移行ともに自然であるo刃部中心線に鍋をも

たずその横断面は,と つレンズ状を呈するo茎部 も端部になるにつれて自然に湘1ま り器厚 も簿 くな

るo横断面は刃部とl「il様 とつレンズ状を呈し,日 釘穴は認められなかった。

第4節 築 成 年 体

本古墳の築成された年代を明確にする資料はきわめて少ない。古墳立地や内部主体構造伴出遺物

を手がか りに推測しても,後期古墳時ltEと いえる材料は何一つ持たない。すでに発掘調査を行なっ

た,本古墳と同一立地条件をもつ,用本第 8号墳,同第ll号墳および本古墳の所属する四辻古墳群

等の対比 ,ま た吉備地方の類例によって,大まかに5世紀代にさかのぼる小形古墳の 1例 としてよ

いと思われる。
(1)

本古墳第2主体である粘土榔,お よび第 1主体出上の鉄貪Jは , ともに津山市沼 6号墳での出土例

と類似するo吉備地方において, 遺物のとぼしい小型古墳の多くが, 箱式棺を内部主体としてお

り,そ の多くが 5世紀代にさかのぼる可能性が知られている:こ れらは尾根上に立地し,須恵器を

伴なわなtヽ共通性をもっているoこ うした類例資料の中に,本古墳のように,多種の主体構造を内

蔵する,一資料を得たことは意義深いと考えるのである。

第 6章 その他の遺構

第 1節 発 見 と 概 況

第6号墳および第7号墳の発掘調査の過程で,本古墳に先行する時代の遺構が,当該地に所在
し

ていることが知 られた。

第 6号墳と同一立地の尾根平坦部でのビット群 6,第 7号墳基盤となった地山削平整 l也面に検出

された柱穴痕および,墳外尾根上に立1出する竪穴式住居山L2がそれであるo

ピット群は,第 6号 lJi築成以前の時期に,すでに丘陵傾斜を若1■削平整地し
て,構築されていた

らしいが ,伴出遺物を伴なわないので,明確な時期は不明であるo第 6‐号
・墳がその立地を利用し複

合して築成されたことは確実であるo

住居±11は若千例であるが ,弥生式時代中期の土器を伴出し,そ の時代
のものと推定される。第 7

号墳の発掘調査の際, 肖」平整地面内に, 若千の土器片を含む有機上層が検出
されさらに柱穴lL 4
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阪1,溝状の遺構等がみられたが,古墳築成の整地によるものか,床面下まで削平され,詳細は不明

であった。開発工事に伴なう造成工事から,僅かに残された墳外尾根部の拡張調査によつて,住居

力L2が確認されたのである。

当該丘陵の尾根稜線にそって,弥生式時代の集落址が,あ る広が りをもって存在していたことが

想定されるoしかし古墳立地部のみを残して,すでに造成工事が進行している現状では, その存在

を知ったとしても,調査はごく限られた範囲についてのみしか行なえない。同古墳群第 3号墳調査

の際にも,同様の経験をさせられ,誠に遺感であるとともに,残念でたまらない。

へ

ノ
/

//

ト

レ

／

１

リ

ｍ欄ド‐ヽ
‐‐‐‐ヽ
＼、

0

／

／

ヽ

Ｌ

ド

／

／
／

~―
、//

第100図 第 1号住居址実測図

第 2節 住 居

第 6号墳と第 7号墳の中間にあたる丘陵尾根部に立地する1号住居力Lと ,第 7号墳の北東墳外に

発見された2号住居址である。第 7号墳直下にも存在した可能性が強いが,遺存度が悪く追求でき

なかったので,記述は割愛する。

―
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1号住居址

かなりの下降傾斜をみせる,巾狭の丘陵尾根部の地形の高い西地山を切り込んで段状の削平面を

つくり,そ こに営築されすし竪穴式住居址である。地形の低い東半部は床面も含めて流失し,約 4分

の 1程度が遺存するo

円形の竪穴式住居址である。地山を掘り込んだ壁は, 地形の高い西側に一部遺存するのみであ

るo現存深36Cmを測るが原高は不明であるo壁帯溝の存在もその痕跡を残すのみであるo床面も流

失が著しく,地形の低い東方にやや傾斜しているが,平面を保つ部分は約 2.6mであるo柱穴8本

を発見したが , 本来は 5本柱で建築された径5m前後の住居であったと想定される (図 100図版

53)。

、事:〕
_〆
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第101図

2号住居力L

第 7号墳の北東部墳端から墳外にかけて , 尾根上に
つくられ′た円形の竪穴式住居山Lで あるo構築
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方法は 1号住居址とほぼ大同小異であるが,本住居llLの方が遺存度がよく,約 2分の 1を現存する
(図 101図版53)。

床面中央に 1,そ のまわ りに4の計 5本の柱で建築されている。現存掘 り方上端の径 5。 68m,床
面径5.14m,掘 り込みによる壁高は,最 もよく残る部分で48Cmを 測る。床面の外周には壁に沿って
巾15Cm～ 18Cm,深 さ 5 Cm～ 7 Cmの断面拠物線を示す溝がめぐっている他は,何の施設 も検出されな
い。床面はもとは水平な面を保ったと推察されるが,地形の低い東半部は流失し,水平面は 204Cm
残すのみである。           1

両住居址の埋土および第 7号墳墳土整地面に,若干の土器片を検出したが,すべて弥生式時代中
期に属するものである。実測に耐えるもの 2点 を第 106図 に図示して,記述に代える。

第3節  ビ ッ ト 群

第102図  第 102ビ ット実測図

第 6号墳とほぼ同一立地の,尾根平坦部に掘られたピット群である。地山を削平整地して,径 8
m～ 9mの平坦部をつくり出し,地山に掘り込んだものである。径 7mぐ らいの範囲に点在する6
ピットがそれである。

第 1ピ ッ ト

第 6号墳の粘土床の北約 lmに ,地山上面か ら直接掘 り込まれたピッ トである。長径 119ml,短
径83Cmの 楕円形のプランを示 し,深 さは地形の高い南壁で85cm,地 形の低い北壁で72Clll,平 均80Cm
を測 る。底部は57Cm× 67Clllの楕円形の平面を保 ち,そ の断面は上広が りの台形を呈する (図 102図
j阪 45)。
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第 2ピ ット

第 1ピ ットの北に隣接するo掘 り込み線間の地山平面は僅かに 7 Cllで あるo基本的には長径 113

Cm,短径98Cmの 楕円形プランをもって掘 られたものと推察されるが,南に60Cn/42Cmの 浅い掘り込

みを切 り合った形状をもち,一見不整形なプランを示す。掘 り込みの深さは平均80Cmで あるo底面

は30Cm× 62Cmの 楕円形平面 となっているが,西壁部で掘 り込みのはじまる上端から,約 42Clnの とこ

ろに,巾 23CInの階段状のテラスが設けられ注目された (図 102)。

第 3ピ ット

第 2ピ ットの西約 4mに ,第 4ピ ットと隣接してつくられているo掘 り方,形状ともに第 2ピ ッ

トに類似するo掘 り込み上端のプランは,長径 152Cm,短 径 l13Cmの 構円形を示し,本 ピット群中

最大の規模を有するo掘 り込みの深さは平均で32Cm,床面はほぼSFら で,62Cm/54Cmの桁円形を示

す。東壁の中間,掘 り込み上端から18Cmに ,巾 20Cmの階段状テラスを有する (図 103図 版45)。

第 4ピ ット

第 3ピ ットの南40Cmに位置するo長径84Cm,短径78mの隅丸方形に近い掘 り込みプランを示し,

深 さ約85Cmの ビットである。床面も58Cm× 50Cmの隅丸方形のプランではぽ水平面を保ち,掘 り込み

壁 も直線的に整然 としている。断面形は縦横 とも台形を示す (図 103)。

第103図  第 3・ 4ビ ット実測図
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第 5ピ ット

第 4ピ ットの南西約 1.8mに ある。前

4者 に比べて浅い掘 り込みであるo長径

115Cln,短 径90Clnの 情円形プランで掘ら

れているが,そ の深さは18Cmと 浅い。当

該地が前者にくらべて地形が高く, もと

はもっと深い ものが, 古墳築 成等のた

め,地形を削平された可能性もあるo断

面形は現況では拠物線を示す (図 104)。

第 6ピ ット

第 6号 墳粘土床の南小口床面下にあ

る。径約 140m,円形プランで約40Cm掘

られたピットである。断面形は上向きの

」山物線を呈するが,古墳築成との関連 も

あって,上部構造の原形はかなり損なわ

れているものと考えられる (図 105)。

第 4節 遺構の年代

住居址は前にも述べたとおり,伴出土

器の特徴から,弥生式時代 中期中葉か

ら,後半にかけての時期の所産と推定さ

れるoしかし,ピ ット群は伴出遺物をも

たず, その使用目的とともに明確でな

い。第6ピ ットと第 6号墳粘土床の共出

関係から,明 らかにこのピット群は,第

6号墳に先行するものである。そしてま

た,当該地は竪穴式住居址を建築するの

に,当丘陵としては恵まれた地であるに

もかかわらず,住居址と複合しない。そ

れらのことから本ピット群も,住居力Lと

同時代の所産と考えられるのであるo

‐

―

Z

第104図  第 5ビ ット実測図
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第105図 第 6ピ ット実測図

鷺
―‥‐れ
＝
卜
■
卜
●
■
お
″
Ｆ
ヤ
■
Ｆ
狂
ケ
■
夕
ｒ
■
，
■
，
■
一一″
＝
夕
，
絆
■
■
秒
■
＝
聟
れ
桁
″
激
静
打
４
台
■
十
年
一■
■
■
■
ケ
■
■
サ
■
■
，
■
イ■
■



-

♀        :       1♀
Cm

第106図

第 7

出 土 土 器 片 実 測 図

章 めとま

1.本 古墳 2基は,谷水田に向ってのびる,小丘陵尾根支脈の突端部に立地する,径14m前後の小

円墳であるo内部主体は基本的には土壊墓であり,伴出遺物のきわめて少ない特徴を有するo

2.特 に第 7号墳は,墳頂平坦部に 3主体の埋葬を古墳築成の当初から考慮されており,ま た発見

された 5主体のすべてが,形態を異にして注目されたoすなわち,第 1主体は土壊内に平底本棺

を置 き,地 山マサ上で埋納,第 2主体は粘土椰,第 3主体は素掘 りの長方形土壌,第
4主体は周

性底につくられた小型の箱式組み合せ石棺,第 5主体は楕円形の小形土装であるo

3.本 古墳の出土遺物は, きわめて少ない。遊離していた第 6号墳の, 刀子 1は ともかく, 第
7

号墳は 5主体ありながら,副葬品は第 1主体の鉄斧・剣各 1のみであるo吉備地方
の5世紀代小

形古墳で ,′ このように伴出遺物の少ないものの多くが, 箱式棺を内部主体
としているのに対し

てl多種の埋葬形態を示す資料を,一つ加え得たことは意義深いと思われるo

4。 本古墳の発掘に際して,古墳に先行する集落址が発見されたが,調査
に先立って造成工事が開

始 され ,調査時点では, きわめて限られた小部分のみの発掘を余義なく
されたoしたがって,十

分な調査の成果を得ることができず,本古墳報告に付記する程度である
o本当に残念なことであ

る o

誰

■)今井尭他「美作津山市沼六号墳調査報告」古代吉備第6集 1969年

2)今井尭他「備中国高松町観音山第12号墳J私たちの考古学16号 1958年

渡辺健治「美作国津山市隠里箱式棺調査報告」古代吉備第
2集 1958年

間壁忠彦「岡山県下の人骨を出した小古墳 6例」倉敷考古館
研究集報 4号 1968年など

3)註 (2)に同じ
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ブセ レンタ ー の 当初計画の縮少を含めての造成計画i変更を了承され,本遺跡は現状保存となったので
ある も  lン た 力ゞ って調査は, 本方形台状基の外形露呈にのみとどめ, 内部主体の発掘調査は 中止し
た。 と り あ ぇ ず i量構の上に厚さ平均30Cmの被上を盛って坦!め 戻し現況保存に備え,昭和46年 11月 20
日―一″献 串冬 了 と した。具体的な保存処理は今後のi課題 となるが,現在までのところ,一度記録保存と

決定 さ ォ■́, 訂Fl査ヵi行なわれた遺跡で,計 lllli変更を伴なう現況保存の処置が決定されたのは,本遺跡

のみ て ,こち る 〇

こ こ をこ そ の 経 j出 を述べて,関係各位に感訪|の意を表したい。したがって本小報告は,われ′われが

発lllti謂瑚整モをす丁ち切るまでの,外観的概報である。その旨御了承賜わりたい。

舞彗 2節  立地と調査前の概況

四ミ士 干彗墳 群 第 5号墳が立地する丘陵尾根最高位 (標高89.6m)か ら,い くつかの小支脈を分岐し

な力ゞ ら , JL]束 方向に下降してのびる丘陵尾根がある。この丘陵尾根は,使木山遺跡の立地するあた

りで , そテc)~ド 降傾斜をllJ9る め,巾狭ながらも平Jll地 となり鞍部を形成している。さらに鞍部を分岐
点と し すこ , ィ氏J、な丘陵支脈が分岐し,細文寺池から門前池にいたる谷水田を抱きかかえるような形

での 3ヾ て ぃ るのであるoこ れらの支脈は多少の起状はあるものの,その稜線はほぼ平j旦な舌状とな

って C)●ゞて もヽ る。谷水田の比高は平均約15mと 低小で,尾根稜線の標高も40m内外である (図 107).

本 itt I蹴1は , 1■ 陵分岐点となった,便木山遺跡の北に隣接して所在する。前節においても述べたと

おり,  こ σ)丘 1安尾根_Lは その稜線に沿って, 巾4mの本材搬出川林道が尾根部を削平して施敷さ

オl, 週讐胸杯が そ の道路敷の真下に存在していることもあつて,原形は全くその姿をとどめておらず ,

分lf訂Flで駐の 日:寺 点1では感知することすらできなかった。

し すこが っ て , 使木山遺跡 C溝状遺構の形態から, あるいは上場:墓群が広がるのでは ?と の予測

と, 造 成 工 事 に伴なって崖面に露呈した土城断面によってはじめて確認された状況である。

当二[捌
`D愛
M市 潮[」査の段階では, 便木山遺跡をはさむように, 西に便本山古墳群 第 1号墳～第 3号

墳, ■こここ I司第 4号墳～第 6号墳と, 6基の円墳が直列状に丘陵尾根上に並び, さらに北へ約 100m

の地 /1t α〕j嘱根 支 脈に岡第 8号墳の存在が知ら′1,て いるのであるo山 陽町教育委員会の調査によって

便本 にLI]聾[跡が , また岡山県教育委員会文化課の発掘調査によって,本遺跡東眼下の谷頭から門前池

にか ιす
~〔
σ〕谷 水 圧1面下に,弥生式 1時代中期未から,平安 ltJlにかけての集落力Lが発見され,遺跡群の

密集 ¬打 る 責L」戦で あることがわかったのであるo

当 ii亥 ナ也 は , 調査が行なわれる前までは松林で, 埋積平地との比高 も約20mと さして高くはない

が, =ILか ら東 へ 向う眺望祝野は広 く,砂川によって形成さイ1た埋積平地の大半を,眺望できる地点

を占 め
´
て い る o

舞吾 3節  遺跡の外形

発 夕Fl言活l:査 の 結 果,本遺跡は鍵状に2方向にのみ溝状遺構をもつ, 1辺 6.8mx 7.Omの方形台状

二tと , そ こ)ゴ L ltJ約 3.5mの尾根上に,それと並列する土墳菓 2が検出された (図 109図 版54)。

力
‐
メ|ラ イ箸 tt:墓 は ,丘陵尾根を一度削平整地した上に,赤褐色の粘質土を盛ってつくられている。現
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状では底辺で尾根 と平行す る南北長 6.8m,直交す る東西長 7.Om,墳頂台状部南北長 5.4m,東

西長 ′5.am,墳 高約30cmを 洪1り ,各 々の稜線は FIJl瞭 に
'量

存 し,ほ ぼiF方 形に近い平 ili形 を示す。 し

か し現在施敷 されている林道面が,本遺跡台状部上約 14Cmに あって, その高ま りおよび台状墓平坦

面は,かな りの影響を受けているもの と思われ る.

′1午状遺構は ,地形の高い南側の尾 11(と ,傾斜の緩い lJLi墳 端部に鍵状に掘 らイしているo一見Pl諄状

を呈する溝状遺構であ る。記述の使メr_11, これ らの溝状遺構 を南′1卓 ,西 711と |1平称するo

南溝は,先 に記 した使木山遺跡 と,本 台状基の境 をIIす るように,台状墓の南端部に丘陵尾根 と

画交 して, 深 く掘 り込 まれている。 横断面は拠物線 を呈 し, その底面iの 可1心線はほぼ 水平を保つ

が ,馬 の背で |‖狭な尾根稜線 を切っているため,溝巾および深 さは一定でない。尾根中心線での地

山上面巾約 4mを測る。深 さは,地形の高い南掘 りj込み上面か らの比高 132Cm,台 状墓頂平 J旦面 と

の比高 102Cm,平 均 l14Cmを 洪」るo溝 の両端は, その底面が |■ 陵斜面 と標高が一致する付近で 自然

に消滅 し,長 さ11.8mで ぁる。

西溝は,台状菓西噴端に沿 って,北墳端までの間に掘 り込まォlて いるo台状墓側は,台状墓斜面

の傾斜度 と合せて掘 り込まォt,地形の低 い lJLi端 は ,折|り 込み も浅 く,一見 して段状 を呈するところ

もある.溝底 巾,い線は ,南 l ll」 同様ほぼ水平を保 ち,横断面iは西に低い拗物線を示す。台状墓頂平坦

面1と の比高平均 140Cll,地 形の低い llLi地山掘 り方上面 との比高平均16Cnl,平 均深約45Cmを illllる 。溝

の平而形は,南溝 と鍵状に)1ら れているが,北端は 1街円形 を示 し,全長10.3mを 測る。 llri溝 の交わ

る南西 /Flで は ,台 状墓破線は ,]11部か ら溝底に至 るまでり]1麟:に保ってお り注目さイ1た 。

この溝底全面に破片 となって遊断[す る土器片 と,部分的にではあるが人頭大程度の山礫が,かな

りの量 1転落 した状態で検出 された。台状墓墳端部 に列石状をJlす る石組みが ,部分的に認め られ る

ことか ら, もとは本方形台状墓墳端を聞続する形で ,列石が施設されていた ものと考えられる。

以上の11柄 を総 合して本遺跡 を復元想定すれば ,一辺約 7m,itiさ 30Cm以上の IE方 形プランを も

ち,そ の端部 に人頭大の山礫 による列石 と,南 および西墳端部 に鍵状 となる溝を有する方形台状菓

とな る。

方形台状墓北墳端か らさらに北方約 3.5mに ,I」 接尾根地山を掘 り込んだ 21L場iが検 出 さイ
‐
l′ た

が,当 該地は林道施敷の際肖いμされて,り1状 を大 きく損なわれているため ,そ の夕1形は全 く不明で

あるo工事によって北 側尾根は巾約60mにわたって削 りとられ ,そ の全容 も明 らかでな く,方形台

状墓 と直接併存するものか ,ガ」lllqiの基地遺跡であるのか も明確でない。土城形状および方形台状墓

出上のJl器 の検討か ら, こオ1ら の土城墓は方形台状墓に比 して,後 出するものではなかろうか と推

測 されるのみである。

また本遺跡 の調査において,方形台状基の西斜而北端に近 く,7西津式イナ[行リサ」の上器棺 1,お よび

東斜面に接 して 6世紀 Jl師 器甕を利用した土器棺 1を はじめ,須恵器片やJi師 器片が ,地 山上面 と

か表土層内に遊離 して散兄 された。 さらに工事区に入 るため,便木山遺 i亦か ら東にのびる丘陵尾根

上において,弥生式時代竪穴住居道Ll,お よび鎌倉時代と推定 さ′tる 火」明皿 を伴出する土址 1を発

見 した。したがって当該地は,何回かの中断期を もって,弥生式時代中り明以降少な くとも鐵t倉 期 に

五1る 長期間 ,ll il一 立地 を利用 した集落や墳墓が複合 して主|な まォlた 地域 といえる。

一 ■69-
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第109図  便木山方形台状墓外形
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第 4節 埋葬施設

1.方形台状墓

方形台状墓は,そ の外形を露呈した段階で現状保

存の処置が決定したので,調査を打ち切った。その

ため本遺跡の埋葬施設の全容はり」らかでない。現存

の台状墓頂平J上t面から折|り 込まれた上城 1について

のみ調査した。しかし本土城は,台状墓の中心か ら

lJq北 にかなりはずれた場〃Tに位置し,本来の中心主

体というか,複数の埋葬施設の営なまれている1可 能

llJLが
]去 い。

このlll_葬主体は,台状頂平珈1部の南北中心線の 1/Li

約 1.3m,南小 111部 を東西中心線上にして掘 り込ま

れた,長方形プランをもつ土壌墓である。Jlllり 込み

上端は,現平」J面から掘 りおろさイし,そ の11■ 中一

i由1に高不を中心とした一括Jlイ1片が 充満して い た

(Ⅸl 112図 1阪 55)。

土壌は,長方形ブランをもって整然と」lllら れた箱

形のものである。Jと もほぼ直立に近 く,床面は水平

な面を保つ。長軸中心線は台状墓南北線に平行し,

北 l° 束を指すo掘 り方 _L端の長 さ 201Cm, 巾69

cm,床 lli長 192Cm,巾 61Cm,現 存の深さ平均36Cmを

測る。床面北小日の北壁より33Cmに ,枕石 2対が置

かオ1′ているo枕石の状態から,並夕りする 2人の埋葬

が考えられる。枕石か ら南へ約 8 Cmの床面中心線上

に,管玉 1が発見された。

なお,本土城床面下の地山上面をボーリング探査

をした結果,平均して土壌床面iよ り36Cm下 方で地山

上面に違するが,枕石のある付近のみが ,65Cmと 深

くなる。したがつて地山上面から掘 り込まれ′た,本

二L Ulに先行するI‖葬主体の存在する1可 能性が強いo

2.尾根上の埋葬施設

方形台状墓の北方約 3.5mの尾根上に,そイ1と 直

交する土城墓 2が確認 されたo丘陵尾根が工事によ

り中断さイl,崖状となっているため,すでに損壊消

|

第Hl図 方形台状墓断面図

-17■ ――
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第112図 内 部 主 体 実 測 図

減した111lJlの存治:し た7可 能性もある。現存するもの2上場iで ある。現況では道路敷となっているた

め,そ の外形,外部施設鴬1についても,ま た台状基との関連についても不明である。

‖1lJ」 |り:

丘陵を削り取った岸面にその断面を露呈し発見された土墳である。尾根稜線に直交して,そ の長
1勒線 lま 東lo・ 南を指す。西半部を斜めに切り取られ,約 %を残すのみである。長さは不明であるが
巾 195伽 ,深 さ ]04 Cmの 隅丸長方形の大形掘り方の中に棺を置き,棺側の高さまで精選された地成|
マサJlを もって‖!め ,何 らかの葬送祭祀の後, さらに土壌埋土を行なう形式のものである。したが
って発掘の際には,大型「11嬢 の中間に,階段状の段をめぐらす形態を示し,二重掘 り方となってい
たo用本第 2号 lFtの中心主体の埋葬施設ときゎめて類似する。棺側に埋められた マサ土内の土壌
は,おそらく箱]1に組まォlた木棺の外法を示すものと思われる。長さは不明であるが,上端の巾94
Cm,床 lrli巾 74Cm,マ サlL11lL高38Cmを測る (図 114図版59).

床面は水平な面を保ち,東小田部に枕石 l対が置かれ,そ の周辺床面上に朱の広が りが認めらイ1′
た。その枕石は床itti長軸叫1心線から若干北にずねンている。また西小日切断面外法に枕石状の石材り
イ|‖が検出さイ1,東 小日同様床上に朱の広がりが認められることから,あ るいは本Jrlり F施設内に2遺
体 C/J複 数Jlll,Pの「可能性も考えられる。

`吉

2111現賃

晰jl土班の南に隣接して|::な まれている■1城である。地山上 lFliか ら直接掘 り込まォ1た ,長方形プ
ランをもった大形土城である。 llllilL城 の間に残る堤状の地山上面の「には22Cmで ,そ の長 1咄 中心線の

-172-―
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第113図  第 102土 壌実測図
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第114図 第 1土 壌 実
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方位は東30° 南を指す。動‖り込み上泊iの長さ 328Cm,巾 150Cm,床面長さ 299Cm, 巾 106Cm,地 山

上面|か らの深き36Cmを測る。床面はほぼ水平な面iを保ち,掘 り込みの断面は上広がりの台形を呈す
る.床面中心線上の東小「 |か ら70Cmに枕石1対が置かれ,そ の周囲に僅かではあるが,朱 の広がり
が認められた。北枕石に接してその北側床面に鉄鏃 1,枕石のlJli約 23Cmに勾玉 lが検出される。こ
の枕石の他に3 111Filの石材が床面上に検出され′たが,棺直上に置かれたものが転落した可能性の強い
出Jl状況を示している。また枕石に対応する西小日壁より70Cmに ,枕石に用いられる大きさの石材
1個が検出さイ1る 。Jl墳の規模から考えて,複数埋葬の可能性も推定されるものの確証はない (図
115図版60).

第 5節 出 土 遺 物

耳

"ジ

F施設である土壊内に聞J葬 された遺物は方形台状墓土壌検出の管玉 1,尾根上第 2土壌出上の
鉄鏃および勾IE各 1の計 3点である。

他に台状墓iL墳埋土中に検出された一括土器群および溝状遺構底検出の上器片多数である。

1.副葬遺物

勾玉 (図 116)

硬玉製の小形勾玉である。頭部のやや大きいC字形を呈し,研磨は精巧である。平L自 色と薄緑色
が斑文状に混じっている。全長2.02Cm,巾 1.25Cm,器厚1及大部 0。 7Cmを 測る。貫子Lは頭部中央に一
方
・
からなさイ1, 上端径0.35Cm, 下端径 0.2Cmで ぁる。孔の円周は糸ずれによる磨粍痕が認められ

第115図 第 2土 崚 実 測 図
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管玉 (図 l16)

子L青色の碧玉製の管玉である。長さ 1.lCm径 0.35Cmの ,

細身小形のものであるo貫子しは一方からのみ行なわれ ,上

端径0。 1lCm,下端径 0。 lCmを測る。

鉄鏃 (図 116)

矢先部にややメ、くらみをもつ,情円形の平根式鉄鏃であ

るo銹化はしているが保存度は良好である。中央に鏑をも

たず,そ の断面形はとつレンズ状を呈するo茎は角柱形を

呈し, 鏃部との移行は段をもたず 自然である。 全長 11.1

Cm,刃部長 8.6Cm,茎部長 2.5cm,刃 部最大巾2,75Cm,同

最大厚 0.6Cm,茎部巾 0.6Cm,同厚 0.5Cmを 測る。鏃部か

ら茎部にかけて,布 目の圧痕が 2む′程度認められ, もとは

liに包んでの埋納が考えられる。

囁○

皿
5cm

第H6図 出土遺物玉類・鉄鏃

2.土 器

方形台状基頂土城と,溝状遺構底に夫々一括破片として検出された土器片であるoと もに時期的

にはごく限られたもので,酒津式併行期のものにやや先行する特徴を示す。葬送祭祀に伴なうもの

のためか,高不形土器が圧倒的多数を占める。いずれも小破片となり,接合による復元も困難のた

め,そ の明確な個体数は明らかでない。先に報告した便木山遺跡C満の土器も,当然本溝状遺構に

含まれるものであり,合せて検討し実測上器も再録した。分離 l」 能なものを検討した個体数は別表

に示すとおりである。若千は,便木山遺跡に伴なう土器片も混在する可能性もあるが,原員U的 には

本台状墓に伴なうものと思われる。

高跡形土器 (図 1240125)

llLFll体数は最も多く,葬送祭祀に伴なうためか器形も特殊なものを含み変化に富んでいるo(10)

に代表されるように,(607)の 杯部に (13)の脚がつくものが大半を占める。外部外面の下半

に稜線を有し, 脚台部に十字形に 4個 の円子Lを もつ。ネロ縁部に沈線 (8・ 9), 鋸歯文 (1・

2・ 4)を施していたり, 器受けを もつもの (4・ 5)も あるが 出土例は少ない。月ヽ形低脚高不

のなかに卦底部中央に,焼成前に穿子Lし たものが 3例 (18・ 20021)検 出された。 1台土は比較的精

選された粘土を用い,若千の砂粒を含み,焼成は良好であるo検出例のうち約%は Jbl・を塗られてい

た。

壺・甕形土器

―-175-一
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第H7図 土壌上の一括土器

壺・甕の類は,量的には個体数は少ない。特に通常の壺は検出され.なかった。整tは くの宇形げ)日

縁部を,ややつまみ出して拡張されたものであるが,凹線をもつものと, もたないものがあるo凹
線をもつものについても,朦鴫として明瞭でない。底部は原員」的には平底であるが,中 にはメし底と
の中間f陶なものも含むヽ。鉢はルじ状の小形のもので,底部は丸底である。ナ‖は直日のもυ)が多く,胸 l
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第118図 溝状遺構底の土器片
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を有するのが通り1のようであるo

器台形土器

先の便本山遺跡報告の際に記載した鼓形器台 (31)は
,C溝 内出上であるので, ここに一応再録

した。南 0西両溝状遺構の出合う南西角から, さらに南西方向
に張り出したように掘られた,溝底

よりの出土であるo中央くびれ部の巾が狭く,稜線をもち上
。下台とも高不状に滑らかに外反して

いるo器高12.2Cm,上縁径22.6Cm, くびれ部径 7.6Cm,下縁径19.2Cmを illlる
o脚部内面以外は平滑

で丹塗りが施され,脚部内面は刷毛目による調整がなされて
いるo赤褐色を呈し,焼成は良好であ

る。胎土も精選されておりわずかに砂粒を含む。鼓形器台の編年観
および出Ji状況から推して,前

記一群のIL器 よりやや後出の二次的遺物と思われるo

ラッパ脚器台 (19)お よび高不状器台 (3)は ,いずれ′も一見して高杯と兄られたが, ラッパllll

器台は柱状部,高不状器台は外部下底部の検言寸
・の結果摘出したo

甕形土器の中に (32)の よう

に群集墳盛行期の特徴をもつ ,

土師器を含むが,後節iそ の他の

遺構において記述するように,

後世の墓域と複合している関係

もあり,溝状遺構内への混入と

考えられるo器形変化は高不に

おいてより敏感であるが,全体

的には,酒津式併行期にやや先

行する時期の所産と考えられるo

第 6節 |そ の他の遺構

今までにも何度かふれてきたが ,

異なる遺構が,数件検出されている

付表11 弥生式土器片個体別分類

遺跡と併為iす る時代の

1.壷   棺

土 墳 内一括

溝 底 上 器

計|´

鼓

形

器

台

亜̈

，

ト

ム
ロ
　
　
　
件
側
　
　
　
―――
用

ヤ
ロ

13

88

101

1

2

3

本遺跡およびllqi辺 部に複合する,直接本

。現状を略記してその黄を果したい。

方形台状墓の,西斜面北端の近くに営な

まれた壺棺であるo破砕され接合も困難で

あるが,器高約50Cm内 外のものである。基

底部は, とつレシズ状にバ、くらんだ平底で

あるが,胴部との稜線は明瞭でなく,器表

にたたき目を有する,「1縁は打ち欠かれて

お り不明であるが,便木山第 6土器棺 (K

6)と 類似し,酒津式併行期の所産と考え

0              4()(:I Tl
L   i   `   `   J

第119図  土器棺K2出土状況

Ｉ

Ｔ

洲

ソ
′

′

ヽ
ノ

――]78-―



ら1■ るo

2.合せ口甕棺

6世紀代の所産 と思われる土師器甕で 2個体を合せ口に利

用した土器棺である。台状基の東南角の稜線付近に埋紺1(図

120)さ れた ものが ,よ り保存度が良好であったが ,図 (108)

の地形図に×印で もって示しにように,丘 陵斜面に4か所確

認されたo便木山遺跡K7の例と合せて,こ うした墓 1:」 をも

って,当地が墓域に設定された時期があったことを物語 るも

のであるo

3`須 恵 器

本遺Fdiの発掘に際して,須恵器片や完形の杯等が,表土層

内において数点検出されたo東眼下の谷9~Jiに は古墳時代の集

落鶴lも 確認されており,そ れ らとの関連が強いものと理解
し

たい。われわれの調査においては,遊離検出のみで ,そ れに

牟卜なう遺構を確認できなかつたo今次では図示できる
2～ 3

の例を示すにとどめる (図 121)。

4.土峨墓

便木山遺跡か ら,東 にのびる丘陵支脈尾根平却l部
に検出さ

れた土娘であるo小 口音帥 外ゞふくらみの長方形を呈しょ
尾根

に直交して地山に直接掘 り込まれた土城
であるo掘 り込みの

はじまる地山上面での長さ194Cm,同 巾58Cm,床 面
の長さ181

Cm,同 巾46Cm,掘 り込みの深さ24Cmを 測るo床面はほ
ぼ水平

な面を保ち,西小田部床面上に鎌倉時代に比定され
る,灯明

111点が検出されたoま た土城中央に40Cm X 35Cm×
20Cm程 度

の,一かかえ もある山石 2個が ,1伝落した状況
で検出され注

目されたoおそらく灯明Πlに代表される時代の所産
と考えら

れるが,保存 される便木山第 3号墳と林道と
の間の,ご く限

られた面積での調査のため,具体的なことは
~切不明である

(図 123,125図版60)。

第120図 K2土器棺

5.竪穴式住居l■

前記土境と接して,尾根上において発見され
た竪穴式住居址であるo壁部下半

および床面の保存

度は良好であるが,丘陵頂のための土砂流失
等により,掘 り込みの上部

は残されていないo現地表面

第121図  遊離須恵器

―一■79-一



巡

第122図  住居址周辺地形図

‐
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C＼

C＼

と床面の比高1lCm,地 表面と地山生き土上面との比高 5 cmがそのことを物語る。1径 4,94mの円形竪
穴式住址居である。柱穴は 7本検出されたが,基本的には 5本柱の構造で ,他の 2本は,出入口の設
備に伴なうものと考えられる。中央にやや歪みをもつが,楕円形の穴を有する。壁帯溝がめぐらさ
れているが,出入口設備と思われる柱穴間では途切れている。伴出土器が不明で年代を明確にで き
ないが,サ ヌカイ ト製打製石鏃 4を掘 り方内より検出したこと,おょび眼下の用木池遺跡の集落」L

ヽ

も

１
左
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第123図 土 墳 墓 実 測 図
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才 B

―-181-―



珍

片咸A‐魃「輪曇あ 珍 @―・♀1 1 lcm
第126図  住居 l■出土石鏃

♀     l     Tm

との関連から,弥生式時代後期の所産と推定するo本住居Jlに
ついても,限 られた小面積の発掘であるため,増i発的な事例と
してしか報告できない。本住宅団地内集落址調査の進行と合せ

て,後に稿を改めて報告したい (図 126図版61)。

第 7節  ま と め
第125図 ±1費内出土土器

1,本遼跡および周辺部は,中断期はあるものの弥生式時代住居山Lか ら後 ll[墳 基まで,か なり長期
にわたる複合遺跡である。今次は方形台状墓に焦点をしぼっての報告としたい。他の事項に関し

ては, いずれ稿を改めて,関連遺跡と合せて論求したいと考えるので,御 了承賜ゎ りたい。

2.本 遺跡は,1■陵尾根部を削平整地の後,粘質土を盛った一辺 7m,高 さ30cm以 上のほぼ正方形
な方形台状墓である。地形の高い南尾根と,傾斜の緩い西斜 lfliに は溝をlllllり ,墳端に列石をめぐ
らしたものであるo

3.内部主体の形状は,調査の過程で現況保存が決定されたため,そ の全容は不明である。浅い場
所に設けられた1主体の調査では,長方形土娘に枕石を配した, 2遺体げ)埋メドである。
4.主体内に充満する一括土器,お ょび溝底出上の上器群の大音|`分は, ともにある一 |1寺期を限った
ものである。土器の特徴から推察して,酒津式併行期に若干先行する,弥生式時代終末期の所産
と考えられるo

5。 方形台状墓の北方約 3.5mに ,尾根に直交する2土壌が並夕Jして所在した。 しかしこれらの土
族が,直接本方形台状基に伴なうものかどうかは不明である。第 1土装の主体構造が,用木古墳
群第 2号墳の中央主体と酷似し注目された。
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宮山古墳群算 4号墳。宮111方形台状墓

第 1章 序 説

宮山古墳群第 4号墳および宮山台状墓は, ともに同一立地に電なって複合する遺跡で,岡 山県赤

磐郡山陽町大字河本小字宮山 713番地に所在するo

岡山県営山陽新住宅市街地開発事業に伴なう住宅団地造成工事のために,記録保存の対象となっ

たものであるo発掘調査は岡山県の委託を受けて,山 陽町教育委員会が実施した。調査期間は,昭

和46年 12月 8日 から昭和46年 12月 31日 ,お よび昭和47年 2月 ll日 からlla和 47年 2月 16日 までの間 ,

実質調査日数計23日 である。

発掘調査終了後, llfJl和 47年 3月 10日 , 造成工事によって その基盤である丘陵もろとも削平され

た。現在は住宅団地外周の道路敷となって,そ の姿を永久に消し去ったのであるo

第 2章 立

住宅団地造成予定地である丘陵耕の ほぼ中央部にあって, 標高92mと 最高位でもある用本山か

ら,東 に下降しながらのびる尾根支脈は,バ、たたび隆起して標高66.9mの 愛宕山となるoこ の愛宕

山を分岐点としてさらに北北東に,滑 らかなスロープをもってのびる低丘陵上に,本遺跡は立地す

るのである。

丘陵群の北東末端部にあた り,丘陵群の外縁となって,東 に埋積平地,西 に門前池を含む谷水「Fl

と,平地の中に細1長 く張 り出している。また愛宕山から下降した尾根は,標高約28mで鞍部となっ

て,■、たたびゆるやかに高まりをみせ,標高40mを最高位として本丘陵は形成さイ1´ているが,その

鞍部を深く割って農道がつけられているため,一見して独立丘の観すら呈するほどである(図 127)。

丘の尾根部はほぼ♀坦な稜線となり,そ の規模は南北長約 450m,東西巾約 150m,麓 の水田面と

の比高は約15m前後である。

丘全体が部落有の松林となって,そ の中央には氏神様である祗園神社が祭られている。最高位を

占める尾根稜線に富山第 1号墳が立地し, それから南西約200mの尾根上に, 同第 4号墳までの 4

基の小形古墳が直列状に点在するo

調査対象となった宮山古墳群第 4号墳は, これら古墳群の南西端にあたる,掘 り割道の崖部に近

く立地している。そこは標高約33m,谷水田面との平均比高僅かに10mと , さして高まりを持たな

いが, 中池を含む奥行約500mの 谷水田の正面谷口にあたり, また砂川流域に開けた埋積平地を一

望する,視野の広い立地であるo

第 3章 宮山古墳群第4号墳

地
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第127図 宮 山 周 辺 地 形 図



第 1節 調査前 の概況

本古墳は丘陵尾根平坦部の南突端部に位置する。古墳立地部の南約40mの鞍部は,深 く掘 り害Jら

れ,農道や lll水路が施設されて切り通しとなり,高 さ約 5mの崖面1と なっていた。また古墳の立地

する丘陵東斜面は,河本部落の共同採上場となり,丘陵そのものも大 きく肖Jり 取られて,本古墳東

墳裾にまでおよび,墳丘も約 2mぐ らいは掘 り込まれ,高 さ12mの絶壁状の崖TFfiと なっている。古

墳墳丘を含めてその北部一帯は,祀園神社の宮山となり植」iも 松林である。

古JJlの 南墳端から南尾根平ナ「t部および西斜面は,開 畑されて呆樹園となっていた。特に西斜面の

畑は,一部古墳裾部を切 り込んだ状態であった。したがって本古墳の外形は,後世の人手による作

為により,かなり原形は損なわれていることが予想される。調査前の外観では,長径16m,短径12

m,高 さ約1.8mの尾根主軸に沿って,やや楕円状のプランをもった小 |∃墳と理解した(図版62)。

調査に先立つ外形測量の際,等高線の舌Lれ と,外表面の不自然な傾斜面が見受けられ気にかかっ

た。地元作業員の談話によると,かつては当該丘 も含めて開墾さオ
´
l′ ていた時期 もあり,子どもの頃

には,も っと高まりをもった築山で,杉皮などを敷いて,そ の斜面をすべって遊んだ経験があると

のことである。それらの事柄を総合して考えると,本 占墳はもとは, もっと高まりをもった古墳で

あったろうとIi定 されるのである。

外表観察の1時点では,埴 1倫 ,葺石,周江!等の外部施設は感知できなかった。

第 2節 古墳の外形 0外部施設

発Jlll調査の結期t,本 古墳は当初の円墳と予社|し たのと異なって,方墳であることがわかったoそ

れは本古墳の北墳端部を,丘陵尾根に直交して,大 きく掘り込まオ1′た周淳状の溝遺構が検出され ,

古墳に面した墳端傾斜面一面に葺石が直線_Lに敷きつめられ′ていたことによるoそ してさらに他方

位の墳裾部のま1土調査によって, その基部が地山を削ってつくりだした方形プランを有することが

確認さオl′ たのである (図 128～ 130)。

しかし,後 の方形台状墓の項で も述べ るように,本 古墳がこれに先行する方形台状墓の立l山 を利

用して,そ の直上に重なって所在す るため, こうした地山肖1平 による方形プランは,直接本古墳 に

‖1な うものでなく,台状墓基部の可能性 もあるoし かし葺石の形状,お よび葺石間に散見され′る埴

輪片および須恵器片の特徴から,「」lら かにこの溝部の掘り込みは,本古墳に伴なうものであるo以

上の理由から,本古墳を方墳と認定したのであるo

溝状遺構の底部および地山を削りだした基部をもとに,本古墳の規模を推測すると,尾根主 1蜘 に

沿った南北長18.9m, それに直交する東西長 13.5mの 長方形プラン をもった方墳ということにな

る。墳頂部の形態および占墳の高さについては,原形を保たない|]能性 も強く,現状では不明であ

る。溝底から現存墳頂までの比高 2.2mで あることを記すにとどめる。

溝状遺構は,北側墳端部にのみ掘られていた。地形の高くなる北側にだけ意識的に設営し,墳 丘

の高まりとその幅員の巾をもたせたもののckう であイ)。 尾根にII交 して直線状にJlliら 71た大 きな溝

である。尾根稜線上での1日 3.4m,長 さlSCm,そ の様1閑i面|は拠物線を呈し,現地山上面iか らの深さ

―-185-
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第128図  宮山第 4号墳外形図
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0.9m,現地表からの深さ1.14mを 測る。

葺石は, この溝状遺構の地山掘り込み面の古墳に面した斜面にのみ集中

的に検出されたo石材はすべて付近の山で多く見られる花閥岩の割り石で

小はこぶし大から, 大は20cm角程度まで,形状, 大きさともにさまざまで

あるo中に1個 50Cm× 75Cmの大きな石材があって注目された。葺き方も,

現況ではかなりの崩落も予想されるが, 別にこれといった規則的な法則は

見受けられない。地山を削り込んだ部分全体に, ただ敷きつめた感じであ

るo このように墳端尾根部を掘り込んだ, 生き土面にだけ葺石を敷く手法

は,東高月遣跡群では, 用木古墳群第 1・ 3・ 5011・ 12号墳でも知ら

れそこに何らかの共通性をもつと思われる (図 130図版64)。

す直輪はすべて小破片となって, この溝状遺構の葺石の間に, 転落遊離し

た状態で検出された。原位置を示す埴輪もなく, 最も保存可能な溝底のみ

での検出で, その大部分は破損消失している現状である。 また接合による
復元も不可能であるため,具体的な囲続のあり方等については不 明で あ

るo発見された埴輪片の中に, 通常の円筒埴輪の他に家形埴輪片が含 ま

れ,かなり原形を推察できる状態であり注目された。

さらにこの葺石および埴輪に混じって,葺石群中央部付近に,一括貌恵器

片と, 須恵器郎が発見された。 そのうちの一括須恵器片は接合によって,

俵形の大形瓦泉がほぼ原形に近く復元され注目された。埴輪とともに転落し

たとしても, 狭い範囲での一括土器片として採集できる状況から推して,

そんなに高い所からの崩落とは考えられない。 墳端裾部から, 墳域に足を
踏みこまないで置くことのできる,手 とどきの範囲での供献と考えられ

るo このような例は,先の四辻古墳群第 1号墳の須恵器, 用木古墳群第 5

・ 12号墳の上師器とともに, 当地域での古い伝統的な供献の方法であるの

かも知れない。

いずれにしても一辺19m× 13.5mの小型方墳に, 家型埴輪を含む埴輪の

囲続および葺石の外表施設, 須恵器の墳外供献は, 本古墳の被葬者の性格

や,その築成年代を知るうえでの,大 きな手がかりとなるものであるo

第 3節 埋 葬 施 設

本古墳の埋葬施設である内部主体は, 細心の注意をもって調査したにも

かかわらず, 遂に検出することができなかった。 すでに盗掘されたのか ,

あるいは墳丘封上の流失とともに消失してしまったのかも知れない。 また

私達の調査の不手際で木棺直葬が行なわれていたものを, 見逃がしたのか

も知れない。 とにかく検出することができなかったのであるo墳丘断面図
に示したように, 墳中央からやや南に寄ったところの, 現墳頂表土下約24

第129図

墳丘断面図
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Cmに ,暗灰色の有機質土層がベース状に広がっていた。この有機質土

層は厚さ10Cm, 長さ188CInで その上面はほぼ水平を保ち; あるいは木|

棺直葬の床面かとも推測されたが,横の広がりが不馨形であり,弥生

式

=器
片をもつ包含土層で もあるoさ らにこれと同算の不規則な層序

がみられ,その可能性も極めて薄い現状である。断面観察によっても

墳氏肇り土の層序が,部分的にかなりの乱れをみせていることから,

本古墳の内部主体は,すでに盗掘破壊を受けていると考えるのが,妥

当のよ:う である。   1        '|        :

第4節 出土遺物
: i             :

本古墳出ELの遺物は,北墳端溝底より出土の須恵器および家型埴輪

を含む埴輪岸のみである。       ‐

1.須 恵 器

大型瓦泉 (図 131)        F:       :

溝状遺構内葺石のほぼ中央部に,破砕片となって一括遊離していた

ものである。約フ0片の小破片と―なっていたが,接合によってほぼ完形 .

に近く復元できた。

俗に俵壺と呼ばれているもの1で ,陶邑古窯址群 T K208=・ 29に 酷似

するものである。         i           ‐

口頸部は1下旦外湾したのち, 段をつくって外上方へ まっ.す ぐのび

る。日縁部はわずかにつまみだしているが,その上端はへら'肖 Jり によ

って,平坦面をもちその端部は鋭い。体部はビニル樽を横倒しにした

形を呈し,体側中央部に円子Lを 1個 もっている。体部中央には櫛描き

波状紋を縦に帯状にめぐらしている。中央線から左右に各 4条の波状

紋で一単位の帯となし,そ の左右をそれぞれ11条 の凹線によって区切

つている。したがって体部は合計.3条の凹線によって, 4区 に仕切ら

れた形を示す。円子Lを正面に向けて,右外区に,波状紋に用いたと思

われる櫛状のもので,八 の字状の文様帯が付され注目される。

体部の左右両側面は,厚 さ0.7～ 0.8cmの 円形粘土板を外側からはり
つけ,体部と口頸部との接合は,体部上方に円形の穴を繰り抜いた中
へ,国頸部をさし込んでつくられているo器壁内外面とも,なでによ

る調整が施 されている。      |

色調は上半分は灰自色 ,下半部は青灰色 ,断面はやや赤 味 が か か

る。胎土はわずかに砂粒を含み,ま れに2～ 3111111大 のものも見られる

が,き わめて精選された良質の粘上を用いている。焼成も良好で あ

一
３

‐ 9
第130図

葺石出土状況図
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♀        l        ♀Cm

第131図 墳 外 表 の 須 恵 器

り 。

器高20.7Cm,体 部高16.7Cm,体 部長21.lCm,日 縁径 8.9Cm,接合部径4.75Cm,両 側端径10.6Cmを

測る。

坪 1(図 131)

葺石の間に口縁部を上にして,完形で出土した須恵器不であるo

たちあが りはやや内傾して高さ 2.3cmと 長い。端部は面となって鋭い稜線をもつ。受部は外上方

へのびるが,比較的短か く先端は丸味をもっている。体底部は全体として扁平であるo

色調は薄灰背色を里し,胎土には小砂粒を若干含む。焼成は緻密で良好であるoた ちあが りおよ

び器内面は,なでによる調整がなされ,特に内面底部は,原則的には横なで調整であるが,そ の上

を不定方向へのなでが行なわれ平滑にされているo体底部の調整は時計まわ りのへら削りである。

底部全面にわたりていねいに削られている。

器高 4.6Cm,IJ縁 径ll.4Cm,受 部径13.6Cmを 測る。

杯 2

郷 1と ほぼ同じ地点に破片となって検出したo接合により約%が復元で き,そ の大要を知ること

―-189-一
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ができた。出上の状況および器形の特徴から,琢 1と 対をなすものと考えられる口縁部のたちあが

りは,ほぼ直立で 2 Cmと 高い。端部は面を有するが,中央がわずかに凹みをもつ。底面はほとんど

平らに近い0底部と口縁部の境は段状に突出して鋭い稜をもつ。

色調,1台土,焼成,お ょび調整手法とも不 1に大同小異である。器高 3.6Cm,推定口縁部径12.6

Cmを測るo

2.埴 輪

家形埴輪 (図 132)

北墳端部の溝遺構内葺石の間に,破砕転落した形態で検出された。古墳の長軸中心線付近約1.5m

ぐらいの範囲に集中して発見された約 100片 におよぶ器材埴輪であるoすでに欠損する部分が多く

接合による復元も不可能であるが,胎土,焼成,形状,整形法等の特徴から, これらの破片は同一

個体の家形埴輪と思われる。部分的な接合復元からその大要を知り得た。

家形埴輪は,四柱式の屋根に切り要の棟を載せた,入母屋造りの構造である。器壁は屋根部 も含め

て,厚 さ1.8Cm～ 2.Ocmと ほぼ統一された板づくりである。

壁体は,いずれの面も上にやや内傾したつくりである。器表に刷毛目による調整がなされている

が,柱 の施設や文様は施されていない。入口や窓の構造は不明であるが,破片の中に長方形に切 り

抜かれた面をもつものがあり,それらの施設が設けられていたことは確実である。

裾廻り台は, 基底部から約 5.5Cmの高さに水平面をもって, 器壁四周にめぐらされていたらし

い。破片の形状から推して,そ の断面形は背の高い台形を見し,壁表面に突帯状に張りつけられた

ものである。張り出しの水平距離は平均4 Cm,厚 さ 2.5cm～ 2.7Cmで ある。裾廻り台の下方基底面

に,半円形に切られた透し穴が設けられている。平部は中央に 1個妻部は2個 の計 6個である。特

に妻部の2穴間の裾廻り台部の高さで,器壁が水平に切られていることから, この部分に入口等の

施設が施されていた可能性が強い。

壁体および裾廻り台とも,そ の四隅にあたる角部は,直線的な稜線をもたず,隅丸方形状を呈し
ている。また壁全体も板造りとはいえ,縦横方向とも丸味をもった,やわらかい曲面をみせているo

四柱を示す屋根は,ややそりかえり気味となっているo平部で平均59度,妻部で平均56度 ほどの

勾配をもっている。製作は壁体部と同様丸味をもった曲面の組み合せでつくられているが, 四隅の

角は直線的な稜を明瞭にみせるo軒鼻部もこれといった特別の施設は認められない。壁部か ら軒先

までの水平距離は平部で3.4Cm,要部で2.5Cmで あるo屋根部も全面に刷毛目調整のあとを残すが ,

上方に巾約4叩の帯状に,斜行格子文様がへら描きで施されていた。

棟は切り妻である。逆台形の棟が四柱箱型の屋根に載るものである。棟部全体に網代葺 きを示す

文様が,へ ら描きによって精巧に施されている。破風板は破片の特徴や,棟妻部端にその痕跡を残

すが,そ の全容は不明である。棟木の施設は存在しない。

全体として色調は褐色を呈し,焼成はほぼ平均した焼き上りである。胎土は精選された粘土が用
いられているが,中 に砂粒をかなり含む。器表全面に刷毛目が施され,壁体部では原員」として縦方

向へ走るが,屋根に近い上部では斜行したり不規則となる。点々と各部に赤色顔料の残痕が認め ら
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れ, も1と 全体が赤く彩られていたことを示しているo

推定値も含むが,全器高約58Cm,棟高54Cm,壁体平部巾37.5Cm,同 要部ll1 31.4Cm,屋 根軒巾平部

41.5Cm,同 妻部33.5Cm,棟 上端長39Cm,壁高27Cm,屋根高23.5cmを 測るo

円筒埴輪 (図 133)

家型埴輪と同様,溝遺構内の検出で,いずれも磨粍の著しい小破片であるo40Cm× 75Cm x 9 cmの

整理箱 4杯の採集であるが,原形を知る程のものはない。

破片の形状から,基底径18～ 20Cm,「1縁径32～ 33Cm,器 高45～ 50Cm大程度の,器壁が直線的に外

傾して立ちあがる形式のものが多い。たがは,断面形が台形となってかなり鋭い稜線をもち, 3条

程度めぐらされるものであろう。たがの間の胴部は縦方向への昴1毛 目が施され,貫孔は検出される

限りでは,すべて 1刊形であるo

しかし,こ れら通常の円筒埴1輸片の中に,上部で一度くびれて, 日縁がi調顔状に大きく広がる式

の, くびれ部片2,お よび「コ縁部片若千が検出され′た。したがって,本古墳の埴輸の囲続は,原位

置を保つものがないため,具体的にはわからないが,通常の円筒埴輪の他に若干数のB型円筒埴輪

の樹立,および家型埴輪等の器材埴輪を有していたといえるのである。

第 4章 宮山方形台状墓

第 1節 発見とその状況

第 4‐号・墳の発掘調査の際,墳 丘封土層および

溝状遺構の理土中に,弥生式時代の上器片が遊

離散見され,古墳のほかに弥生式時代の遺跡 と

複合するのではないか との予測が もたれた。そ

して調査の結果,第 4号墳 と全 く同一立地に重

なって営造された ,方形台状墓 を検出したので

ある (図 134図 版66)。

方形台状墓は,封土を盛 って築成するのでは

な く,丘陵上の自然地形の高ま りを利用して ,

削平整地 してつ くりだす手法による もの で あ

るo削 りだしてつ くられた現存地山生 き土面で

の規模は,基部長 18.5m x13.5m,台 状平坦部

長 11.5m× 7.4m,高 さ約50Cmを測るo立地基

盤で ある尾根主軸 に沿って長辺 をもつ ,長方形

の方形台状を示す oそ して,斜面四隅の角はか

な り明瞭な稜線を残すo検出さイlた各土墳は ,
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「

‘

すべて地は1を 削平したIμ埋面上端から掘り込まれており,埋葬時における土城に対する被土を考慮

に入イ■′ると,本台状墓は今少し高さを増していたことが予想されるoしたがつて本台状墓の原形は

底辺長19m/13.5m,墳 高約 0,8m～ lm程度の,薇頭角錐形の台状墓が想定されるのである。

台状部平地面には,そ の上面から直接掘り込まれた土壊墓7の ほか,柱穴らしい掘り込み痕が48

検出された。こイlら の柱穴群は月1にこれといった規則制もつかめず,五に切り合っていたり,径 も

24Cmか ら40Cmま で,深 さも120nか ら45Cmと ,さ まざまであるo何回か同一立地を利用しての,建て

替えが繰り返えされた住居力Lと 思われるが,床面らしきものも確認されず,具体的なことは不明で

ある。台状墓りJ]辺部に調査区を拡大して,丘陵上の表土層の全面景」土を試みたが,今回の調査が前

述もした掘り制り道路の拡巾部に限っての調査範囲で,面積的にもきわめて限られ, さらに当該jLL

が剛墾さオ1.て ,果樹囲となっていることもあって,土器片の採集が若干できたのみで,遺構の確認

はできなかった。本丘陵の大部分が第 1号墳～第 3号墳を含めて, 自然緑地公園として現況保存さ

れることでもあり,こ の丘陵立地を利用しての弥生式時代の集落力Lが , 占墳と複合して広がる可能

性の強いことを指摘 して,そ の黄

を果したい。

台状部に11な まれたJl壌基のう

ち,第 3土壌内の土器棺,お よび

第 5土壇内の一括土器群はともに

弥生式時代後期初頭の,当 地域で

の編年観からする上東 I式 に比定

される41-時 期の ものであるoそ

してまた遊離する土器片は,前記

上東 I式の■L器 も含むが,そ れを

逆のぼる勤1生式時代中期申業から

後半にかけての時1切 のものを多く

含むのである。すなわら,図 に示

した土器群で,若干の菰池式併行

と思われ′るものから,前山Ⅱ式 ,

上東 I式への時期巾をもつのであ

る。そこで大胆な推論が許される

ならば,本遺跡は,弥生式時代中

期中葉から後半にかけての集落立

地を利用して,後期初頭の人達が

スたたび墓域に設定し,営造した

ものと考えられる。本台状墓築成

にあたって,旧住居L上 の床面下ま

で削 り降ろして,台状平坦面をつ
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くりだ し た も (ゎ と解釈されるのであるoし たがつ

て本遺跡 立l士也 は ,弥生式時代中期集落力L。 同後期

初頭方】多惟)I犬墓 o5世紀代方墳へと,同一立地に

3口 にォDた っ て の複合といえるのであるo

第 2節  各土境の素描

本台 状 墓 :ミ

「
坦 部 に検出される土壊は,土器棺を

内蔵す る も cDも 含めて計 7で あるo当住宅団地造

成予定 地 内
｀
で の ,現在までの土城墓遺跡の例に比

らべて , そ
`D」
二壌規模 も小さく,通常の大人であ

れば, イ中圧駐
―
で¬ょ納まらない大きさであるo当所は

柱穴群 か ら 1ヨ定 される住居址に伴なう,貯蔵穴等

のビッ ト群 か と 思えるほどであつた。しかし第 3

上娘内 Iヒ器卜小官 , 第 5土場i内 一括土器群出土状況を

使本 IЦ 力
‐
J形亡ゃ‖吠墓土城との比1交等から,土城とし

て1及 つ た の で あ る。また各土城の配置および方位

も,今 ま て3⊂珂//~llほ ど規則制をもたない。台状irガ 1

部の中扶ョこιょ壇l葬施設をもたず,そ の北端部に 3

土娘, そ ォ■キこ対 応する南西端に4土墳と2グルー

プに分 イ■た 7く ブ児 llllな配置を示していたo本 台状墓

に先行 可
「
る FEI J土 土壌墓群,ま た後出の便木山土城

上LII羊が , そ オし,ぞイ・1′一定の規員」制をもって,かな り

幣然 と理塾:葬が イ予なわれているにもかかわらず,本

IL〃霞墓 力ゞ方 〕形 台 状墓上に土城埋葬を行なう とい

う,共避16D理里夢F様式をもちながら,土壌規模や配

置α)点tで 大 き な 差異を示すことが,果 して伺を意

味するか , 4汁 後 の大きな課題となるものであるo

第 1土 壌

台)伏 5「坦 音6の北東隅に尾根稜線と斜交して位薄

してい る o 士也山 削平上面から直接掘り込まれた ,

素掘 りの /」 デヽ形 IL壌であるo掘 り方上面および床面

とも:こ , ヤ〕」や歪 みをもった隅丸長方形を呈し,掘

り込み の デ彗虜
=は
垂直に近い。土城北西陣1の壁中間

に,「口 7 Cm:ま どの段状部が検出され注目されたが

意識「自オ∫も (Dか どうかは不明である。床面は水平

／

ヂ

／

/B

第 136図  第 1土墳実測図
L
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な面を保ち,箱形の上城である。長 111中心線の方位は北21° 西を指す。 Jlllり 込みのはじまる上端で

の長 さ116cm, 同巾76Cm, 床面長 11lCm,同 巾60Cm,深 さは中央部で44Cmを 測る。通常長身の成人

では仲展は困難で,成人の埋葬とすれば,横 臥屈葬の「ll能性が強い (|コ 136)。

鮮:2」 1現;:

第 l Jl場1に対応する平J■部の北西偶にあるo尾根主刺|

にやや斜交し,第 1土塀1と は八の字形に立地する。長軸

中心線の方位は,西 22・ 北を指す。地山削平面から掘 り

,ム まれた,繁掘 りの小土城であるo掘 り方および床面と

もに脚;丸長方形のプランを呈するが,北側壁部を除 く3

方向の壁部は床面上約10Cm～ 18Cmに ,巾 10CIn程度の階段

状の段を有し,二重掘 り方となり,床面は水平につ くら

れている。掘り方上端の長さ l14 Cm,同 巾61Cm,床 面長

69蜘 ,同 巾42Cm,掘 り込みの深さは,平坦面肩部のため

地形が若十傾斜して一定でないが,地形の高い東小日外

法面から,段上部まで3 1Cm,同 床上まで51Cmを 測る。上

募:の北西阻|を柱穴址と一部切 り合っていた (図 137)。

第 3土城

第 2」1墳西南隅に接するように,そ れと

平行して掘られたIL器棺を内蔵する土壌で

ある。西小田部で柱穴と切 り合いをみせる

が,甕 と高塔を合せてセットにした土器棺

の形状に合せて,桁円形の小土墳が掘られ

ていたo掘 り込み上端の長径68Cm,同 短径

41Cm,深 さ34Cmを 測る。長軸中心線の方位

は第 2土壌と同じ西22・ 北を指す(図 138)。

第 4土嫉

台状平坦面の西南偶に4土壊が集まって

営なまれている。いずれ も素掘 りの小土壊

であるo方位等の規則制はない。

第 4土壌は,それらの中では台状墓中心

に最 も近 くに位置するが,中心点か ら西南

約 lmに その小田部をおく。ゃゃ歪みをも
った隅丸長方形プランを呈し,北東小田部

Ｋ
Ｋ
顆
人

Ｆ

Ｉ
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第 7土壌
ォ/√二
」ニアフ′̀到

第 5土壌の南約 lmに位置するoあ るいは柱穴 2本の切り合いの

跡で,土城墓とはいえないかも矢‖れないが,土器棺等の納まるだけ

の規模を有するので,一応土城としてとりあげたo楕円形プランを

もつ小J■城であるo長径76Cm,|11 41Cm,深 さ29Cmを測る (図 142).

第 3節 出 土 遺 物

本遺 F・
lJliの発掘調査によって発見された遺物は,すべて土器片のみ

であるo本方形台状墓の築成年代を知る手がか りとなった,第 3土

城の上器棺および第 5■L墳内の一括土器片と,第 4号墳封土内およ

び溝状遺構理土中に遊離する,弥生式時代中期後半から後期初頭を

中心とする土器片, さらに古墳および墳夕1表土層に散見された須恵

器片がそれである。土器棺,一橋土器,遊離土器片の順に記述を進

第142図  第 7土壌実測図

めることとするo

l.土 器 棺

甕 に高妬の外部を蓋 として用いた上器棺であるo

両者 ともIL圧 によって破片 となっていたが,接合に

よって甕はほぼ完形に,高ネは脚相i部上半をほぼ原

形 に復元がで き,そ の大要を矢Πり得た (図 143図版

68).

甕形:に器は,やや肩の張った器胴に,日縁端の拡

張 された くの字形の日縁をもつ。胴部の最大径はか

な り上位にあるが,均整のとれた形状を保つ。

日縁部は横なでによる調整が施されているが,外

面に 3条 ,内 面に 1条の浅い凹線がはいるo胴部外

面は縦方向へのでいねいなへ ら削りで 整形 して い

る。底音|`は一応平底であるが ,幾分外バ、くらみに置|

レンズ状に張 り出し安定が悪い。へら磨きで調整さ

れているが,底部から胴部へ ,へ らの動きは連続し

ているようであるo

色調は赤褐色を呈するが,底部から胴下半部にか

けて,部分的に黒斑が認められる。胎上に l mm～ 3 mm大の細砂粒を多く含む。焼成は堅徴であるo

器高42.5 Cm,日縁部外法径23.4 Cm,胴部最大径34.2Cm,底 部径 8,4Cmを 測るo器形および調整の手

法に弥生式時代中j切後半の特徴を多分に有するが ,1台土,焼成の特徴は勤t生式上器集成上東遺跡の

IL器 に類似するo後述の高郎形土器は,器形および整形手法ともに上東式に類似し,当地域での上

第143図  土器棺Kl実測図
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l形式の変化が高坪形IL器において,よ り敏感なことを示す
lji″ Jと なるものであるo

高外形土器は脚台部を欠く,柱状の脚にIJ縁部が段状の稜線をもって外反する外部がつく。日縁

活はやや拡張されて指先で押えられ平滑なi耐 をもち,沈線 1条が認めら7じる。胤‖柱部には,櫛状工

1による2, 5条からなる沈線が,現存部で5段 にめぐらされ, さらに櫛描文に使われたと同様工

共によると考えられる 3イ |‖の文様が認められるo外部底面は円板状の粘上を張りつけたものであ

ろo

訓1整は 1撫1部聞縁は 1/hl外 面 とも横なで,外部内面 ,脚柱部外面はへ ら磨 き,脚柱部内 lrliは、 ら肖1り

である。色調は黄褐色を呈するが ,鵬I柱部内面は赤梱色であるo胎土に砂粒 を多 く含み ,焼成は良

好であるo器形の特徴から,いわ tり)る 上東式と呼ばれるものの中では,古式に属するものに比定で

るきと考えるф

2.土城内一括土器

第 51L城のJltlり 方II土 中に一括出上のJl器片であるoいずオlも 破片となって接合による復元 も不

T可 能であるが,特徴等から個体分離 I可 能のものを分類すると高不 9,豊 10,台付壷 2の計21イ 1罰 休以

上となるo第 144図 に示したように, 単一時lJlの所産と考えらイlる o色調 , 胎 lL,焼 成,調整手法

等,いずれ も前調二L器楠 1本国J｀ jlである (図 144).

高坪形Iヒ器は,土器棺利用のものとlFil~手法のものが多い (203・ 4・ 5)が ,湘|1部 について

は若干の個体差をもつ。 (2)の壻(部「1縁は,突出した稜線をもって外反するが,そ の端部の拡張

面iに 4条の浅いに1線が施さイ1′ているo脚柱部の構[‖ き沈線文も,11)σD歯数や,文様帯の間隔や条敗

にたがみうけられる。脚台部 (7)力 ,11嗣 体分検出されたが, あまり据が広がらないもので,そ の

端部が拡張されて稜線を|も つ形態を示す。おそらく前述の (2・ 3・ 4)等 と一形itになるものと

思われる。また (608)の ように触1柱部に小円子Lを穿たオ1て いるものもあるが,そ ヴ)1lJイ Lの利lJト

合せも,個体によって若干の差異がある。

甕形IL器 は全体としてほぼ統一のとれた,形態を示す。細音ドについては苦‖l●)‖1体雄はあっても

前述の上器棺と大同小異である。 (15017・ 18)の ように,整形の後縦方向への郡1毛 目調整の施さ

れたものや,18の ように内面へら削りの上に横方向への刷毛目,15のように内面i横方向へのへら削

りの後I縦方向にへら削りを施し,その両者の膜跡をともに残すものもある。底部は平底であ 13・

壺は小形台付壺と思われるが,上半部のみしか確認できない。鷹平なつく1)で ,llllll最 大径部に中暉

突による文様帯をもつ。

3,遊離弥生式上器片

古墳封IL内 等に遊Ⅲ[した土器片は,前記上城内のゴ1器棺や一括土器片にくらべて,かなりの時fヽ
‐
脚をもつ0弥生式時代中期中業から後半,お よび本台状墓に伴なう動

'生
式時代後1馴杓」頭に至るまで

の特徴を示す土器片を含むのであるo柱穴群の存在から想起される,台状基に先行する1健落1111に 111

なうものを含むものと推定さオlる (図 145～ 147)。

形式変化に敏感な高坪についてみても,当 地方でいわれるni山 Ⅲ式 (中期巾業～後半)に比定さ

一-200-―
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第 146図 遊 離 弥 生 式 上 器 片 (2)
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れる第145～ 147図 10・ ll。 および 102・ 3の直立する|コ縁部に凹線をもつものから,中 llJl終末の

仁伍式に比定される405,そ して後期初頭の上東 I式併行の607と , それぞれの時期の土器を

含み,継続的な立地の形態を示す。台状墓平坦面上の約90硝の狭い範囲に48柱穴と密な分布を示し

数度の同一立地での建て替えが想像される,集落漁Lのあり方を要付けるものと思われるのであるo

これらの土器片はいずれも小片となり,器表も磨耗が著しく細部の観察も十分できない状態であ

るo一応実測可能のものを第145図～第147図 に図示した。四辻土壌群出土上器と比検されたい。現

在発掘調査中の用木山遺跡の調査で,かなりのまとまった一括上器の検[11が されているので,いず

れ稿を改めて当東高月地域での土器編1年を報告したいo

∠≡ ≡ ≡≡ ヨ 回 コ耳
軍 TII・ F=耽

、 2

3

4

）
‐５

14

》

鶯繭 す′ノ′′rf′ノノ′/Jノ′メ′ノ′rノブ̀

9

第147図 遊 離 弥 生 式 土 器
片 (3

‐７

フ芸‐
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4.遊 離石鏃

古墳お よび台状基発掘中に遊離検出した

石‖であ ろ・ サスカイ ト製打製の もので ,

原則的には二等辺■1角形を 1■ し,本東高月

|■ 陵の弥生式中期1～後期初頭の集落遺 1跡 に

多 くみ らイ[ろ 顧願であろ `171148)。

付表12 弥生式土器片個体別分類

毯[

■

10

34

45

嗜

♀  l  iCm

第149図 遊離出土須恵器片

りだされた長辺]_8.5m,短 辺13.5m,高 さ約 l nl前後の長

粗
小
土
器

ダ」2土墳土器本

'I
動
'」 5土 城一括

遊 離 出 土

■

9

■7

2

2

4

1

1

5.遊 離須恵器片

本古襲 |:司 辺1町j表採およθl表■L川内遊断1土器片中に ,

7i十 のダ1恵器片が |1女 」L採 1餃 された。遺構との関係は不

明であイ,ら実測
「可能のものを第149図 に一応図示するに

とどめたい。第 4号墳に伴なう時1例 のものも含むが ,

大半は奈rt,平安り1に降るものである (図 149).
148図  遊離出土石鏃

第 5章 ま と

l。 本遺 i跡は丘陵||「の外り「」端にあた

だ), 谷水 |||と の比高わずかに15m

と低小な lri状 斤陵尾根 に 11地 す

る`. l11-・ 立il出 に動11購 1に ||キイに「lllり]後

半を中′心:と した集落,弥生式時代

後期初頭の方形台状墓, 5‖ :[紀代

方墳,奈良・平安時代遺跡と四回

以上にわたる複合遺跡である。こ

こでは方形台状墓および方墳に焦

点をしぼって,ま とめとしたい.

2.方 J形台状墓は匠陵尾根の高まり
を利 lllし て,地 山を整形削平してつ く

方形プランをもつ。

〕.〃 ||り「施設は,土器柾|を内蔵するもの1を含む|17の上墳墓である。いずオlも 11方形に直接1山山
に身||り 込まイlた素掘りのものであるが,長径で1.20m以 下と小規模のものである。また配11につ
いても不規則であり,先 に報告した1/tl辻土城墓群,便木山方形台状基等と比較して,特異の形態
4′力■夕.                                                      |

。 本台状」1の築成の時りり]|、ま, 第3土力liの土器棺,第 51Lり i―・括lL暑辞の特徴から, 弥生式時代後期
初頭 (L東 第 1様式併行)の時1切 のりT産 と考えられ′る。

多．弟　め

ｍ■

　

　

　

０

Ｆ
ト
ー
ト
Ｌ
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5.古 樫疑は方形台状墓の高まりをそのまま利用 し
て ' そ の直上にさらに封Jlを盛 りたして築成 さ
れ“すこ■9m× 14m,高 さ約 2m前後の 方 墳 で あ
る 。

6.内 書脇:主体の検出はできなかったが ,葺石埴 1倫
お よ ひセ頼恵器等の特徴から,前期古墳 (5世紀
FI■ 聾塞_後 半)の所産と考えられる。
7.吉 研む地 方における 51」紀代の小形古墳におい
て も , 1器材埴輪を含む多F送 の例を, 四辻 5号

墳 , 岩  「f43号墳に次いで加えることがで きた。
ま すこ主貢 端 にのみ葺かれる葺石の間に,墳端外法
か ら 4共 蘭、された形での,古式須恵器の検出例 と

で あ る 。

■L

(■ )二
「

安学園考古学クラブ「陶邑古窯カヒ群 I」 1966イ 1ニ

して,四 辻 1号墳の高不とともに注目されるもの

1土城

番号

1

2

3

4

5

6

7

114

68

162

112

81

76

Cm
76

61

41

66

53

ll l

69

117

111

73

63

59

41

４２

一

５６

弔

”

２７

44

43

34

14

32

33

29

付表13 宮山方形台状墓土境計測値
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さ くら山方 形 ムロ 状 墓

第 1節 はじめに

きくら出方形台状墓 (略記号E10)は ,岡 山県赤磐郡山陽町大字汀T本小字石井谷 124番地に所在

するoこ の遺跡は事前の分4i調査の時点では確認で きなかった。岡山県営山陽新住宅市街地開発事

業に伴なう住宅団地造成工事の進捗中に発見さブ1´ た ものであるo当該地は,標高81mの丘陵頂平坦

部にあたるが ,電機械によって丘陵頂を削平工事中に,弥生式土器を含む暗灰色有機質土層が発見

さォ1,,そ の遺跡の存在を知 り得たのである。

遺跡発見に伴ない,直 ちに造成工事を中断して,岡 山県土本部および岡山県教育委員会に報告 ,

その取り扱いについて協議が繰 り返された結果,記録保存の処置がとられることとなった。発掘調

査は岡山県の委託を受けて,山 陽町教育委員会が実施した。調査期間は,昭 和47年 5月 1日 ～昭和

474F6月 30日 である。

調査の結果 ,当該地は弥生式時代中1切後半を中心とした集落遺跡と,本方形台状基が複合して存

在 し,集落遺跡の範囲はさらに丘陵尾根延長線に沿って,東南方向に広がることが判明した。しか

し今回の調査は,不時発見に伴なう緊急発掘で もあり,造成工事の工区および工期等の関係から,

当面の必要而i積約1500イのみに終った。したがって集落遺跡に関する報告は,今後行なわれる拡大

区の調査と合せて,稿 を改めて報告することとして,今回は本報告集に集録する台状墓との関連に

おいて,方形台状基のみを摘出して報告することとした。なおこの遺跡は調査終了後のlfl和 47年 9

月10日 ,]111は T呼開され消滅したのであるo

第 2節 立地と概況

住宅団地造成予定地内のほぼ中央部に,東高月丘陵群中最高位であり,用木古墳群第 1号墳の立

l出する標高92mの用木山がある。この用木山を起点として東南方向に下降してのびる丘陵支脈は ,

標高約77mィ寸近で下降傾斜を止め,メ、たたび高まりをみせて,そ の東に標高81mの丘頂平坦部を形

成 している。平坦部は横巾約25m,長 さ約80mの 削平面となり,調査前の時点では自桃を栽培する

果樹園であった (図 150)。

旧地権者および村人の話によると,当地は江戸時代木頃まではさくら様と呼ばれる神社が建立さ

オl.て おり,そ の境内として 削平整地がなされて いたとのことであるo その後は松林となっていた

が ,lla和 25年 頃メ、たたび開かれ′て果樹園となったのだそうである。そして村人の伝説として当地に

もと古墳があったとも語 り継がれている地でもあるo

造成工事に先き立つ分布調査の際には,それ らのことを考慮に入れて, 当該地の踏査には特に留

意 したが,遺構を確認することがで きなかったのであるoし たがつで造成工事の際に要注意地域 と

してチエックし,そ の進捗に伴なって遺物包含層を検出し発見となったのであるo

当初古墳の残骸が存在する可能性があるとしてマークしていたが,包含層の検出を契機として ,

その遺跡の性格は集落力Lの「ll能性が強まった。肖1平面下および,丘陵斜面 ll i部一帯に,竪穴住居力L

一-207-
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10戸およびピット状遺構 7を検出し, さらに遺跡範囲は南東方向尾根木端まで,広がることが確認

されたのである。同時にまた,丘陵頂尾根平坦部の東突端に, コの字形に三方に周淳状に溝状遺構
を有する方形台状墓の基部が,現存平坦面の地下に残存することが確認され,村人の伝承の正確さ
を裏付けられたのである。

方形台状墓は,神社境内の肖1平整地の際にすでにその上方の高まりは削りとられ,現状では周浬
状の溝遺構の掘 り込みと,台状墓の基部および内部主体の一部残骸を残すのみであったが,そ の形
態と規模についての大要は知ることができた。

東眼下の高月平地に向って張 り出した, 丘陵頂平Jll部 の突端,下降傾斜のはじまる肩部に立地し
て眺望視野は広い。 平地との比高は 約60mでぁるo先 に述べた用木古墳第 1号墳 おょび第 2号墳
は,谷頭一つへだて西北方約 180mの指呼の間に存在する。また本遺跡南方約 10o mの 同丘陵尾根

上には,横穴式石室を内蔵する円墳岩田古墳群第 1号墳が立地しているのである。

//

♀        1        早m

第151図 方 形 台 状 墓 現 状 図

／

／

／

‐

‐

ノ
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第 3節 方形台状墓

神社境内として削ir業地され , さらにその後に

開墾が行なわれ原地形は大きく損なわれ原形を全

くとどめていない。しヽわゆる地下に残る部分につ

いての確認であるり上部構造のようすについては

知ることがで きないけれども,基部についての遺

存は良好で,そ の大要は知ることができる。丘陵

頂・rll古

“

の東突端に立地するためか,1山形の高い

西墳端および南北墳端に,溝 を掘って墓域を画|し

たものである.1山 J形の低くなる東墳端音|`には7峰は

存在しない。溝は現存地山削平上面iで 巾 1.5m～

2m,澱 き 0.5m～ o.8mを 測 リコの字形に整然

と掘られている。7峰 の横断面は上向きの拠物線状

を里し,そ の底面中心線は,ほぼ水平を保つ。し

たがって南およひ北洋子の東端は,1山形の低まる尾

根斜面iと 41る ため;溝底と等しい高位でもって自

然に消滅する.こ の溝の遺存は本遺跡の墳形を知|

ろうえでの大きな手がか りとなった。西溝は1■陵

尾侵 Ji lllllに 直交して掘られ,南北 lllli溝はそれに直

角である。したがって本台状墓は丘陵主詢||の方位

に場1制 されて構築さオ1′ たものとも考えるが,南北

中′ら、線の方位 もまた真北を指すのである。溝中心

からの一辺の長きは10.7m,掘 り込みの始まる現

存地山_L面からの1/Nl法 長 9.3mを 測る。本遺跡の

場{形は一辺約 9.5m前後の i方形 プランを有す

る, 方形台状墓で あったと推定 し得るのである

(図 151図 1板 69)。

墳端三方面に溝を有することから,本遺跡の原

形を,最近多くの報告例にみられる方形周淳墓と

する考えも成 り立つが,後に述べる埋葬施設の出
土状況から,方形基部はもとはある程度の高まり
を有していたことが推定され,ま た本丘陵群中の

基制の多くが台状墓の形態を示すことから,方形

台状墓としたのである。

―-210-―
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第 4節 埋葬施設

ス1方形台状墓の理葬施設は, 3主体を確認したo台状墓中心部に 1主体,西溝底中心部に直列状

に並ら広 2 1ittiがそれであるoいずれも原形をとどめないくらいに破損されているが,付近に産す

る花間岩の1曖石をlllいて構築きオ|た長さ2m前後の小竪穴式石室 (棺)である。

1'1「 |:体

方形チ11ノ:剤:のほぼ中央湖
`に

,地 山削平上面から掘り込んだ土壌があり,そ の中に山石で組まれた

小石構が ,II造 されているゥ 台状部_上1面がすでに削平されているため, 原形を知ることはできない

ヵメ,1見枕の抑|り 方プランは地山上面1長 291Cm, 同巾 150Cm, 深さ平均35Cm, 底面長 268Cm, 同 |ロ

130Cm σ′鵬九長方形の浅いJi城である。その中にもとは箱形石棺が組まれていたと思われるが,調

ri時にはすでに原形をとどめないまでに破損されており,土昴i内 に25個 の石材が散舌Lしていたのみ

である.こ オ1ら,の石材はいずれも付近の山塊に産出する花同岩の転石で,25× 35X15Clll程 度の板状

のものが用いられているo原位置を保つものと考えられる石材 2～ 3個から想定すると, これらの

■i材で彼葬者を身展して納めらオlる 程度の,箱形にたて並らべる形式の内部主体を推定される。棺
の推,t内 法長は 182Cm, 巾33～ 35Cmと 思われる。 本主体の長莉1中心線は方形台状墓の方位と一致
1ン ,東 71を力11「ら薔1フ F遺物はイF∫ も検出さオ1なかった (図 1531図 1阪 70)。

[               __   1                   1

第154図 第 2主 体 平 面 図
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鮮i21ti似ミ

μЧ溝状遺構成長 :椰 1中心線上に, 2つ のJl体が,1列状に接してお1ま れていたらしいo南側にあった

第 2主体は, 側壁部はほ|=原形を街lt,て彬t出 されたが, 北の第 3主体はすでに破壊されその石材

が,溝状遺構 1/・l全体に散舌t状態とな ′́て杉i出 さイlた oそ のため調査当初は,葺石かと錯覚するほど

であった。                                     1

第 211i‖ ili峰 庇に長き 240Cm,|1180Cm,7策 き平均18Cm程度の浅い長方形の上城を掘 り:そ の中に

ツこ頭大乱:度の出離を小日積みにした,小竪穴式石室(棺 )を組んだものであるo石材は付近の山塊に

多くみらプ|ろ 花 |¬ギ:|の川.化 1曇 (1が用いらイl,床面内法長 192Cm,巾 35Cm,現 存側壁高38Cmを 測る。

財1面北小 |1湘 :に枕石 1対を有する他は,主体内施設は不明である・ 熙|を含めての上部構造について

も,ル 111キ点で 1よイ:明 である。 第 3 Jl体 の撹舌L石材中に63cm)(100cm人 の 扁iμな石材 1が検出され ,

もとはこの程度θJ石材を用いて並らべた天丼石が施されていたことが予想され′る。石室長 llilll中心線

の方位|ま 北35・ 西を指す (図 154・ 155隊1版 71)。

耳;31i141

llj 2主 |イ(の■で ,■べた .上 うに, ′li‖ |!「 11「 ||に撹乱投棄さノ|た形状の「[1礫が多数検出された。 当初

は,ll l主 体あ′1)いは第2主体の破壊の際の所産とも考えらイ1た が,北 に向かって掘 り込まれた長

方形 11葛iが確認ど71,第 21ヒ 体とほぽ ll il巧 同大の内部主体が存在したことが推察 されたのである。

しか し, 本主体石 |イ はすべてが動かさイ1, 原位置|を保つ ものは皆無であった。 こL城の規模は長さ
203Gl,||」 82C‖ ,深 き平均12Cmを 測 り,そ の長中メ1中心線の方位は,北 32° 西を指す.

第 2):f本 と第 311体のちょうど「llll‖ イ」・近,溝底111か ら約 6 CmFl浮 いたJ山点に, ツキI製 1`:玉 2と ,

__ィィ「
´́
丁fT∵
~丁ffi｀

~‐‐‐――____―~

/～
/～~｀

ヽ
、  、

第156図  第 3主体石材出土状況
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小形内行花文鏡l面が遊離検出さ4■♀

のかも不叩である9強いていうな:らば,

である。

第5節 出■遺物   | | ‐

iィ 型ヽ内行黎来年:(図 107)   .

1第 ?.主体 1竿 oキ体の中間,帯底遊離出

土のものである。破砕しているが小破片を

集めるとはぼず個体分が,小範囲内にお:い

て採取された。したがって,副葬された時点

でtょ宗形品であ?た と尋われる。面径7.15

cmを沢」り,平縁一斜行櫛歯文帯―内行6花

文帯―鋼の背来構成脅とるo無は当初から

破損していたらしく,lii歯文帯内に2子Lが

棺内副葬品であるのかどうか,両主体のいずれに伴なうも1

第3:=体に対する供献の可能性が強いように思われるもの

□
:□

"―――"色===2=´ %´

1 ~ 1第 16'図 |ヽ出土遺物鏡・管玉

多
ク
ル

ｍＣ
３

一　

　

　

　

〇

穿■4て いる。1貫子|は鋳後に行なゎれ径 |。 4mm,子 L中心間の距離は 1.2Cmで あるo、子L縁 に紐がかけ

られていたと考えられる磨粍痕跡を残す。斜行櫛歯文は手描きによるものか,そ の斜行角度,間隔

ともに一定でなく粗密の乱れをみせる。また花文 も同様で大小の差をもつ。鏡面部に赤色顔料の付

着が認められた。本東高月遺跡群出土の銅鏡のうら,用木古墳群第 2号墳第 1主体,第 3主体出土

の鏡 も, ともに鉦が鋳崩れてお り,本台状墓出土の鏡とともに注目されるものである。

管 玉 (図 157)

小形内行花文鏡の周辺に,こ れまた遊離出土の細身の管玉 2である。いずれ も碧玉製で,学L青色

を呈する。径はいずれ も 0。 4Cm,器 高は 1。 lCmと 1.OCmを 測る。貫孔は両者ともに一方からなされ

ている。小口肩部は使用による磨滅によるものか,そ の稜線は丸味をみせているo

第 6節 ま と め

1.標高81m′ 眼下の埋積平地との比高約60mの,眺望視野の広い丘陵頂突端肩部に営造された ,

小形方形台状墓である。

2.当該地が神社境内,果樹園と数次にわたり削平され,原形をとどめないにもかかわらず,溝状

遺構および台状墓基部が現存地表下に遺存し,そ の大要を知ることのできたものであるo

3.台状墓の構成は,地形の高い 3方向にコの字形の溝を掘 り, 自然地形の高まりを利用して Ifllり

だした, 方形台状墓であるo 台状墓規模は一辺約 9.5mの正方形, 溝は巾約 1.5m, 深さ約80

Cm,横断面」山物線を示す ものである。

4,内部主体は,台状部 1,西溝底 2の計 3主体である。すでに盗掘破壊されていたが,付近産出
の日1礫を用いて組まれた,成人伸展葬棺大の小形竪穴式石室である。いずれ も長方形の浅い土壊

を掘 り,そ の中に組まれていた。



5.副 葬遺物は,すでに破壊された遺構のため,原位置での検出はできなかったが,鏡 1,管玉 2

を検出した。特に鏡は,小形妨製の斜行櫛歯文内行花文鏡で,本遺跡の性格および年代を知る,

大 きな手がか りとなるものであるo

6.本 遺跡の年代を知る手がか りは, きわめて少ない。弥生式時代集落址と複合していた り,すで

に破壊しているためその推定は困難であるo

小形妨製鏡を手がか りとして考えるならば,東高月遺跡群においては,用 木古墳群第 2号墳第

3主体の小形 lJ」 製鏡は,尚方作獣帯鏡を伴出した岡第 1号墳に先行するoま た同様小形傍製鏡を

出した,使木山遺跡は,酒津式併行期の上器を伴なう土壊墓群であるo

方形台状墓の検出例は,四辻峠方形台状墓 (弥生式中期後半),宮 山方形台状墓 (弥生式後期

初頭),使木山方形台状墓 (弥生式後期終末), そして用木古墳群第12号墳 (王泊 6層併行)へ

と,当地域内では伝統的に継続する基制である。そして引き続いて定形化された古墳へ と発展す

るのである。

このように考えると,本方形台状墓の築成期は,大∬旦な予測が許されるとすれば,当地域にお

ける定形化される古墳の出現される直前ぐらいの所産と考えられるのである。

7.吉 備地方における周濃状の溝遺構を有する,方形台状墓の事例を増すことができたのであるo
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あ とが きに か え て        ,

岡山県営山陽新住宅市街地開発事業に伴なう住宅団地造成 F/定地内のJl蔵文化財発掘調査概報第

3集 を,遅ればせなが らやっと刊行する運びとなった。工事」1程 による時間的な制約と,調査体制

の不備と相まって,必ずしも十分な発掘調査であったとはいい斑1い oま た息つくひまもなく,継続

的に次から次へと調査にかかり,発掘調査遺跡の提起する諸問題について,検討および論及する間

もない状況であるo

調査概報 も回数を重ねるにつれて,そ のもつ意義について考えさせられることも多い。「記録保

存」のための行政発掘であってみれば,こ の記録は,発掘調査遺跡の生命であるoそ の事実を細大

もらさず正確に記録保存をしなくてはならない。しかし現実にはその遺跡欄々に害Jり 当てられた ,

調査員の個人的力量の限界もきることなが ら,時間的予算的諸制約によって,十分な記録の公表が

で きないのであるo調査概報といえども,生 きた資料として活用に堪えることので きるものでなく

てはならない。したがって今回の調査概報は,論考はさておき事実報告に重点をおいて,果体的か

つ詳細な記述に心がけたつもりである。そして調査中における試行錯誤 も,本文中に記載した。そ

のため本書のスペースは膨張し,当初の予算言[画はオーバーしてしまったのであるoそ の点を快よ

く理解いただ き,そ の裏付けをして くださった,岡 山県土本部に感前1の意を表す次第であるo

住宅団地造成予定地である東高月遺跡群 も用木古墳群,便木山遺跡,惣図遺跡,四辻古墳群,四

辻墳墓群,岩田古墳群……そして用木山遺跡 と調査が進むにつれて,そ の全容と性格を明らかにし

て きつつある。特に今回集録した遺跡群は, 当地方における土壌墓を主体とした,弥生式時代中期

後半から, 定形化した古墳への墓制の発展過程を, また,古墳群 も供献遺物を借:か にしか持たな

い,前期の小形古墳の諸形態と共通性を知るうえでの資料となるものであるo

しかしまた同時に, これらの貴重な遺跡が削平消滅することにつながるのであるo日 の前で大型

スクレーパーが遺構を削り消して行 くのは,見 るに忍びない。千数百年の風雪に耐えて今日まで ,

その姿を保ち続けてきた遺跡に対して,何故に今自分が鍬を振 り降ろさなくてはならないのか,そ

の葛藤に苦しみな
.が
らの毎日なのであるo

山陽住宅団地の発掘調査は,そ れはそれなりに,何がしかの成果はあげてきたと思う。 とlm‐l時 に

また文化財保護行政,文化財保護保存の問題 も数多く提起するものであるoそ の幾つかの事例を列

記 して,あ とがきにかえたい。

1.土 渡墓遺跡・ 方形台状墓

1.東 高月丘陵群における最初の墳墓遺跡として,四辻土城墓群があげられるo弥生式時代中l切中

業から後半にかけての墳墓群で,71土壌墓, 3土器棺で構成されていたo当 初は丘陵頂平坦部に

埋葬が行なわれていたものが,葬送継続の過程の中で,方形台状墓の形式を取 り入れるという,

興味深い様相を示しているo

2.東 高月丘陵群の丘陵尾根および斜面に集落が構成されるのも,上記墳墓群の出現と期を一にし
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た,弥生式時代中期中葉からであるoそ して現在までに調査した 4集落址内には,墳墓址を併存

しないもしたがってこの丘陵立 l也 を利用して,生活を開始した時点において,当初から居住区と

基域とは|ズ男1さ れて,画絶された立地に営なまれたようであるo

3.調査の結身l,こ れらの「L場1塾1群および方形台状墓は,弥生式時代中期以降,定形化する古墳の

出現の時抑|ま で,各時期1の資本「|を提旭したoすなわち,弥生式時代中期中葉から後半の四辻土娘

11彎 1祥 (71土募(31Lイ |「1),四 j上峠方形台状乾I(7土 城),同後期初頭の宮山方形 台 状 墓 (7土

lA,,1司 後期終末の使本山方形台状乾T(保 存のため主体数不明),酒 津式併行期のlti木 山遺跡 (42
■耳16」 ll躍 |「i),そ して

‐
きくら山方形台状墓,用 木第12局・墳,用 木第 204号 墳を経て,定形化

さオ|た サ11本第 103け
『
1′、と,順次引き継がれていくのである。

4.し かしこイIら のj童 1亦 |,ま ,土墳二t群 としての共通の特徴はもつものの,個 々の遺跡によって個体
■を有するゥ 四■Jl場i墓群, 便本山遺1亦のように多数の土堺:墓群によって 構成されるものに対
し,μЧ,1峠方形台状業のように 7土颯で完結するもの,あ るいは四辻峠方形台状墓のように,あ

らかじめ理葬被ノ「者数を
t予
測するかのように,計融il白 に整然とした遺構配置を示す もの,宮 山方

形台枕理のように,配 置およびその主輛1方位が不規則のもの等きまざまな形態を示す。 これは,
擁l成時りl劇 |む 代性を表わす形式変化によるものでなく,そ の母体となる共同体構成集日1の差によ

るも
")0)年

1う である。今後の事例の111加 を待って, さらに検討課題となることであろう。

5,本住宅111地〆1におけるこれらの埋葬施設として,共通手法としては,直接地山に深 く,長方形
箱形の上拓iを掘り込む上場1で ある。土嬢床面に小口溝を有するもの,枕石をもつ もの,無施設の
ものり,3形態に分けられるが,概 して小「]溝 をもつものは,弥生式 1時代中期後半までと,比較的
lliい ものに限らイl,枕石をもつ ものit同中期後半から始まり,古墳時代を通して見らオ´l.る もので
ごうる.魚1施設のものは各時1明 を通してみられる。一般的に床面は水平な面1を保ち,直上供献の一
l舌 iL器 1片 1事の崩落状態から,か なりの容積の空間が存在したことも推察されるので, これらの土
|:il勺 には, もと本構の使用がIi定 さイ1る のである。

6.′ド送411日に対する副′F遺物おょび供献物について,濯i干述べてみたい。棺内薔けFは装身具 も合
めてし1代 まで遺存するものはきわめて少ない。殊に弥生式時代中期に属するものでは,殆んどそ
の例をみない.弥生式時代後llll終末期|に管玉 1を もつもの等が散見され,酒津併行期になってガ
ラス小I,17玉 ,鉄厳,it,刀子を伴出する等,副多F遺物の種類の変化をみせるようになる。し
かしすべての上墳が,それら副葬遺物をもうのではなく, ごく限られ′た主体にのみ,それ も1土
IJ:に 鉄証 lと か,ガ ラス小iE 2と いうょぅにきわめて小数の出土である。この時期には,土墳規
模も,た ゎ深く大きいもの,小「Jに石積みをもつもの,二重掘り方 (床部に段をもつ)と なるもの
等のイ|‖ 体Iも 生じるのである。

供献物である土器等の存在については,古いものはイIJ々 の上場(埋上の直上に,高 j不 を中心とし
た敗個体の上器を置く例が多い。それが溝状遺構を伴なう弥生式時代後期終末以降となると,台
状 111イ:体 とか,特定の上壌菓グループを単位としての供献というか,共同祭祀へ と変化するよう
である中特に使本山遺1跡では,特殊器台・特殊壺に代表される共同夢F送祭 T日が行なわィlて いたの
である。
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7.土城基群および方形台状墓の発掘調査によって,高不を中心とした弥生式時代中期以降の各眠
j靭 による,土器群の一括資料を得ることがで きた。それによると岡山県南沖積平野地域とやや鼻
なる土器形式の編年特徴をもつようである。土器形式の変化は壷・ 甕の類は南部平野 に比較 して

やや緩慢で,そ の器形および調整手法においては,古 い要素を残しながら,胎土や焼成および文
様等の変化のみが影響しているようである。高不が最 も器形変化の影響を敏感に受け入れている

ので,今後この高不を指標に現在調査呵1の用木山遺跡等の集落址と合せて検討すれば, 当地域と

しての単位地区 を限っての土器編年標式が作成 される可能性が強い。次の報告第 4集 は,丘陵高
地に立l出する集落力上を 中心にまとめたいと思 っているので , その際にぜひ 試みてみたいと考 え
る。

2.四辻古墳群一前期小形古墳

1,四辻古墳群は, 眺望視野の広い丘陵尾根支脈の稜線上に散在する, 7基からなる古墳群であ
.

るoいずれも径15mに満たない小形古墳であるが,吉備地方の類例によって,大まかに 5世紀代
にさかのぼる古墳と思われるものである。

2。 これらのlh~墳は,そ の多くの例がそうであるように,高 J葬遺物の種類および量ともに貧弱であ
る。第1号墳は玉類の他鉄剣 1,刀子 2,針 1,櫛 1で最 も豊富であるo第 2号墳は,すでに盗
掘にあい内部主体の確認はできないまでも,鉄剣 1,鉄鏃 3を検出した。第 5号墳直刀 1,第 6
号・墳鉄剣1,第 7号墳鉄斧 1,鉄剣 1であるo
3.吉備において,遺物のとぼしい小形古墳め多くが,箱式棺を内部主体としているのに対して,
本古墳群の内部主体は,同一立地に所在する古墳であるにもかかわ らず変化に富む。第 1号墳は
丘陵主軸に直交する箱式粘土椰,第 304号 墳は組み合せ式箱式棺,第 5号墳は素掘 り土壌 と粘
土床の2主体,第 6号墳は粘土床,第 7号墳は大型土壌に平底木棺を安置した後,地 山マサ上で
埋めたもの,割 り竹木棺を粘上で包む粘土椰,素掘土墳,箱形小形石棺,小土城と5主体すべて
が異なる埋葬]1体 と多様である。

同時代の遺物の少ない多種の埋葬手法の資料を得たことは,それ自体として意義が深いが , 同
一支群に属し, きわめて少範囲に集まる古墳の個々がこのような個体差を有することの意味につ
いては,今後の課題となるものであるo

4.東高月古墳群におけるこうした小形古墳は,現在までに調査した ものについても,岩田古墳群
第 3号墳 (竪穴式石室),用木古墳群第 8号墳 (木棺直葬),同 第11号墳 (粘土椰)と ゃは り内
部 Jl体は多様性を示す。

5。 これらの小形古墳のうち,外表施設として埴輪を有する例は,四辻古墳群第 1号墳 ,同第 5号
墳 ,宮 山古墳群第 4号墳,用木古墳群第11号墳,岩田古墳群第 3号墳が知られている。なかで も
四辻古墳群第 5号墳おょび宮山古墳群第 4号墳は家型埴輪を,ま た岩田第 3号墳はキ ヌガサ,短
甲等の器材埴輪を検出し注目された。円筒埴輪は,通常のやや外傾しながら立ちあが る円子Lを も
つ円筒埴輪の他に,「上部でラッパ状に開 くまでに一度くびれた形式」のいわゆるB型円fitii埴 輪
片を各古墳とも共通して有している。
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これらの埴輪ψ)樹立は,いずれも崩落した小破片となって,原位置を保たないため不明である

が ,そ の出土状態および遺存の状況から, 密な樹立ではなかったようであり,埴輪自体の形態も

終末期に近い特徴を示すゥ小形古墳とはいえ,被葬者の死後にまでこうした円筒埴輪の他に器材

埴 1桁 を立てたことに代表されるように,首長層を構成する有力な人物であったと推定 されるので

ある。

6。 四辻71T墳 群においては,葺石iを有する明らかなものは検出されなかった。宮山古墳群第 4号墳

は方ザ1で あるが,丘陵尾根を切った溝状遺構掘り方斜面および地山を削平整地した際の墳端基部

となる地山生き土lFliにのみ,蘇石を施設されていた。このような事例は本古墳に先行する,用木

|II Ifザ iI祥 第 5・ 12・ 1・ 3号墳においても見られ, また岩田古墳群第 3号墳において も同様であ

ったら当地方における伝統的な葺石を敷く手法と思われ,且つ宮山古墳群第 4号墳の例はその終

末に近い時期のものと推定されるo

7.μЧ,■ 占墳群第 1号・墳,官 山1■墳群第4号墳は,そ の基盤である丘陵尾根主莉l線であり,占墳正

lFliにあたる墳端裾部に,須恵器片が発見され注目された。この須恵器は, 当地方における最古式

に属するもので,それぞれの古墳の築成年代を決める大きな手がか りとなるものであるが, こオl

らの土器はその出土状況からみて,偶然性によるものではなく,意識的に墳外正面か ら,そ の手

とどきの場所に置かれた もののようである。 このような例は, これ らに先行する用本古墳群第
5,12号・墳の上師器の出iL状況と類似し,薗石の敷かれる手法と同じく,当地域葬制に伴なう伝

統的なものと考えられるのであるo              l       …

8.四辻古墳群第 1号墳および同第 5号墳,それに富山古墳群第・4号墳は, ともに弥生式時代方J形
台状墓の高まりを利用して,そ の直上に構築された占墳である。古墳の築成その ものは,先行す

る方形台状墓と直接的な関係はなく,その立地条件が偶然にす致して重複したものであろうが ,

これらの台状墓は古墳発掘というこれまた偶然性によってはじめて発見されたのである。

it壌墓を中心とした便木山遺跡,便木山方形台状墓,さ くら山方形台状墓と,現在までに発見
し調査した遺跡すべてが,こ うした偶然のチャンスによる発見なのである。 したがって,複合し
ての「fi墳築成等もなく長年月によ・る自然風化によってその高まりを流失した, こうした遺構がす

でに開発された丘陵尾根上に存在しないとは言い切れないのであるo表面的な観察にたよる分布
調査の限界を痛感する一事例である。

9.本古墳群を含む東高月丘陵群中のこうした小形古墳は,砂川流域および丘陵支脈間に開けた,
水「J地 帯を背景とした生産と分配の一単位となった,111帯共同体の墳墓群と推定されるのである。

こうした小共同体が 6世紀以前からすでに古墳を造 り得るだけの変質をとげつつあったことを示

す ものである。と同時にこの丘陵群の主丘陵線に立地し, これらに先行するjII木 古墳 群 との関

連,お よび豊かな水濠をたたえる全長 192mの 前方後円墳両宮山古墳との結びつ きについて,今
後の大きな課題となるものである。

3.埋 蔵文化財保護の問題

1.ま ず第一に,精密な埋蔵文化財包蔵地の分布調査と,そ の資料公開の必要性であるo麟1発行為
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が立案計画され"用地買収が先行してか らでは,文化財保護は後手にまわらぎるを得ない。事実

当山陽住宅団地計画段階では,「遺跡地図」には 4基の古墳しか登録されて いなかった のであ

るo(当 初計画地内には 9基あったが,熊 崎地区 5基 を造成地から除外した )。「 4基 ぐらいの遺

跡なら,自 然公園内に取 り入れても……」と,遺跡地図におけるポイントの数が,当該地をその

候補地として決定する有力な誘因の一つとなっているのである。

しかし現実には,開発計画策定後節布調査を繰 り返すたびに,そ の遺跡数は増大し現在では工

事中発見 も含めて,79遺跡と驚 くほどの密度をもった埋蔵文化財包蔵地であったのである。これ

程の例はきわめて特例かも知れないが,一度用地買収等資本投下がなされた後においては,当 事

者がいくら努力をして も,そ の限界は明らかである。

岡山県教育委員会では,県内文化財の総点検と,精密な分布調査を県内各市町村および,岡 山

県遺跡保護調査団の協力を得て,昭 和46年度より5か年計画で実施されているoま たこうした開

発行為に対しては,事前協議制と知事の許可制を制度化して,積極的な姿勢を示そうとされてい

る。一 日も早くこれ らの成果のあがることを望みたい。

2.分布調査の限界の問題について■、れてみたい。分布調査は原則的には,調査者の実地略査によ

る表面的な観察を中心とする。したがつて, 当該地の土地利用状況,植生等の地理的環境によっ

て,そ の成果は大きく規制されるのである。古墳等のように,構造物等が地上に実在するものは別

として も,地下に埋没してしまって,現在では自然地形と変らぬまでになっている集落力Lと か ,

単発的な二L壊墓等は確認が極めて困難である。田畑とか,切 り通し道となって地肌が露呈してい

る箇所での,ヽ表面採集および断面観察にたよらぎるを得ないのである。

近年のように 開発行為が大規模化し, 丘陵とか山塊ごとに削平整地が 行なわれるようになる

と,地肌の露呈しない自然林地帯にまで ,工事範囲は拡がるのであるo

当山陽住宅団地内においても, 何回も分布調査を繰 り返しても確認できなかった遺跡や遺構

が,偶然の機会に発見されたり,工事中発見として数多く検出されているo

例えば,本書に集録した土壌墓および方形台状墓のすべては,古墳発掘の際にその下に複合し

ていたり, 他の集落址調査によってはじめて 認知したものである。用木古墳群 第 9。 10号墳等

は,丘陵稜線上に立地し,封土は全 く流失し分布調査では確認できなかったが,用本古墳群発掘

調査に伴なう,関連遺跡追求のための トレンチ調査によって検出された。また用木山遺跡は,常

識では考えられない程の急傾斜面に立地する集落址であるが,工事の進行に伴なっての発見であ

り,その発掘調査によって,地下に埋没する横穴式石室墳 7基 ,後期古墳期の上娘墓群,奈良時

代蔵骨器等を合せて発見されたのである。遺跡数においても,開発の行なわれる前と現在とでは

2倍 となっているのであるo

分布調査によって遺跡や遺物が確認で きなかったとしても,そ こに埋蔵文化員オが存在しないと

は云い切れないのである。当山陽住宅団地のように近 くに専従調査員が常駐 している場合は,或

る程度工事進捗中の遺跡発見もカバーされることもあるが,当 初の段階で色分けされて開発行為

が行なわれる場合は,例えそこに遺跡が存在したとしても,現在のような重機械による工事であ

ってみれば,感知されることなく終る可能性が強いのであるo

―…22■ ―一



3.11蔵文化財の包蔵地における,じ‖発行為と発掘調査の併行実施の問題があるo   l

当山陽住宅「・li地において も, 1/11辻古墳群第 203号 墳,お よび同 6・ 7号墳は集落遺跡‐と1複合

し, さらにその遺跡範 lll・lは拡が りをみせていたoしかし当初の段階では,ガ 形ヽ lLi墳の記録保存 と

決定されていて,造成iE事が先行し, 占墳部分を残してぎりぎ
｀
りまで肖J平 されていたのである。

したがって,ll i墳 調査によって, さらにその下方に集落址が広がっていることが,わかっ●とし

ても,それを拡張して調査を行なうことが不■1能 となったoま たその年度Jl区 に設定されていな

くても,残土処理,11111用道路等の工事によって,丘が削られたり谷がLEllめ られることがあるo

集落詢L等調査によってその遺I跡 11剛が拡大されても,調査区域が限定されるという問題を:Lず る

のである。

分4i調査の後,本 iLi事が開始される間に充分なる予備調査がぜひとも必要となってくるのであ

る。

4.開 発行為に伴な う,llll蔵 文化財の発掘調査 とは,調査の結果その遺跡が重要な ものであれば ,

保存協議することになっていろ場合が多いoわれわれ も,保存協議の意見をつけて,報告 した遺

跡がいくつか あるのであるo用 木占墳群 , lJll辻 占墳群第 1・ 5‐号・墳 , 便木山遺跡等がそれで あ

る。そのたびに調査遺 FJlliは 一時研1絆iの処Fiを とり,保存のための協議が繰 り返 され,努力がな さ

イlる のである。しか し遺跡は現状で科t結 されたとして も,そ の周辺は当初のマスタープランの と

お り]li事は進められ,既成事実として造成面は広がっていく。その結論が長びけば長びくほど ,

遺跡は岸1部的に孤立した形で,造成地内にたちはだかるような存在となるのであるoそ して地域

111民 の農業 lll治水路,学校建築,道路計画等の生活権との対立という形 となって,そ の解決をせ

まられる。また一方現況凍結といってもわれわれは,委託によって調査を行なっている関係上 ,

その予算的裏付けは,調査対象遺跡の抑|り あげまでであるoし たがって,凍結となった遺構を増!

め戻す等の処置がで きず,風雨によって原況を損なわれるのである。

5.出土遺物の保管および管理 も大きな問題の一つであるo発掘調査 もi炭終的には 5年の年月を要
しよう。現時点ですでに保有遺物は鏡,銅鏃をはじめ金属製品,玉類,土器, そォl′ に多数の准i器 ,

整理箱 500箱 を越える土器片と多量の出二L遺物をかかえているのであるoそれらは発掘調査に追

われて,充分な整理,検討を加えるひまもないままに,毎 日毎日増え続けるのであるoそれに加

えて,実測図,写真の量 も膨大である。これら出土遺物および資料の帰属については,まだ決定

されていない。したがってそれまでの間は,当発掘調査団ならびに山陽町教育委員会にその保管

義務が負わさブ1る のであるo帰属の定まらないこれらの遺物および資料を保管する十分な施設を

する予算的な裏付けはなされていない。調査現場の一隅に仮収蔵施設をもうけ仮保管の形で毎日

を送 らぎるを得ないのであるo

6。 最後に。 i調査の組織とその限界 4/DI川題について碁干応、れてみたい。

開発行為が大規模化,多発化 してくるのにともなって,埋蔵文化員イ・の保護行政もまた多忙化を
極めて くるのは当然である。「記録保存」.の ための行政発掘を行なおうにも,専従調査員の絶対
数が不足 して,十分な調査組織が構成できないのが現状である。 1パーティ 3 fl以 上の専従調査
員をの希望もむなしく,現在では, 1パーティl調査員で構成される場合が多いのであるき、
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イ『1々 の遺跡の発折1調査は,そ の遺跡の発掘調査を担当することになった調査員の肩に,すべて

の責任がゆだねられるのである。よ |〕 正確かつ精密な「記録保存Jを と努力をしても,そ の調査

は常にilBi査 員個々の持つ力の限界の1亀囲内のものなのである。まして,調査の期限と予多Iに制約

されての調査であってみれば,それが完遂できない苦 しみを,毎 日毎日背負いながら,発掘調査

を続けているのである。

Vl山陽イ11宅団l也 における発掘調査団も,専従調査員 l名を中心に,|‖ ]・教育委員会で構成された

弱体の調査団である。生業を犠牲にしてまで も調査員として加わり,協力いただいた在1也研究者

則武忠11氏,同 じく作業長として献身的な尽力をいただいた阿部政信氏をはじめ,チ ーヱ、ワーク

のとれた地元作業員の人々の暖かい援助があってはじめて,調イlが成り立っているのである。ほ

んとうに私は幸せ者であると思 う。

]973イ「13り可

朗ンt

-223´―



岡山県営山陽新住宅市街地開発事

業用地内埋蔵文化財発掘調査概報

第 3 集

昭和48年 3月 31日発行

発行  山 陽 町 教 育 委 員 会
岡山県赤磐郡山陽町上市108

印刷  西 尾 総 合 印 刷 株 式 会 社
岡 山 市 津 高 651





図版 1
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|.住宅団地予定地遠望 (砂川堤防から)

2.住宅団地造成丘陵 (善応寺山から用木古墳群を望む)



|.四辻古墳群第 |～ 5号墳景観 (南から)

2.四辻第 1号墳外観 (第 5号墳から)



図版 3

|.第 1号墳内部主体発見
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2.第 1号墳内部主体



図版 4

3。 鉄器出土状況



図版 5

|。 第 1号墳墳丘調査状況



図版 6
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2.方形台状墓全景 (南から)



図版 7
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|.土墳群出土状況 (西 から)

2.土墳群出土状況 (南から)



図版 8

|.第 4～ 7土墳 (西から)
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3.第 2・ 3土墳 (西から)



図版 9

2.第 |～ 4土墳 (南から)
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3.第 4土墳 (西から)
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4.第 6土墳 (西から)
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図版10

3号墳タト観



図版11

|。 第 2号墳調査前外観

2.第 2号墳調査区景観



図版12

鉄剣出土状況
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2.鉄鏃出土状況

鉄鏃出土状況



図版13

|.第 3号墳調査前外観

2。 第 3号墳調査状況



図版14

|.第 3号墳箱式石棺出土状況

2.第 3号墳箱式石棺身部


